
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

七六五四三二一
は
し
が
き
1
輸
入
依
存
度
の
長
期
見
通
し
1

国
民
所
得
・
輸
入
の
成
長
ト
レ
ン
ド

輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化

輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
e

輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
⇔

最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論

経
済
成
長
と
外
国
貿
易

4・

島

清

　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
し
が
き
ー
輸
入
依
存
度
の
長
期
見
通
し
ー

　
こ
れ
か
ら
一
〇
年
先
、
二
〇
年
先
の
輸
入
依
存
度
が
ど
れ
位
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
ど
れ
位
が
最
適
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
、
輸
入

依
存
度
の
長
期
見
通
し
を
た
て
る
こ
と
は
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
所
得

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

倍
増
計
画
に
と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
一
九
八
O
年
の
超
長
期
経
済
展
望
に
と
っ
て
も
、
そ
の
成
否
、
そ
の
妥
当
な
成
長
率
は
、
国
際
収
支

の
壁
に
よ
っ
て
大
き
く
制
約
さ
れ
、
後
者
は
ま
た
輸
入
依
存
度
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
国
民
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

成
長
率
と
輸
入
依
存
度
と
で
は
じ
き
出
さ
れ
る
輸
入
必
要
額
に
見
合
う
輸
出
額
が
、
世
界
需
要
の
伸
ぴ
に
照
ら
し
て
過
大
に
な
る
な
ら
ば
、

計
画
と
か
展
望
の
実
現
は
克
服
し
難
い
困
難
に
陥
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
味
を
も
つ
輸
入
依
存
度
が
、
今
後
二
〇
年
間
、
つ
ま
り
一
九
八
○
年
ま
で
の
間
、
年
々
の
若
干
の

上
り
下
り
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
趨
勢
と
し
て
は
ほ
ぼ
一
六
％
で
あ
っ
て
、
こ
の
水
準
か
ら
余
り
大
き
く
か
け
離
れ
る
こ
と
は
な

く
、
長
期
的
コ
ン
ス
タ
ン
シ
イ
を
保
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
、
三
つ
の
根
拠
か
ら
樹
立
し
て
み
た
い
。
そ
の
根
拠
と
い
う
の
は
、

第
一
は
国
民
所
得
と
輸
入
と
の
成
長
ト
レ
ン
ド
か
ら
の
推
論
で
あ
り
、
第
二
は
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化
か
ら
の
推
論
で
あ
り
、
第
三
は

輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
か
ら
の
推
論
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
三
つ
の
推
論
か
ら
最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論
が
導
か
れ
る
、
い
な
そ
の
理

論
を
背
景
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
推
論
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
第
二
、
三
節
に
お
い
て
日
本
輸
入
依
存
度
の
再
検
討
、

と
く
に
そ
の
長
期
見
通
し
の
実
証
分
析
を
行
い
、
第
四
、
五
節
で
輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
を
試
み
、
第
六
、
七
節
に
お
い
て
最
適
輸
入

依
存
度
の
理
論
を
展
開
し
て
み
た
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
三
つ
の
方
法
に
よ
り
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
三
方
法
の
総
合
的
判
断
か
ら
、
輸
入
依
存
度
に
つ
い
て
次
の
予
測
を
た
て

た
。
（
第
一
図
参
照
）

　
（
a
）
　
前
期
に
お
い
て
は
一
九
五
八
年
の
コ
干
二
％
か
ら
漸
増
し
て
一
九
七
〇
年
に
一
六
％
に
達
す
る
。

　
（
b
）
　
後
期
の
一
九
七
〇
ー
八
○
年
の
期
間
に
は
一
六
％
の
水
準
に
ほ
ぼ
安
定
（
景
気
変
動
な
ど
に
よ
る
若
干
の
上
り
下
り
は
あ
ろ
う



●

第一図　輸入依存度の予測

　34－36
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　　　　　5δ

1
（註）70Aとカ’80Bとカ’いうの1ま2伽年経済展望

　　A案による1970奪B案による1980年の
　　位置ということである

〃
て
2
0

1
5

経
潴
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

10

　　　　　　30

7先円
20lo

5
　
　
　
0

註　70Aとか80Bとかいうのは20ヵ年経済展望A案による1920年，B案による19SO年
　　の位置ということてある。

が
）
に
保
た
れ
る
。

　
終
戦
直
後
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
輸
入
依
存
度
の
急

上
昇
は
戦
後
復
興
に
伴
う
異
常
現
象
で
あ
る
か
ら
省
略
す

る
と
、
五
一
年
以
降
の
動
き
は
第
一
図
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
五
一
年
の
一
〇
・
四
％
な
い
し
五
二
年
の
一
〇
・

二
％
と
い
う
低
い
輸
入
依
存
度
か
ら
五
七
年
の
一
六
・

七
％
に
ま
で
か
な
り
急
速
に
上
昇
し
た
も
の
が
、
金
融
引

締
め
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
五
八
年
に
一
三
・
二
％
に
急

低
落
し
て
い
る
。
五
一
ー
五
八
年
平
均
の
輸
入
依
存
度
は

二
干
二
％
で
あ
る
。
だ
か
ら
上
述
（
a
）
は
、
一
九
五
一

i
五
八
年
平
均
の
二
一
一
・
二
％
か
ら
、
五
八
ー
七
〇
年
平

均
の
一
四
・
六
％
に
上
昇
し
、
さ
ら
に
一
九
七
〇
1
八
O

年
平
均
の
エ
ハ
・
○
％
に
上
昇
し
て
安
定
す
る
と
言
い
か

え
て
も
よ
い
。

　
問
題
と
し
て
は
、
一
九
五
八
年
あ
る
い
は
五
一
ー
五
八

年
平
均
（
と
も
に
＝
一
マ
ニ
％
）
よ
り
も
絶
対
値
で
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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実質輸入依存
度1958年価絡
　　（％）

　　10．4

　　10．2

　　12，8

　　13．0

　　12．5

　　14．5

　　16．7

　　13．2

入
度踊
あ

時
依

17．0

14．7

15．4

14，4

13．7

15，9

18．9

13．2

実質輸入額
1958年価絡
（10億円）

　528，5

　567．0

　770．4

　798，3

　838．6

　1，065，7

　1，328．2

　1．091．9

同左基準転換
（1958＝100）

輸入単価
（1953＝100）

139，5

128．8

112．6

108．2

106．1

109．1

116，1

100．0

123．9

114，4

100．0

96．1

94．2

96，2

103．1

88。8

国民所得白書発表予定の数字をとった

研蜥の暫定数字をとった。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
Q

二
・
八
％
、
倍
率
で
み
て
二
割
一
分
か
た
高
い
一
六
％
の
水
準
に
な
ぜ
輸
入

依
存
度
は
将
来
高
ま
る
と
み
る
か
が
、
十
分
を
根
拠
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
輸
入
依
存
度
は
将
来
高
ま
ら
な
い
か
反
っ
て
い
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
低
ま
る
と
す
る
見
解
さ
え
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
一
六
％
と
い
う
予
測

輸
入
依
存
度
は
、
第
一
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
（
一
九
三
四
ー
三
．

六
年
平
均
）
の
一
二
％
に
く
ら
べ
れ
ぱ
、
五
％
（
倍
率
で
み
て
二
割
四
分
）

も
低
い
水
準
で
あ
る
こ
と
は
銘
記
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
噂
経
済
成
長
を
制
約

す
る
最
大
の
条
件
の
．
一
つ
と
し
て
国
際
収
支
の
壁
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
輸

出
可
能
額
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
、
輸
入
依
存
度
が
一
％
で
も
低
く
て
す

む
な
ら
ば
そ
れ
だ
け
経
済
成
長
率
を
高
く
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
輸
入
依
存
度
の
予
測
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
る
。

　
予
め
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
戦
後
の
輸
入
動

向
と
か
輸
入
画
数
だ
け
を
基
礎
に
し
て
は
妥
当
な
将
来
予
測
は
到
底
望
み
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
一
九
五
〇
年
頃
迄
の
異
常
時
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
五
一
年
以
降
あ
る
い
は
五
三
年
以
降
の
輸
入
函
数
を
各
種
算
出

し
て
み
て
も
、
復
興
要
因
が
強
く
働
い
て
お
り
、
そ
の
う
え
各
種
の
輸
入
制



国
額
価
）
3

　
　
　
円
　
L

料
入
万
斜

　
　
　
o
o
3
7

資
輸
時
σ
7

礎

騨
）
7

基
民
翻
晩

表
撫
學
則

一第
害
ー

730β5L7

　86724694

　863，785．4

　889，7150

1，162，704，4

1，542，092．4

1、091．9249

5，578．2

6，0138

6144．1

6，685，5

7325。3

7，93LO

8、287，7

国民所得
10億円）

総合物価指数
1934－36；
．0）

同左基準転換
1958＝100）

51 4，347．5 286．9 85．3

52 4ρ59．0 299．2 88．9
一つ
）o 5，647．0 315．9 93．9

54 5，984．4 327．8 97．4
一　　一

）o 6，498．3 327．1 97．2

56 7，310．6 335．8 99．S

57 8，153．1 3460 1028

58 8，287．0 336．5 1000

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

（註）　1、国民所得は，51～54年は，昭和32年度国民所得白書により，55～53年は，33年度

　　　2・総合物価指数は，51～54年は昭和32年度国民所得白書により，55～58年は，経済

　　3・　翰入額は，大蔵省外国貿易年報による通関額。

　　　4．　輸入単価は，大蔵省税関部発表，輸出単価指数総合てある。

＊　戦前の基碇資料については次をみよ。小島清『日本貿易と経済発麗』195S，pp。340～341．

限
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
急
速
に
自
由
化
が
進
む
で
あ
ろ
う
将

来
に
つ
い
て
妥
当
な
指
針
を
到
底
与
え
え
な
い
。
多
く
の
見
解
が
戦
後
の
限

ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
の
観
測
だ
け
を
基
礎
に
し
て
見
通
し
を
た
て
て
い
る

こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
故
に
わ
れ
わ
れ
の
輸
入

依
存
度
予
測
は
、
一
八
八
O
年
頃
か
ら
一
九
八
○
年
に
至
る
ほ
穿
一
世
紀
に

わ
た
る
輸
入
依
存
度
の
変
化
法
則
に
立
脚
し
、
さ
ら
に
国
際
比
較
に
立
脚
し

て
結
論
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
輸
入
依
存
度
の
大
き
さ
は
用
い
た
デ
ー
タ
い
か
ん
に
よ
っ
て
か

な
り
異
な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
輸
入
依
存
度
と
い

う
の
は
（
詳
細
は
第
一
表
参
照
）
、
一
九
五
八
年
価
格
の
実
質
国
民
所
得
（
企

画
庁
推
計
、
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
総
合
物
価
指
数
）
で
も
っ
て
、
一
九
五
八
年

価
格
の
通
関
べ
ー
ス
の
実
質
輸
入
額
（
大
蔵
省
推
計
）
を
除
し
た
商
で
あ
る
。

国
民
所
得
で
な
く
Q
2
り
（
国
民
総
生
産
）
を
分
母
と
す
る
と
か
、
通
関
べ

ー
ス
で
な
く
為
替
べ
ー
ス
の
輸
入
額
を
分
子
に
す
れ
ば
、
算
出
さ
れ
る
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

依
存
度
は
そ
れ
だ
け
小
さ
い
値
と
し
て
表
現
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
実
質
輸
入

依
存
度
の
変
化
と
い
う
も
の
は
基
準
に
と
ら
れ
た
年
の
輸
入
依
存
度
に
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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六
二

ぺ
て
高
く
な
る
か
低
く
な
る
か
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ら
、
一
九
五
八
年
の
よ
う
に
輸
入
依
存
度
が
低
い
（
＝
〒
二
％
）
年
を
基
準
に
と

る
と
実
質
輸
入
依
存
度
の
予
測
も
低
い
値
に
あ
ら
わ
れ
、
例
え
ば
一
九
五
三
年
の
よ
う
に
輸
入
依
存
度
が
高
い
（
一
五
・
四
％
）
年
を
基

準
に
と
る
と
高
い
予
測
値
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
三
年
と
五
八
年
と
の
間
に
生
じ
た
相
対
輸
入
価
格
（
蔀
＞
自
叢
土
塑
き
謬
吟
ぎ

自
）
の
変
動
が
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
将
来
の
国
際
収
支
予
測
に
つ
い
て
重
大
な
困
難
を
も
た
ら
す
。
つ
ま

り
た
と
え
一
六
％
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
た
て
た
実
質
輸
入
依
存
度
の
予
測
が
正
し
い
と
し
て
も
、
相
対
輸
入
価
楕
が
騰
貴
す
る
な
ら
ぱ
時

価
輸
入
依
存
度
は
一
六
％
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
実
質
タ
ー
ム
で
は
国
際
収
支
困
難
に
陥
ら
な
い
筈
で
あ
る
の
に
現
実
に
は
困
難

に
直
面
す
る
と
い
う
こ
と
が
発
生
し
よ
う
。
相
対
輸
入
価
格
が
低
落
す
る
と
き
は
そ
の
逆
に
な
る
。
だ
が
残
念
な
が
ら
相
対
価
格
変
動
の

予
測
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
の
で
、
不
変
価
格
を
仮
定
し
実
質
輸
入
依
存
度
の
予
測
を
試
み
る
こ
と
に
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。
基
準
に

と
っ
た
一
九
五
八
年
の
相
対
輸
入
価
格
は
一
九
五
一
年
に
比
べ
約
四
割
も
低
い
日
本
に
有
利
な
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
今
後
は
長
期
的
に

み
て
輸
入
価
格
が
国
内
物
価
よ
り
も
相
対
的
に
騰
貴
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
な
く
も
な
い
。
だ
が
自
由
化
は
輸
入
価
格
を
低
落
さ
せ
る
効

果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
し
相
対
輸
入
価
格
が
騰
貴
す
れ
ば
国
内
資
源
の
利
用
度
を
高
め
実
質
輸
入
依
存
度
を
引
下
げ
る
カ
も
働
く

で
あ
ろ
う
。
結
局
二
〇
ヵ
年
と
い
う
超
長
期
に
つ
い
て
は
、
相
対
輸
入
価
格
変
動
の
影
響
が
あ
る
に
し
て
も
そ
れ
に
対
す
る
適
応
自
体
が

そ
の
よ
う
な
超
長
期
の
間
に
は
行
わ
れ
つ
く
し
て
、
実
質
輸
入
依
存
度
と
し
て
予
測
さ
れ
た
も
の
が
強
く
貫
徹
す
る
と
見
て
よ
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
わ
れ
わ
れ
の
得
た
輸
入
依
存
度
予
測
値
と
、
別
に
建
て
ら
れ
た
国
民
所
得
成
長
展
望
と
に
基
づ
い
て
、
輸
入
総
額
の
展
望
を
要
約
す
る

と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
A
案
は
国
民
所
得
成
長
率
が
前
期
（
一
九
五
八
－
七
〇
年
）
七
・
二
八
％
（
五
八
年
基
準
。
五
六
1



表括　　　　　　　　　第二表　総

A　想定成長率　1958年基準

通　　算
1958～80

後　　期
1970～80

前　　期
1958～70

6．24（6。1）％

　　　　7．18

5％
5

7，28（7）％

　　　　903y
M

限上A

5．78％

6．71

4％
4

7，28（7）％

　　　　9，03
B中間y
　　　κ

5．19（5，1）％

　　　　6．12

4％
4

620（6）％

　　　　7．92
C下限y
　　M

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

ヵッコ内は1956～58年を基準とした場合

B展望額
19801970

CBACBA

1958

252，259

307ン633

　40，361
（112ユ1）

　　16．0％

13．12％

285011

　　45，602

（126，67）

　　16．0％

313，632

382，478

　　50，181

（139，39）

　　16．0％

13ユ2％

170，417

207，826

27，267

（75．74）

16，0％

13，12％

192．543

　30，807
（85．575）

　　16．0％

192，543

234，808

　30，807
（85．575）

　16．0％

13．12％

　　　　　　　　億円

y　　　　　82ン877
（56～58＝79，898）

σ1▽P　　IO2，917

M　　　　　10，919
　　（30．33億ドル）

M／｝7　　132％

M／θ1▽P　lo，61％

五
八
年
平
均
を
基
準
に
す
る
と
七
％
）
、
後
期

五
％
と
想
定
す
る
上
限
で
あ
り
、
C
案
は
六
・

二
〇
％
と
四
％
と
す
る
下
限
で
あ
り
、
B
案
は

そ
の
中
間
で
七
・
二
八
％
と
四
％
を
想
定
す
る

も
の
で
あ
る
o
（
第
二
表
A
参
照
）

　
輸
入
総
額
の
展
望
は
輸
入
依
存
度
を
手
が
か

り
と
し
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

一
九
七
〇
ー
八
○
年
は
一
六
％
の
水
準
に
ほ
ぽ

安
定
的
に
保
た
れ
る
も
の
と
予
測
す
る
と
、
B

表
の
よ
う
な
輸
入
総
額
の
展
望
が
得
ら
れ
る
。

輸
出
や
貿
易
外
の
展
望
を
総
合
す
る
と
、
若
干

の
対
外
投
資
余
力
を
含
む
国
際
収
支
均
衡
を
保

つ
た
め
に
は
、
B
案
が
い
ち
ば
ん
妥
当
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
の
B
案
に
よ
る
輸
入
額
は
一
九
七

〇
年
に
八
五
億
ド
ル
（
基
準
年
一
九
五
八
年
比

倍
率
二
．
八
二
）
、
一
九
八
○
年
に
一
二
七
億
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

ル
（
倍
率
四
二
八
）
の
水
準
に
達
す
る
。
一
九
八
○
年
の
輸
入
額
は
A
案
な
ら
ば
、
一
四
〇
億
ド
ル
に
達
し
い
さ
さ
か
過
大
で
あ
り
、
C

案
な
ら
ば
一
一
二
億
ド
ル
で
若
干
過
小
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
各
展
望
案
に
よ
る
輸
入
の
成
長
率
は
第
二
表
A
に
付
記
し
て
あ

る
。
ふ
た
た
び
B
案
に
つ
い
て
い
え
ば
、
輸
入
の
成
長
率
は
、
前
期
で
は
九
％
で
国
民
所
得
（
七
・
二
八
％
）
よ
り
高
い
率
で
あ
る
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

期
で
は
国
民
所
得
と
同
率
の
四
％
で
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
本
稿
は
拙
稿
「
日
本
の
経
済
発
展
と
貿
易
依
存
度
」
並
に
「
経
済
発
展
と
貿
易
利
益
」
（
と
も
に
小
島
清
著
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
一
九

　
　
五
八
年
、
所
収
）
の
再
検
討
と
拡
充
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
旧
稿
以
降
、
『
消
費
と
そ
の
輸
入
依
存
度
』
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ

　
　
第
三
号
、
一
九
五
九
年
八
月
、
通
産
省
『
産
業
白
書
』
一
九
五
九
年
一
〇
月
な
ど
の
興
味
あ
る
分
析
が
発
表
さ
れ
た
が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
と
は
独
立

　
　
の
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
輸
入
依
存
度
は
低
下
傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
と
結
論
さ
れ
て
い
る
が
、
（
a
）
い
つ
に
く
ら
ぺ
て
低
下
す
る

　
　
の
か
1
経
済
研
究
所
の
は
輸
入
依
存
度
の
高
か
っ
た
一
九
五
五
、
五
六
、
五
七
年
を
基
準
に
し
て
い
る
ー
、
（
b
）
ど
れ
位
の
期
間
の
将
来
を

　
　
見
通
し
に
い
れ
て
い
る
の
か
ー
同
じ
く
研
究
所
の
は
五
ヵ
年
位
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ー
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
本
稿
と
比

　
　
べ
る
と
き
、
正
確
化
を
必
要
と
す
る
。
産
業
白
書
も
短
期
分
析
の
性
格
を
も
つ
。
短
期
分
析
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
優
れ
た
研
究
が

　
　
発
表
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
統
「
輸
入
需
要
と
モ
デ
ル
分
析
」
経
済
評
論
、
一
九
五
七
・
五
。
篠
原
三
代
平
「
日
本
経
済
に
お
け
る
在
庫
循
環
の
重
要

　
　
性
」
世
羅
済
』
九
五
八
先
・
同
「
在
庫
論
争
、
経
蔑
長
論
争
の
麗
点
」
．
理
論
経
済
学
、
一
九
五
九
・
六
．
宍
戸
寿
雄
『
応
用
奮
学
』

　
　
一
九
五
九
、
第
五
章
、
富
士
銀
行
調
査
時
報
、
一
九
五
九
・
三
、
一
九
五
九
・
一
一
。
海
老
沢
道
進
「
経
済
成
長
と
国
際
収
支
－
最
近
の
わ
が
国

　
　
に
お
け
る
経
験
1
」
経
済
研
究
、
一
九
五
八
・
四
。
小
島
清
「
景
気
変
動
と
貿
易
政
策
」
高
橋
長
太
郎
編
『
景
気
変
動
』
一
九
五
九
．
馬
揚
啓
之

　
　
助
『
貿
易
』
一
九
五
九
、
第
七
章
、
わ
た
く
し
も
今
後
究
明
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
本
稿
は
「
二
〇
ヵ
年
展
望
作
業
」
を
基
礎
に
お
い
て
い
る
、
そ
の
後
「
所
得
倍
増
計
画
」
が
発
表
さ
れ
た
の
で
、
若
干
の
修
正
を
必
要
と
す
る



よ
う
に
な
ウ
た
が
、
そ
の
吟
味
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

存
度
を
一
六
・
七
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
倍
増
計
画
で
は
輸
入
の
品
目
別
積
上
げ
予
測
に
よ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
の
輸
入
依

　
　
　
　
　
　
　
二
　
国
民
所
得
・
輸
入
の
成
長
ト
レ
ン
ド

　
輸
入
依
存
度
予
測
の
第
一
の
方
法
を
検
討
し
よ
う
。
一
般
に
封
建
的
停
滞
段
階
を
脱
皮
し
た
発
展
的
国
民
経
済
に
お
い
て
は
、
人
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

増
加
と
同
様
に
、
国
民
所
得
も
輸
入
も
、
い
わ
ゆ
る
・
ヂ
ス
チ
ッ
ク
・
カ
ー
ブ
つ
ま
り
S
型
曲
線
を
画
い
て
成
長
す
る
傾
向
が
あ
る
。
成

長
率
が
き
わ
め
て
高
い
α
期
、
成
長
率
が
漸
減
す
る
β
期
、
お
よ
ぴ
成
長
率
が
ほ
ぽ
一
定
不
変
の
値
に
収
劔
す
る
7
期
に
わ
か
れ
る
。
た

だ
し
α
期
は
細
別
す
る
と
、
成
長
率
が
漸
増
し
て
最
高
（
曲
線
の
轡
曲
点
）
に
達
す
る
前
期
（
衡
期
）
と
、
最
高
点
を
通
過
し
て
成
長
率
が

漸
減
し
始
め
る
後
期
（
碗
期
）
と
に
分
か
れ
る
。

　
日
本
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
S
曲
線
的
成
長
法
則
が
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
図
を
見
よ
う
。
図
に
お
い
て
実
線
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
示
す
期
間
に
お
い
て
国
民
所
得
や
輸
入
が
一
定
の
年
成
長
率
で
規
則
的
に
伸
び
た
状
況
を
示
し
、
細
い
点
線
の
示
す
期
間
は
構
造
変
動

期
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
不
規
則
な
変
動
が
ひ
き
起
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
八
八
八
ー
一
九
〇
一
年
を
衡
期
、
一
九
〇
六
1
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

年
を
碗
期
と
み
、
一
九
三
一
－
三
六
年
に
は
β
期
に
移
行
し
た
と
み
た
い
。
そ
う
す
る
と
国
民
所
得
の
成
長
率
は
の
期
以
前
の
五
・
四
二
％

か
ら
偽
期
に
五
・
五
六
％
と
い
う
最
高
に
達
し
、
碗
期
に
四
・
三
七
％
に
や
や
低
下
し
、
β
期
に
移
っ
て
三
・
二
三
％
に
か
な
り
低
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
き
れ
い
な
S
曲
線
だ
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
他
方
輸
入
の
成
長
率
は
、
醐
期
以
前
の
○
・
六
八
％
と
い
う
低
率
か

ら
の
期
に
九
・
四
〇
％
と
い
う
最
高
に
転
じ
た
。
こ
こ
に
日
本
経
済
の
産
業
革
命
と
い
う
構
造
変
動
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



『い

一い

う
．る

0

し
が
し
碗
期
に
な
る
と
五
・
七
八
％
に
低
ま
り
、
β
期
に
は
三
・
四
九
％
へ
更
に
低
下
し
て
い
る
。

れ
も
か
な
り
き
れ
い
な
S
曲
線
だ
と
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
国
民
所
得
も
輸
入
も
と
も
に
S
曲
線
を
画
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
方
へ
の
ふ
く

ら
み
方
は
、
の
、
伽
期
で
は
輸
入
曲
線
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。
だ
か
ら
輸
入
依
存
度
が
急
激
に
上
昇
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
に
、

β
期
（
一
九
一
三
－
三
六
年
）
に
お
い
て
、
所
得
の
成
長
率
は
三
・
二
三
％
、
輸
入
の
そ
れ
は
三
．
四
九
％
で
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ

う
い
う
両
成
長
率
の
接
近
は
す
で
に
の
．
期
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
衡
期
で
は
五
・
五
六
％
と
九
．
四
〇
％
と
で
大
き
く
開
い
て
い
た
の
が
、

碗
期
の
後
半
た
る
一
九
二
一
ー
二
九
年
で
は
四
・
三
七
％
と
四
・
六
七
％
と
に
接
近
し
た
）
。
両
成
長
率
の
接
近
と
い
う
傾
向
は
、
経
済
発

展
の
初
期
に
お
い
て
は
著
し
く
大
き
く
外
国
資
源
に
依
存
す
る
と
い
う
内
外
資
源
利
用
方
法
か
ら
出
発
し
た
経
済
が
、
長
い
世
紀
的
発
展

に
お
い
て
・
国
内
資
源
を
開
発
し
適
応
さ
せ
、
次
第
に
最
適
な
コ
ン
ス
タ
ン
ド
な
輸
入
依
存
度
、
つ
ま
り
内
外
資
源
の
最
適
利
用
状
態
に

へ近
づ
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
法
則
を
将
来
予
測
の
一
つ
の
基
礎
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
或
る
経
済
発

展
段
階
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
γ
期
に
達
す
る
と
、
国
民
所
得
も
輸
入
も
同
一
の
ほ
ぼ
一
定
不
変
の
率
で
成
長
す
る
よ
う
に
な
り
、
従
っ
て

ほ
ぼ
一
定
不
変
な
最
適
超
長
期
輸
入
依
存
度
に
到
達
す
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

　
不
幸
に
し
て
戦
争
の
た
め
右
の
法
則
は
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
β
期
と
い
う
の
は
一
九
三
一
－
三
六
年
と
い
う
短
い
期
間
し
か
実
際

に
観
測
で
き
な
い
。
戦
後
は
β
期
に
属
す
る
わ
け
だ
が
、
国
民
所
得
と
輸
入
の
低
い
水
準
へ
の
陥
没
と
そ
の
回
復
過
程
に
あ
る
た
め
、
実

測
で
き
て
も
β
期
の
正
常
な
姿
だ
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
回
復
過
程
を
終
え
て
や
が
て
7
期
に
到
達
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
こ
で

第
一
に
、
や
が
て
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
7
期
の
正
常
な
姿
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
画
い
て
見
る
こ
と
、
第
二
に
戦
後
回
復
が
こ
の
γ

期
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
プ
・
セ
ス
を
経
て
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
図
を
見
よ
う
。
こ
の
図
に
は
一
方
、
一
九
三
四
ー
三
六
年
の
国
民
所
得
と
輸
入
と
を
一
九
五
八
年
価
格
に
換
算
し
た
も
の
を
基
準

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



（億円）第三表　戦前からの延長

　1934－36

1958年価格）

1970 1980

α）　4％ （ロ）35％ （イ）　4％ （ロ〉35％

r
躍
切
r

52，706

1，084

1．0％

207，983

3，739

LO％

175，701

6，950

1．0％

307ン865

7，744

LO％

247，843

2，121

1．0％

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ハ

　
　
　
　
　
　
と
し
、
こ
の
戦
前
基
準
状
態
か
ら
四
％
と
三
・
五
％
で
成
長
し
た
揚
合
に
一
九
七
〇
年
と
か
一
九
八
○
年

　
　
　
　
　
　
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
水
準
が
画
か
れ
て
い
る
。
四
・
0
％
ラ
イ
ン
及
び
三
・
五
％
ラ
イ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
実
数
は
第
三
表
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
既
掲
第
二
表
と
比
較
さ
れ
た
い
。
他
方
わ
れ
わ
れ
の
展

　
　
　
　
　
　
望
A
、
B
、
c
三
案
が
太
い
実
線
で
画
か
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
展
望
を
逆
算
す
る
と
、
一
九
八
O
年

　
　
　
　
　
　
の
国
民
所
得
は
戦
前
基
準
で
A
案
は
四
・
〇
二
％
、
B
案
は
三
・
八
二
％
、
C
案
は
三
・
五
四
％
の
年
率
で
成

　
　
　
　
　
　
長
す
れ
ば
到
達
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
戦
前
か
ら
四
％
な
い
し
三
・
五
％
の

　
　
　
　
　
　
成
長
率
を
保
っ
て
一
九
八
O
年
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
国
民
所
得
の
水
準
が
わ
れ
わ
れ
の
展
望
と
符
合
す

　
　
　
　
　
　
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
一
－
三
六
年
の
成
長
率
が
世
界
恐
慌
の
た
め
に
や
や
過
小

　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
て
第
三
図
を
第
二
図
に
接
続
し
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
世
紀
的
S

　
　
　
　
　
　
型
曲
線
に
沿
っ
て
き
れ
い
に
成
長
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
は
輸
入
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
戦
争
を
契
機
に
し
て
輸
入
依
存
度

　
　
　
　
　
　
が
、
戦
前
（
一
九
三
四
－
三
六
年
）
の
二
一
％
か
ら
一
九
七
〇
1
八
○
年
に
一
六
％
へ
、
五
％
が
た
の
構

　
　
　
　
　
　
造
変
動
的
低
下
を
来
し
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
理
由
が
あ
ろ
う
が
重
要
な
も
の
は
二
つ
あ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
一
は
、
食
糧
輸
入
依
存
度
の
大
巾
な
低
下
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
知
の
通
り
農
業
生
産
力
の
向
上
、
外
地
の

　
　
　
　
　
　
喪
失
、
食
生
活
の
変
化
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で
全
輸
入
依
存
度
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
い
ち
ぱ
ん
大

　
　
　
　
「
　
き
な
構
造
変
動
的
変
化
で
あ
る
。
鮮
台
米
の
大
量
移
入
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
一
九
二
二
－
三
七
年



平
均
の
食
糧
輸
入
依
存
度
（
瀞
薗
蔀
＞
小
圖
湘
剖
論
）
は
五
・
七
％
で
あ
り
、
戦
後
一
九
五
一
ー
五
八
年
平
均
は
三
・
七
％
に
ま
で
低
下
し

た
。
両
者
の
差
額
の
二
％
を
食
糧
輸
入
依
存
度
の
構
造
変
動
値
だ
と
み
た
い
。
第
二
に
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
は
重
化
学
工
業
化
に
伴
う
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

入
依
存
度
の
構
造
変
動
的
低
下
で
あ
る
。
こ
れ
を
約
三
％
と
見
積
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
図
の
輸
入
（
M
）
に
は
、
ま
ず
戦
前
か
ら
延
長
し
た
四
・
O
％
ラ
イ
ン
と
三
・
五
％
ラ
イ
ン
が
画
か
れ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
の
s

点
が
四
・
O
％
ラ
イ
ン
よ
り
も
輸
入
依
存
度
に
し
て
五
％
低
い
輸
入
額
を
あ
ら
わ
す
。
s
点
か
ら
四
％
ラ
イ
ン
と
平
行
に
引
い
た
破
線
が

八
○
年
に
B
点
に
到
達
す
る
。
こ
の
B
点
は
わ
れ
わ
れ
の
展
望
B
案
に
よ
る
八
0
年
の
輸
入
額
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
わ
れ
わ
れ
の
展
望
は
戦
前
か
ら
四
％
な
い
し
三
・
五
％
の
成
長
率
を
持
続
し
た
な
ら
ば
一
九
八
O
年
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
姿
を

画
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
に
輸
入
依
存
度
は
五
％
と
い
う
構
造
変
動
的
低
下
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
戦
後
に
お
け
る
現
在
（
一
九
五
八
年
）
ま
で
の
動
き
は
、
国
民
所
得
も
輸
入
も
上
述
の
世
紀
的
成
長
線
に
沿
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
第
三
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
著
し
く
低
い
水
準
に
陥
込
ん
だ
も
の
が
急
速
な
率
で
回
復
・
発
展
し
つ
つ

あ
る
。
一
九
五
〇
ー
五
一
年
頃
に
第
一
回
の
成
長
率
の
屈
折
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
一
九
五
一
i
五
六
年
の
期
間
で
は
、
国
民
所
得
は

七
・
三
％
、
輸
入
は
約
二
倍
の
一
四
・
四
％
と
い
う
高
率
で
成
長
し
て
き
た
。
こ
こ
で
お
そ
ら
く
一
九
五
七
1
五
八
年
を
境
に
し
て
第
二
回

の
成
長
率
屈
折
が
生
じ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
低
い
成
長
率
で
成
．
長
し
、
や
が
て
わ
れ
わ
れ
が
仮
想
し
た
世
紀
的
成
長
線
に
到
達
す
る
で
あ

ろ
う
ー
そ
れ
が
い
つ
で
あ
る
か
は
も
と
よ
り
確
定
的
に
予
言
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
一
九
七
〇
年
頃
で
あ
る
と
し
よ
う
。
こ
こ
で
第
三

回
の
成
長
率
の
屈
折
が
生
じ
、
そ
れ
以
後
一
九
八
○
年
ま
で
は
世
紀
線
に
沿
っ
て
成
長
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
展
望
B
案
に
よ
れ
ば
一
九

五
八
ー
七
〇
年
の
間
は
、
国
民
所
得
は
七
・
二
八
％
、
輸
入
は
そ
れ
よ
り
も
高
い
九
・
〇
三
％
の
率
で
成
長
す
れ
ぱ
世
紀
的
成
長
線
に
到
達

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
、
r
歩
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
　
　
　
、



第四表　国民所得と輸入の成長トレンド

1
2
3a
b
c
d

4
4
4
　
4

4
45

期 間

1878～1886

1888～1901

1906～1929

1931～1936

1951～1956

1958～1970
上限・中間

1958～1970
下限

1934－36～1970
　上限・下限

1934－36～1970
　下限

1970～1980

年成長率

y

4
8
0

6
5
5

％

3，23
7
，
3

7．28

620

3．77

3．41

上　限
中下限 0
0

5
△
，

M
　960
．
8

8
，
4

5
．
3

3，49

14．4

9，03

7．92

2．96

261

0
0

く
》
4

　　五f／7

（期間平均）

6
．
5

11、1

20．2

％

18．9

12，4

14．63

14．62

18．0

18．0

｝・6・・

∠躍／4r

　　％1
．
7

17，8

26，6

20．4

24．2

18．14

18，67

1410

13，75

16，0

ε

｛）．263

1．604

1．317

1，079

1．94S

1．24

1，28

0，785

0765

1
．
0

参 考

A
上
限

（イ）　1958～1970

（ロ）　1970～1980

ρg　　1958～1980

B
中
間

（イ）1958～1970

（ロ）　1970～1980

ρ・）　1958～1980

C
下
限

（イ）1958～1970

（ロ）1970～1980

の1958～1980

7．28
5
，
0

6，24

7．28

4．0

5．78

6．20

4．0

5．19

9．03
5
．
0

7．18

9．03

4．0

6．71

7．92

4．0

6，12

14．63

16，0

14．8

14．63

16，0

14．8

14．62

16．0

14．7

18．14

160

17．01

18．41

16，0

17。16

18．67

16．0

17，38

1，24
1
．
0

1．15

1，24
1
．
0

1．16

1，28
1
．
0

1．18

橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
5

七
Q



し
、
そ
れ
以
後
七
〇
i
八
0
年
の
間
は
両
者
と
も
四
％
の
率
で
成
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
第
四
表
参
考
欄
参
照
）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
戦
後
経
済
回
復
と
発
展
の
コ
ー
ス
が
一
応
画
け
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
か
か
っ
て
、

戦
争
で
失
っ
た
も
の
を
急
速
に
と
り
返
し
、
戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
成
長
を
続
け
た
で
あ
ろ
う
世
紀
的
成
長
線
に
戻
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
戦
争
と
回
復
と
い
う
無
駄
な
廻
り
道
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
頃
に
到
達
す
る
状
況
は
世
紀
的
成
長
の
7

期
で
あ
る
の
で
、
国
民
所
得
も
輸
入
も
平
行
に
伸
ぴ
輸
入
依
存
度
は
ほ
ぼ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
一
六
％
の
水
準
を
保
ち
続
け
る
で
あ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
な
ぜ
S
型
変
化
が
生
ず
る
か
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
第
六
節
「
最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論
」
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
2
）
　
成
長
率
は
健
”
息
“
従
っ
て
一
粛
璽
H
一
品
9
＋
＝
o
σ
q
轡
な
る
式
を
あ
て
は
め
て
算
出
し
た
、
こ
の
計
算
に
つ
き
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
の
方

　
　
方
の
助
力
を
得
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
（
3
）
　
ロ
ス
ト
ウ
理
論
と
の
対
比
が
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
新
理
論
の
検
討
が
す
む
ま
で
し
ば
ら
く
延
期
し
た
い
。
し
か
し
お
そ
ら
く
わ
れ

　
　
わ
れ
の
α
期
、
β
期
、
7
期
は
そ
れ
ぞ
れ
・
ス
ト
ウ
の
飛
躍
段
階
、
成
熟
期
、
大
衆
的
大
量
消
費
の
段
階
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
O
い
≦
・
≦
・

　
　
勾
o
曾
o
き
↓
ぎ
o
o
欝
Q
雰
蔓
肉
8
3
0
ミ
＆
q
き
ミ
罫
｝
一
〇
＄
甲

　
（
4
）
　
重
化
学
工
業
化
に
基
づ
く
構
造
変
動
的
輸
入
依
存
度
低
下
を
三
％
と
見
積
る
こ
と
は
過
小
評
価
だ
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ

　
　
は
戦
後
を
一
九
三
四
－
三
六
年
水
準
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
重
化
学
工
業
化
を
急
速
に
行
っ
た
［
九
三
一
ー
三
六
年
平

　
　
均
の
輸
入
依
存
度
ニ
マ
○
％
自
体
が
、
そ
れ
に
先
だ
つ
一
九
二
一
；
二
九
年
平
均
の
二
三
二
％
に
比
べ
る
と
二
二
％
の
構
造
変
動
的
輸
入
依
存

　
　
度
低
下
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

七
一



一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
一
」

七
二

　
　
　
　
　
　
　
三
　
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化

　
特
化
コ
ー
ス

　
国
民
所
得
と
輸
入
と
の
平
均
的
関
係
（
い
わ
ゆ
る
輸
入
依
存
度
）
や
限
界
的
関
係
（
限
界
輸
入
性
向
）
を
、
咋
年
と
今
年
と
い
う
よ
う

に
短
期
に
つ
い
て
し
ら
べ
る
と
極
め
て
不
規
則
で
あ
り
、
限
界
輸
入
性
向
が
負
に
な
っ
た
り
し
て
、
有
意
義
な
分
析
は
困
難
で
あ
る
。
輸

入
が
国
民
所
得
の
函
数
と
し
て
動
く
こ
と
を
見
出
す
た
め
に
は
少
な
く
と
も
数
ヵ
年
以
上
に
わ
た
る
相
関
々
係
を
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
長
期
輸
入
函
数
と
名
づ
け
よ
う
。
そ
こ
で
は
そ
の
期
間
に
つ
い
て
支
配
的
な
一
定
の
限
界
輸
入
性
向
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
が

輸
入
依
存
度
の
動
き
方
を
規
制
す
る
。
さ
ら
に
二
っ
位
の
長
期
輸
入
函
数
を
貫
く
（
大
体
二
〇
年
位
に
わ
た
る
）
超
長
期
輸
入
函
数
が
見

出
さ
れ
る
。
し
か
も
つ
ぎ
つ
ぎ
の
超
長
期
輸
入
函
数
が
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
い
わ
ば
世
紀
的
変
化
を
経
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
わ
た
く
し
が
旧
稿
で
試
み
た
の
は
先
の
分
類
に
よ
る
長
期
輸
入
函
数
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
分
析
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
超
長
期
輸
入

函
数
の
算
出
、
そ
の
世
紀
的
変
化
法
則
の
発
見
、
そ
の
法
則
を
基
礎
に
す
る
予
測
が
中
心
問
題
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
先
ず
α
期
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
五
表
に
計
算
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
一
八
七
四
－
一
八
八
六
年
は
わ
れ
わ
れ
の
α
期
以
前

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
特
産
品
輸
出
時
代
で
あ
る
。
第
二
以
下
が
わ
れ
わ
れ
の
分
析
の
対
象
で
あ
る
。
そ
こ
で
ね
、
％
と
か
、
ね
、
施
と
い
う
の
が
長
期
輸
入

函
数
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
長
期
輸
入
函
数
を
貫
く
も
の
が
2
や
3
の
超
長
期
輸
入
函
数
で
あ
る
。
2
の
一
八
八
八
i
一
九
〇
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ん
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

が
角
期
で
あ
り
日
本
の
産
業
革
命
時
代
と
い
え
よ
う
し
、
3
の
一
九
〇
六
－
二
九
年
が
o
勉
期
で
あ
り
繊
維
品
輸
出
時
代
と
特
徴
づ
け
え
よ



第五表　戦前輸入函数

1 11878～1886 1M；0017y十53．5 1R＝0737
1888～1901　　1　ハf；0．178y－133．9　1　1彦＝09212

2a　　　1888へ・1894　　　乃f＝0075］『十29．3　　　　E罵0909

2b　　　1897～1901　　　ハf＝0，098y十923　　　R＝0．681

31、906～、9291匹。，266r＿293，3rR＿0．967

z曜＝0．154y十109．9　　　“R＝0．865

∠M＝0．1go　yF 272．7　　　　E＝0．944

1906～1919

1921～1929
ね
施

4　　1　1931～1936　　　ハf＝0．204r－159．2　t　∫～＝0．965

註　1913年価格実賃額（単位百万円）

依
存
度
の
大
巾
な
上
昇
を
間
に
は
さ
ん
で
い
る
の
で
、

四
図
に
示
す
よ
う
に
期
間
平
均
の
輸
入
依
存
度
は
、

品
輸
出
時
代
の
二
〇
・
二
％
（
最
高
は
一
九
二
四
年
の
二
五
・
二
％
）

　
　
　
　
　
経
済
成
畏
と
最
適
輸
入
依
存
度

》
つ
o

　
こ
こ
で
（
イ
）
各
々
二
つ
の
長
期
函
数
よ
り
も
そ
れ
ら
を
貫
く
超
長
期
函
数
の
方
が

相
関
係
数
（
丑
）
が
は
る
か
に
高
い
こ
と
、
（
・
）
各
長
期
函
数
の
切
辺
は
プ
ラ
ス
で

あ
る
の
に
、
超
長
期
函
数
で
は
切
辺
が
マ
イ
ナ
ス
に
変
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た

い
。
切
辺
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
時
に
は
、
検
出
さ
れ
た
限
界
輸
入
性
向
が
年
汝
の
輸
入

依
存
度
の
動
く
最
高
限
度
を
画
し
、
輸
入
依
存
度
は
期
首
の
低
い
値
か
ら
漸
増
し
て
限

界
輸
入
性
向
に
次
第
に
近
づ
捷
易
）
て
輸
入
の
所
得
弾
力
性
・
H
験
乖
は

一
よ
り
大
き
い
と
い
う
規
則
性
を
も
つ
。
（
イ
）
、
（
・
）
の
二
つ
の
事
実
は
、
超
長
期
輸

入
函
数
の
方
が
本
稿
の
目
的
の
た
め
に
は
ベ
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

　
だ
が
こ
こ
で
一
層
重
要
な
こ
と
は
、
限
界
輸
入
性
向
が
特
産
品
輸
出
時
代
の
○
・
〇

一
七
と
い
う
極
度
に
低
い
値
か
ら
、
産
業
革
命
時
代
に
は
〇
二
七
八
に
、
さ
ら
に
繊
維

品
輸
出
時
代
に
は
○
・
二
六
六
に
ま
で
急
激
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
一

八
八
六
－
八
八
年
と
、
一
九
〇
一
－
六
年
と
い
う
二
つ
の
構
造
変
動
期
に
お
け
る
輸
入

　
　
こ
の
全
期
間
に
わ
た
る
輸
入
依
存
度
の
急
上
昇
は
誠
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
第

　
特
産
品
輸
出
時
代
の
六
・
五
％
か
ら
産
業
革
命
時
代
の
二
二
％
に
、
さ
ら
に
繊
維

　
　
　
　
　
　
　
へ
急
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
節
の
分
析
か
ら
も
十
分
に
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第四図　輸入依存度（期間平均M／r）
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研
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研
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幽
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七
四

測
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
八
六
－
一
九
二
九
年
の
期
間
は
、
輸
入

依
存
度
（
平
均
輸
入
性
向
）
で
み
る
に
し
ろ
、
限
界
輸
入
性
向
で
見
る
に
し
ろ
、

輸
入
函
数
の
急
激
な
上
昇
シ
フ
ト
期
で
あ
る
。
こ
れ
を
世
紀
的
輸
入
函
数
の
α
型

変
化
期
と
呼
ぴ
た
い
。
そ
う
な
っ
た
の
は
繊
維
晶
輸
出
を
中
心
に
国
際
特
化
を
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
は
か
っ
た
、
つ
ま
り
特
化
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
戦
後
の
輸
入
函
数

　
第
五
表
4
の
一
九
三
一
－
三
六
年
は
β
期
の
超
長
期
輸
入
函
数
を
構
成
す
る
一

つ
の
長
期
函
数
だ
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
さ
き
の
一
八
八
八
－
一
九
〇
一

年
の
産
業
革
命
時
代
が
α
期
（
特
化
コ
ー
ス
）
の
前
期
を
な
し
た
の
と
類
似
し
て
、

こ
の
一
九
一
一
二
－
三
六
年
は
β
期
の
前
期
を
形
づ
く
る
。
β
期
は
全
体
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

次
の
7
期
た
る
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
期
で
あ
り
簡
単
に
重
工
業
化
期
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
一
九
一
一
二
－
三
六
年
の
限
界
輸
入
性
向
が
○
・
二
〇
四
と
な
り
、
特
化
コ
ー
ス
に
お
い
て
急
速
に
漸
増
し
た
傾

向
が
一
転
し
て
減
少
に
変
っ
た
（
前
の
一
九
〇
六
－
二
九
年
の
O
・
二
六
六
か
ら
○
・
二
〇
四
へ
）
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
重
化
学
工
業
化

の
急
速
な
進
展
は
輸
入
性
向
（
平
均
、
限
界
と
も
に
）
を
漸
減
さ
せ
る
力
を
も
つ
。
従
っ
て
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
期
で
は
輸
入
函



数
が
漸
落
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化
に
お
け
る
β
型
と
名
づ
け
た
い
。

　
不
幸
に
し
て
戦
争
に
よ
る
中
断
の
た
め
、
戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
と
い
う
、
正
常
な
輸
入
依
存
度
の
変
化
は
現
実
の
デ
ー
タ
か
ら
は

検
出
で
き
な
い
。
し
か
し
第
四
図
を
見
よ
う
。
輸
入
依
存
度
が
繊
維
品
輸
出
時
代
（
一
九
〇
六
－
二
九
年
）
平
均
の
二
〇
・
二
％
（
最
高

二
五
・
二
％
）
か
ら
、
重
工
業
化
前
期
（
そ
れ
は
一
九
三
一
ー
三
六
年
で
代
表
さ
れ
る
が
、
戦
争
が
な
け
れ
ば
も
う
少
し
長
く
続
い
た
で

あ
ろ
う
）
の
一
八
・
九
％
へ
第
一
回
の
低
下
を
経
験
し
、
さ
ら
に
仮
想
さ
れ
る
重
工
業
化
後
期
に
お
い
て
も
う
一
、
二
段
低
下
し
、
わ
れ
わ

れ
の
予
測
す
る
7
期
の
一
六
・
○
％
へ
接
続
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
九
三
〇
ー
七
〇
年
は
輸
入
依
存
度
が
な
だ
ら
か
に

漸
減
す
る
β
期
で
あ
っ
た
筈
だ
と
解
し
た
い
。
そ
れ
は
そ
れ
以
前
の
繊
維
品
輸
出
に
偏
し
た
過
大
な
特
化
コ
ー
ス
か
ら
転
じ
て
、
農
業
、

繊
維
工
業
、
重
化
学
工
業
の
均
衡
の
と
れ
た
成
長
へ
移
行
す
べ
く
、
急
速
な
重
化
学
工
業
化
を
進
め
た
転
換
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
四
図
の
戦
後
輸
入
依
存
度
が
戦
前
と
い
か
に
連
結
で
き
る
か
を
詳
し
く
画
い
た
も
の
が
既
掲
第
一
図
で
あ
っ
た
。
第
一
図
に
つ
い
て

吟
味
し
た
の
と
同
様
な
検
討
を
輸
入
函
数
の
観
点
か
ら
試
み
て
み
よ
う
。
第
六
表
に
戦
後
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
輸
入
函
数
が
算
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
図
示
し
た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。
ま
た
将
来
予
測
の
全
貌
を
と
り
入
れ
た
の
が
第
六
図
で
あ
る
。

　
第
五
図
に
よ
っ
て
五
七
年
の
輸
入
が
著
し
く
過
大
で
あ
る
こ
と
と
、
金
融
引
締
め
に
よ
っ
て
五
八
年
に
大
巾
に
引
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が

眼
に
つ
く
。
五
七
年
の
輸
入
急
増
は
明
ら
か
に
異
常
で
あ
っ
た
と
見
う
る
。
五
七
年
を
除
く
と
し
て
も
、
戦
後
輸
入
函
数
は
大
き
な
特
徴

を
も
っ
て
い
る
。
第
六
表
の
い
ず
れ
の
輸
入
函
数
（
但
し
f
は
除
く
）
を
採
っ
て
も
、
限
界
輸
入
性
向
が
輸
入
依
存
度
を
大
き
く
上
回
り
、

所
得
弾
力
性
が
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
一
－
五
六
・
五
八
年
函
数
で
さ
え
、
限
界
は
〇
二
九
三
、
輸
入
依
存
度
は
〇
二
二

五
で
あ
る
た
め
、
所
得
弾
力
性
は
丁
五
三
六
に
達
し
て
い
る
。
一
八
八
八
－
一
九
〇
一
年
の
産
業
革
命
期
の
輸
入
函
数
に
類
似
し
、
そ

　
　
　
　
　
経
濱
成
長
と
最
適
軸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



第六表　戦後及び予測輸入函数

A 戦後輸入 函数 相関係数 期間平均
入依存度

期間所得
力性

　　　　　56a．1951～一　　　　　〇8

M＝一4．332十〇．195y 0，958 0，125 1，536

b　1951～55 M＝一6．189十〇，224y 0，942 0，119 1，883

c．1951～56 κ＝一7，215十〇．2427 0，974 0，124 1，948

d．1951～57 M＝一9，269＋02771■ 0，980 0，132 2，100

e，1951～58 M＝一6．274＋0，226r 0，940 0，132 1，718

　　　　　56f．1953～　　　　　58

M＝一1．517十〇155y 0，942 0，133 1，166

9、1953～56 五f＝一5．357十〇．215y 0，953 0，133 1，617

h．1953～57 躍＝一9．725十〇．283y 0，969 『0，141 2，013

i．1953～58 躍＝一4，632十〇．205r 0，880 0，138 1，472

B 予測輸入函数

IA　1958～70 上限 忽＝一4，120十〇，1814y 0．1463 1．24

IB　　　” 中間 麗＝一4．120十〇．1814y 01463 1．24

IC　　　” 下限 躍＝一4．550十〇1867y 0．1462 1．28

nA　1970～80 上限 躍＝ 0十〇，16　7 0．16
1
．
0

HB　　　” 中間 躍＝ 0十〇，16　y 0．16 1．0

HC　　　” 下限 躍＝ 0十〇．16　Y 0．16
1
．
0

皿A　1958～80 上限 置＝一3．168十〇17017 0，148 1．15

皿B　　　” 中間 盟＝一3，306十〇．1716y 0，148 1．16

皿C　　　” 下限 置＝一3．482十〇．1738y 0，147 1．18

補外（イ〉1934－36～1956 M＝ 9，118－0．021y 0，173 一〇。120

（・）1 36 970
盟＝ 3、658十〇，1410r 0，180 0，785

（ゴ〉同上， 下限 ど＝ 3837十〇．1375y「 0，180 0，765

橋
大
学
研
究
年
報

経
済
学
研
究

5

註　1958年価格実質額　単位億円

七
六



第五図戦後輸入函数
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一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

れ
と
匹
敵
す
る
程
に
弾
力
性
が
高
い
。
切
辺
が
負
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
限
界
輸
入
性
向
が
た
え
ず
低
い
輸
入
依
存
度
を
引
上
げ
る
よ

う
に
強
く
働
い
て
い
る
。
つ
ま
り
戦
後
の
輸
入
は
制
限
に
よ
っ
て
低
く
抑
圧
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
引
上
げ
よ
う
と
す
る
カ
が

た
え
ず
働
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
所
得
弾
力
性
が
一
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
は
、
経
済
発
展
の
初
期
の
産
業
革
命
期
と
同

様
に
、
内
外
資
源
利
用
が
い
ま
だ
著
し
い
悪
調
整
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。

　
だ
か
ら
今
後
か
な
り
急
速
に
自
由
化
さ
れ
る
と
、
一
九
五
八
－
七
〇
年
の
間
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
（
、
）
輸
入

依
存
度
の
水
準
は
自
由
化
効
果
に
よ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
一
－
五
八
年
平
均
が
一
三
・
二
％
で
あ
っ
た
の
に
比
ぺ
。
一
九
五
八

－
七
〇
年
平
均
は
一
四
・
六
％
に
な
り
、
一
九
七
〇
1
八
O
年
で
は
一
六
％
に
上
昇
す
る
。
し
か
し
（
b
）
限
界
輸
入
性
向
は
、
重
化
学
工

業
化
の
い
っ
そ
う
の
進
行
の
結
果
、
漸
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
限
界
輸
入
性
向
は
一
九
五
一
ー
五
六
．
五
八
年
で
は
一
九
．
三
％
、
五
一
－

五
六
年
で
は
二
四
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
五
八
－
七
〇
年
に
は
一
八
％
程
度
に
、
七
〇
ー
八
○
年
に
は
一
六
％
に
低
下
す
る
で
あ

ろ
う
。
（
c
）
一
方
限
界
輸
入
性
向
は
低
下
し
、
他
方
輸
入
依
存
度
は
漸
増
す
る
の
で
、
両
者
の
合
力
に
よ
っ
て
、
輸
入
の
所
得
弾
力
性
は

一
に
近
づ
き
、
資
源
の
最
適
利
用
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
所
得
弾
力
性
は
一
九
五
一
i
五
六
．
五
八
年
の
一
．
五
三
六
あ
る
い
は

五
一
ー
五
六
年
の
一
・
九
四
八
と
い
う
高
い
値
か
ら
、
一
九
五
八
ー
七
〇
年
に
丁
二
四
な
い
し
一
．
二
八
程
度
に
、
七
〇
1
八
O
年
に
一
．

O
に
低
下
す
る
と
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
世
紀
的
経
済
発
展
に
お
い
て
輸
入
の
所
得
弾
力
性
が
（
第
四
表
の
ε
参
照
）
、
一
八
八
八
－
一
九
〇
一
年
の
一
．
六
〇
四
か
ら
一
九
〇
六

－
二
九
年
の
丁
一
一
二
七
に
低
下
し
、
一
九
三
一
ー
三
六
年
の
丁
〇
七
九
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
一
に
接
近
し
た
こ
と
が
、
内
外
資
源
最
適
利

用
を
達
成
す
る
た
め
の
合
理
的
経
済
成
長
過
程
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
無
貿
易
か
ら
始
重
っ
た
戦
後
は
、
同
様
な
過
程
を
一
九
七
〇
年
迄



の
間
に
繰
返
す
こ
と
に
な
る
と
見
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
結
漏
、
輸
入
依
存
度
は
一
九
五
八
年
の
一
三
・
二
％
（
或
は
五
一
ー
五
八
年
平
均
の
一
三
・
二
％
）
か
ら
漸
増
し
て
一
九
七
〇
年
に
一

六
％
に
達
し
て
安
定
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
・
八
％
の
上
昇
は
自
由
化
効
果
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
ぱ
決
し
て
不
当
に
大
き

い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
五
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
六
％
と
い
う
輸
入
依
存
度
は
既
に
一
九
五
七
年
に
到
達
さ
れ
て
い
る
。

五
一
ー
五
六
年
の
傾
向
が
続
く
と
す
れ
ば
一
六
％
ラ
イ
ン
に
は
一
九
五
九
年
に
、
い
ち
ば
ん
低
い
限
界
輸
入
性
向
（
〇
二
九
三
）
を
も

つ
一
九
五
一
－
五
六
・
五
八
年
の
傾
向
が
続
く
も
の
と
し
て
も
一
九
六
五
年
頃
に
は
一
六
％
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
わ
れ
わ

れ
は
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
低
い
限
界
輸
入
性
向
（
○
⊥
八
）
を
一
九
五
八
－
七
〇
年
に
つ
い
て
予
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
の
よ
う
に
再
考
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
自
由
化
効
果
は
一
回
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
恰
も
一
九
五
八
年
の
輸
入
依
存
度
（
二
干

二
％
）
を
a
、
一
％
、
b
、
丁
五
％
あ
る
い
は
c
、
二
％
だ
け
高
め
る
こ
と
に
等
し
い
と
し
よ
う
。
第
五
図
に
示
し
た
、
a
、
b
、
c
、

三
点
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
a
、
b
、
c
点
と
第
六
図
の
七
〇
年
到
達
点
と
を
結
ぶ
直
線
の
勾
配
つ
ま
り
限
界
輸
入
性
向
は
〇
二
八
よ
り

小
さ
く
〇
二
六
よ
り
や
や
大
き
い
値
を
も
ち
、
戦
後
五
八
年
ま
で
の
そ
れ
に
く
ら
ぺ
極
め
て
小
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
う
か
な
り

小
さ
い
限
界
輸
入
性
向
を
実
質
的
に
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
由
化
効
果
を
織
り
こ
ん
だ
輸
入
依
存
度
が
一

六
％
で
は
過
大
だ
と
は
殆
ん
ど
言
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
重
工
業
化
コ
ー
ス
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ

　
戦
争
な
か
り
せ
ば
と
し
た
と
き
の
重
工
業
化
コ
ー
ス
期
つ
ま
り
β
期
を
貫
ぬ
く
超
長
期
輸
入
函
数
は
ど
ん
な
姿
を
も
つ
筈
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
の
吟
味
が
、
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
β
期
が
続
き
、
そ
こ
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
の
7
期
に
入
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
判
断
の
正
当
性

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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八
O

を
裏
づ
け
て
く
れ
る
。

　
い
ま
戦
前
（
一
九
三
四
ー
三
六
年
）
と
一
九
七
〇
年
と
を
つ
な
げ
ば
第
六
表
B
の
補
外
（
口
）
や
（
ゴ
）
に
示
す
よ
う
に
、
切
辺
が
正
、

限
界
輸
入
性
向
が
O
・
一
四
一
、
輸
入
依
存
度
が
〇
二
八
、
所
得
弾
力
性
が
O
・
七
八
五
1
（
ゴ
）
に
つ
い
て
は
省
く
　
　
と
い
う
、
β

期
の
性
格
に
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
輸
入
函
数
が
得
ら
れ
る
。
β
期
の
超
長
期
輸
入
函
数
は
こ
の
よ
う
に
切
辺
が
正
で
あ
る
た
め
に
限
界

輸
入
性
向
が
輸
入
依
存
度
よ
り
も
低
く
、
前
者
が
規
制
力
と
な
っ
て
輸
入
依
存
度
を
漸
減
さ
せ
て
い
く
、
し
た
が
っ
て
所
得
弾
力
性
は
一

よ
り
小
に
な
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
実
際
に
は
一
九
三
一
ー
三
六
年
に
つ
き
実
証
で
き
る
よ
う
な
長
期
輸
入
函
数
が
二
つ
か
三
つ
次
麦

に
シ
フ
ト
・
ダ
ゥ
ン
し
、
そ
れ
ら
を
貫
ね
た
も
の
と
し
て
β
期
超
長
期
輸
入
函
数
が
求
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
1
戦
争
に
よ
る
中
断
の

た
め
、
こ
の
期
待
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
。

　
だ
が
輸
入
依
存
度
は
現
在
水
準
（
一
九
五
八
年
な
い
し
一
九
五
一
ー
五
八
年
平
均
の
＝
〒
二
％
）
か
ら
上
昇
し
な
い
か
、
む
し
ろ
下

る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
で
は
な
く
一
九
五
六
年
頃
か
ら
す
で
に
輸
入
依
存
度
が
安
定
的
で
あ
る
7
期

に
入
る
と
見
る
こ
と
に
等
し
い
が
、
そ
の
よ
う
に
予
測
す
る
と
著
し
い
不
合
理
に
陥
る
こ
と
が
わ
か
る
。
け
だ
し
第
六
表
B
の
補
外
（
イ
）

に
示
す
よ
テ
に
、
戦
前
と
一
九
五
六
年
と
を
つ
な
い
だ
超
長
期
輸
入
函
数
は
、
限
界
輸
入
性
向
が
マ
イ
ナ
ス
O
・
〇
一
二
、
所
得
弾
力
性

が
マ
イ
ナ
ス
〇
二
二
と
い
う
異
常
な
函
数
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
限
界
輸
入
性
向
は
一
よ
り
小
さ
い
が
負
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

ま
た
所
得
弾
力
性
も
負
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
戦
前
を
一
九
五
六
年
頃
に
つ
な
ぐ
こ
と
の
不
合
理
さ
は
、
輸
入
依
存
度
の
時
間
的

変
化
を
示
し
た
第
四
図
に
お
い
て
は
そ
れ
程
強
く
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
輸
入
依
存
度
を
国
民
所
得
増
大
に
応
ず
る
変
化
と

し
て
画
い
た
第
一
図
に
お
い
て
は
、
い
か
に
も
急
激
な
陥
落
と
し
て
現
わ
れ
、
不
合
理
だ
と
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



　
た
し
か
に
一
九
五
六
年
頃
ま
で
で
国
民
所
得
水
準
の
戦
前
復
帰
は
達
成
さ
れ
た
。
だ
が
戦
前
か
ら
の
正
常
な
世
紀
的
成
長
線
へ
の
復
帰

は
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
が
世
紀
的
成
長
線
へ
の
復
帰
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
を
経
過
し
て
は
じ
め
て
国
民
所

得
と
輸
入
の
平
行
的
成
長
を
み
る
ア
期
に
落
着
く
も
の
と
予
測
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
世
紀
的
輸
入
函
数

　
か
く
し
て
世
紀
的
輸
入
函
数
と
い
う
構
想
に
到
達
す
る
。
す
で
に
第
四
図
に
要
約
し
て
示
し
た
よ
う
に
輸
入
依
存
度
は
お
よ
そ
一
八
八

0
年
代
か
ら
一
九
八
O
年
代
へ
の
一
世
紀
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
山
型
（
た
だ
し
右
の
裾
野
の
方
が
左
よ
り
高
く
水
平
な
）
の
世
紀
的

変
化
を
と
げ
る
。

　
α
期
－
特
化
コ
ー
ス
（
一
八
八
六
－
一
九
二
九
年
）
。
そ
れ
以
前
の
低
い
輸
入
依
存
度
（
平
均
六
・
五
％
）
か
ら
急
速
に
上
昇
し
（
平
均

硝
期
、
一
一
二
％
、
碗
期
、
二
〇
・
二
％
）
、
最
高
（
二
五
・
二
％
）
に
達
し
た
。

　
β
期
ー
重
工
業
化
コ
ー
ス
（
一
九
三
〇
1
一
九
七
〇
年
）
。
こ
こ
で
は
構
造
変
動
的
シ
フ
ト
を
含
め
て
輸
入
依
存
度
は
な
だ
ら
か
に
漸

減
す
る
で
あ
ろ
う
（
一
九
三
四
－
三
六
年
平
均
二
一
％
か
ら
一
九
七
〇
年
を
始
点
と
す
る
均
衡
成
長
コ
ー
ス
に
お
け
る
一
六
％
へ
）
。

　
7
期
－
均
衡
成
長
コ
ー
ス
（
一
九
七
〇
ー
八
○
年
）
。
こ
こ
で
は
小
さ
な
構
造
変
動
と
か
景
気
循
環
的
変
動
は
あ
ろ
う
が
、
輸
入
依
存

度
は
ほ
ぼ
一
定
不
変
（
一
六
％
と
予
測
）
を
保
つ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
を
国
民
所
得
と
輸
入
と
の
相
関
図
と
し
て
画
き
直
す
と
、
第
七
図
の
よ
う
な
き
れ
い
な
S
型
力
i

ブ
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
を
世
紀
的
輸
入
函
数
な
い
し
世
紀
的
輸
入
費
用
曲
線
と
呼
ぴ
た
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
画
け
る
。
原
点
か

ら
〇
二
六
の
勾
配
を
も
つ
直
線
（
一
六
％
ラ
イ
ン
）
を
ひ
き
基
本
線
と
呼
ぼ
う
。
特
化
コ
ー
ス
以
前
（
一
八
八
六
年
以
前
、
原
点
か
ら
a

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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で
あ
る
。
な
お
β
期
と
7
期
と
を
拡
大
し
て
画
い
た
も
の
が
既
掲
第
六
図
に
外
な
ら
な
い

　
「
世
紀
的
輸
入
函
数
は
S
型
変
化
を
と
げ
る
」

っ
て
よ
い
。
同
じ
法
則
が
ほ
か
の
国
々
に
つ
い
て
も
見
出
せ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
次
節
の

課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
則
が
日
本
に
つ
い
て
も
ほ
か
の
諸
国
に
つ
い
て
も
確
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、

理
論
」
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
け
だ
し
こ
の
S
型
力
ー
ブ
は
国
民
経
済
に
と
っ
て
の
総
輸
入
費
用
曲
線
を
あ
ら
わ
す
わ
廿
で
あ
る

　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

点
ま
で
）
に
は
基
本
線
の
下
側
で
、
基
本
線
よ
り
も
緩
や
か
な
勾
配
で
、
国
民
所
得
と
輸
入

が
徐
々
に
増
加
す
る
。
α
期
に
入
る
と
、
基
本
線
の
下
側
か
ら
始
ま
っ
て
、
基
本
線
よ
り
も

急
な
勾
配
で
、
し
か
も
勾
配
を
漸
増
さ
せ
つ
つ
、
急
速
に
カ
ー
ブ
が
上
昇
す
る
（
硝
期
、
a

か
ら
b
の
間
）
。
カ
ー
ブ
は
や
が
て
基
本
線
の
上
側
に
は
り
出
す
が
勾
配
の
増
加
率
は
漸
減

に
転
じ
（
ロ
ヂ
ス
チ
ッ
ク
・
カ
ー
ブ
の
轡
曲
点
b
を
過
ぎ
）
、
勾
配
の
最
高
点
（
c
点
）
に
達

す
る
（
碗
期
、
b
か
ら
c
の
間
）
。
こ
れ
ま
で
が
α
期
で
あ
る
。
β
期
（
c
か
ら
d
の
間
）
に

入
る
と
、
カ
ー
ブ
は
基
本
線
の
上
側
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
基
本
線
よ
り
も
ゆ
る
や
か
に
上
昇

す
る
（
従
っ
て
輸
入
依
存
度
は
漸
減
す
る
）
の
で
、
や
が
て
カ
ー
ブ
は
基
本
線
と
一
致
す
る
。

こ
こ
か
ら
7
期
が
は
じ
ま
る
。
7
期
に
入
る
と
、
カ
ー
ブ
は
基
本
線
に
沿
っ
て
動
き
、
従
っ

て
理
論
的
に
は
限
界
輸
入
性
向
と
輸
入
依
存
度
と
が
一
致
し
、
輸
入
の
所
得
弾
力
性
は
一
に

な
り
、
輸
入
依
存
度
は
安
定
的
に
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
世
紀
的
輸
入
函
数
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
と
い
う
こ
と
は
一
つ
の
発
見
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
日
本
に
つ
い
て
確
証
さ
れ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
最
適
輸
入
依
存
度
の



か
ら
、
こ
れ
を
企
業
の
総
費
用
曲
線
と
類
比
さ
せ
て
、
理
論
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
そ
し
て
S
型
曲
線
の
い
か
な
る
段
階
に
あ
る

か
、
つ
ま
り
α
型
、
β
型
、
7
型
に
従
っ
て
超
長
期
輸
入
函
数
の
性
格
が
ち
が
っ
て
く
る
し
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
各
超
長
期
函
数
に
内
包
さ

れ
る
長
期
輸
入
函
数
や
輸
入
の
景
気
循
環
的
変
動
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
動
き
方
が
理
論
的
に
規
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
献
祝
。

註
（
1
）
　
小
島
清
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
第
二
章
。

　
（
2
）
　
切
辺
が
プ
ラ
ス
の
揚
合
に
は
逆
の
規
則
性
を
も
つ
。
詳
し
く
は
前
掲
書
四
五
、
四
八
－
九
頁
を
見
よ
。

　
（
3
）
　
均
衡
成
長
と
い
う
語
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
均
衡
成
長
コ
ー
ス
と
い
う
タ
ー
ム
は
ま
ぎ
ら
わ
し
く
妥
当
で
な
い
か
も

　
　
し
れ
な
い
。
農
業
、
繊
維
工
業
、
重
化
学
工
業
と
い
う
よ
う
に
産
業
が
著
し
く
多
様
化
さ
れ
、
そ
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
外
国
に
全
面
的
に
依
存
す
る

　
　
と
い
う
の
で
は
な
い
状
態
を
指
す
。
そ
の
意
味
で
は
多
様
化
コ
ー
ス
が
適
切
な
タ
ー
ム
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
た
く
し
は
別
の
機
会
に
、
能

　
　
率
化
と
対
比
し
て
多
様
化
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
特
化
コ
ー
ス
に
対
比
し
て
均
衡
成
長
コ
ー
ス
と
い
う
タ
ー
ム
を
選
ぶ
こ
と
に
し

　
　
た
。

　
（
4
）
　
景
気
循
環
に
つ
い
て
の
超
畏
期
波
動
（
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
波
）
、
長
期
波
動
（
ジ
ュ
グ
ラ
ー
の
波
）
、
短
期
波
動
（
キ
チ
ン
の
波
）
の
関
係
と

　
　
類
比
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
（
一
）

　
一
八
八
○
年
代
か
ら
一
九
八
O
年
に
わ
た
る
一
世
紀
の
日
本
の
国
民
所
得
と
輸
入
の
関
係
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
前
節
で
重
要
な
結

論
に
到
達
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
世
紀
的
輸
入
函
数
、
つ
ま
り
国
民
所
得
の
成
長
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
輸
入
力
ー
ブ
は
、
き
れ
い
な

S
型
変
化
を
と
げ
る
。
そ
の
最
初
の
段
階
た
る
α
型
期
な
い
し
特
化
コ
ー
ス
期
で
は
限
界
輸
入
性
向
が
次
々
に
大
巾
に
上
昇
し
最
高
に
達

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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す
る
。
第
二
の
段
階
た
る
β
型
期
な
い
し
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
期
で
は
限
界
輸
入
性
向
は
わ
ず
か
に
漸
落
す
る
。
そ
し
て
第
三
の

段
階
た
る
γ
型
期
な
い
し
均
衡
成
長
コ
ー
ス
期
に
入
る
と
限
界
輸
入
性
向
は
一
定
の
最
適
水
準
に
落
着
き
ほ
ぼ
不
変
に
保
た
れ
る
。
要
す

る
に
世
紀
的
な
経
済
成
長
に
つ
れ
、
限
界
輸
入
性
向
は
急
速
な
上
昇
（
α
型
期
）
と
漸
落
（
β
型
期
）
、
そ
し
て
最
適
水
準
へ
の
収
劔
（
γ

型
期
）
と
い
う
三
段
階
の
変
化
を
経
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
容
が
輸
入
力
ー
ブ
の
世
紀
的
S
型
変
化
を
画
く
の
で
あ
る
。

　
輸
入
力
ー
ブ
の
S
型
変
化
は
輸
入
依
存
度
（
平
均
輸
入
性
向
）
の
時
間
的
変
化
に
画
き
直
し
て
み
る
と
、
輸
入
依
存
度
力
ー
ブ
の
山
型

変
化
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
輸
入
依
存
度
は
最
初
の
α
型
期
に
お
い
て
は
低
い
水
準
か
ら
急
速
に
上
昇
し
て
最
山
口
同
に
到
達
し
、

β
型
期
に
入
る
と
ゆ
る
や
か
に
下
降
し
、
や
が
て
7
型
期
に
転
ず
る
と
ほ
ぼ
一
定
不
変
の
安
定
し
た
最
適
水
準
を
保
つ
。
従
っ
て
全
体
の

山
型
は
右
側
の
裾
野
の
方
が
左
側
に
く
ら
べ
か
な
り
高
い
と
い
う
い
さ
さ
か
い
び
つ
な
姿
を
と
る
の
で
あ
る
。

　
輸
入
力
ー
プ
の
世
紀
的
S
型
変
化
は
理
論
的
分
析
の
た
め
に
は
重
要
な
道
具
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
輸
入
依
存
度
力
ー
ブ
の
山

型
変
化
に
対
応
す
る
。
だ
か
ら
後
者
が
検
出
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
前
者
の
存
在
も
代
表
さ
せ
る
．
｝
と
が
許
さ
れ
る
。
以
下
の

実
証
研
究
の
第
一
の
ね
ら
い
は
、
ノ
英
・
独
・
米
な
ど
日
本
と
対
比
さ
る
べ
き
主
要
国
の
輸
入
依
存
度
の
時
聞
的
変
化
、
な
ら
ぴ
に
世
界
数

十
力
国
に
つ
い
て
輸
入
依
存
度
の
横
断
面
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
つ
い
て
発
見
で
き
た
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化
の
法

則
が
、
果
し
て
ほ
か
の
諸
国
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
従
っ
て
一
般
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
を
検
討
す
る
．
】
と
で
あ
る
。

　
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化
法
則
の
も
つ
最
も
重
要
な
意
味
は
、
一
国
の
経
済
成
長
が
或
る
段
階
、
つ
ま
り
農
業
、
繊
維
工
業
、
重
化
学

工
業
な
ど
に
生
産
が
著
し
く
多
様
化
さ
れ
お
わ
っ
た
均
衡
成
長
コ
ー
ス
に
ま
で
成
熟
す
る
と
、
輸
入
函
数
は
最
適
の
均
衡
水
準
に
到
達
し
、

輸
入
依
存
度
は
一
定
の
最
適
水
準
を
保
ち
続
け
も
は
や
大
幅
な
変
動
を
来
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
ア
｝
の
輸
入
依
存
度
の
最



適
水
準
は
、
各
国
の
資
源
基
盤
と
か
歴
史
的
世
界
貿
易
地
位
と
か
に
ょ
っ
て
若
干
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
べ
ら
棒
に
高
い
も
の
で
は

な
く
、
か
と
い
っ
て
著
し
く
低
く
も
な
ら
な
い
と
い
う
、
限
ら
れ
た
狭
い
幅
の
中
に
各
国
と
も
収
劔
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
法

則
性
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
日
本
経
済
は
一
九
七
〇
年
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
に
入
る
も
の
と
判
断
し
て
、

一
九
八
○
年
ま
で
の
輸
入
依
存
度
は
一
六
・
O
％
ぐ
ら
い
の
水
準
に
ほ
ぼ
安
定
的
に
保
た
れ
る
と
予
測
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
予
測

が
、
日
本
と
類
似
す
る
性
格
を
も
つ
主
要
工
業
国
と
比
較
し
て
み
て
果
し
て
妥
当
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
、
以
下
の
も
う
一
つ

の
ね
ら
い
な
の
で
あ
る
。

　
代
表
的
工
業
国
輸
入
依
存
度
の
時
間
的
変
化

　
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
五
ヵ
国
を
選
ぴ
、
各
国
の
な
る
ぺ
く
長
期
に
わ
た
る
輸
入
依
存
度

の
時
間
的
変
化
を
画
き
、
果
し
て
山
型
変
化
が
見
出
せ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
五
ヵ
国
を
選
ん
だ
の
は
、
国
民
所
得
と
輸
入
の
長

期
統
計
デ
ー
タ
の
入
手
上
の
制
限
が
い
ち
ぱ
ん
大
き
い
が
ー
こ
の
こ
と
は
時
間
を
か
け
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
採
用
し
う
る
国

の
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ー
、
日
本
と
対
比
で
き
る
国
を
含
め
る
こ
と
、
資
源
基
盤
や
歴
史
的
発
展
段
階
か
ら
見
て
タ
イ
プ

の
異
っ
た
国
を
含
め
る
こ
と
な
ど
の
配
慮
に
基
づ
く
。
五
ヵ
国
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
が
日
本
と
い
ち
ば
ん
近
い
性
格
を
も
ち
、

ア
メ
リ
カ
は
独
得
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
と
ス
ェ
ー
デ
ン
は
若
い
伸
ぴ
つ
つ
あ
る
工
業
国
の
代
表
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
輸
入
依
存
度
の
な
る
べ
く
長
期
に
わ
た
る
時
間
的
変
化
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
い
ち
ば
ん
の
困
難
は
、
国
民
所
得
（
ま
た
は
そ
れ

に
代
る
国
民
総
生
産
G
N
P
と
か
国
民
総
支
出
G
N
E
）
と
輸
入
、
と
く
に
前
者
の
長
期
に
わ
た
る
統
一
的
数
字
が
得
が
た
い
こ
と
で
あ

る
。
ド
イ
ッ
の
．
こ
と
き
領
土
変
更
を
含
む
揚
合
に
は
こ
の
困
難
は
い
っ
そ
う
増
大
す
る
。
本
稿
で
は
各
国
に
つ
き
入
手
可
能
な
統
計
シ
リ

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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i
ズ
を
で
き
る
だ
け
多
く
、
相
互
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
な
く
無
修
正
で
、
そ
の
ま
ま
一
つ
の
図
に
画
い
て
み
た
。
だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
統

計
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
輸
入
依
存
度
の
絶
対
水
準
は
同
一
年
で
す
ら
喰
違
う
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
シ
リ

ー
ズ
を
通
覧
し
て
、
輸
入
依
存
度
の
時
間
的
変
化
の
ト
レ
ン
ド
は
十
分
に
観
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
意
す
ぺ
き
は
、
長
期
に
わ
た
る
時
間
的
変
化
を
見
る
に
は
国
民
所
得
も
輸
入
も
時
価
で
な
く
実
質
値
に
直
し
、
実
質
輸
入

依
存
度
を
検
出
す
る
（
日
本
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
）
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
一
、
二
国
の
限
ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
実
質

輸
入
依
存
度
が
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
揚
合
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
も
時
価
で
見
る
の
と
実
質
で
見
る
の
と
で
は
輸
入

依
存
度
が
か
な
り
喰
違
っ
て
お
り
、
と
き
に
ト
レ
ン
ド
の
判
断
に
さ
え
大
き
な
影
響
を
も
つ
こ
と
が
気
づ
か
れ
た
。
だ
か
ら
実
質
輸
入
依

存
度
が
算
出
さ
れ
て
い
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
を
信
頼
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す
ぺ
て
の
国
の
全
期
間
に
つ
い
て
実
質
輸
入
依
存
度

を
算
出
し
て
検
討
す
る
と
い
う
め
ん
ど
う
な
作
業
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
イ
ギ
リ
ス

　
イ
ギ
リ
ス
は
産
業
革
命
（
一
七
五
〇
ー
一
八
二
〇
）
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
近
代
的
工
業
を
確
立
し
た
。
一
九
世
紀
自
由
貿
易
世
界
経
済

の
工
揚
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
繊
維
品
輸
出
を
中
心
と
す
る
著
し
い
特
化
コ
；
ス
を
選
ぴ
、
国
内
農
業
の
極
端
な

縮
少
、
著
し
く
高
い
食
糧
輸
入
依
存
度
と
い
う
特
色
を
も
つ
に
至
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
れ
故
に
世
界
の
諸
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
リ
ー
ダ
ー
と

仰
ぎ
、
そ
れ
と
密
接
な
補
完
関
係
を
保
ち
、
も
っ
て
調
和
的
世
界
貿
易
の
発
展
を
一
九
世
紀
中
な
い
し
第
一
次
大
戦
ま
で
謳
歌
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
採
っ
た
一
八
四
〇
年
代
か
ら
の
自
由
貿
易
政
策
、
海
外
新
地
域
へ
の
移
民
と
投
資
が
、
世
界
貿
易
の
調
和
的
発

展
を
促
進
す
る
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
海
外
投
資
に
重
点
を
お
き
す
ぎ
国
内
産
業
構
造
の
高
度
化
と
近



代
化
と
を
お
こ
た
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
困
難
．
相
対
的
衰
退
の
原
因
と
な
っ
た
と
も
み
ら

れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
永
く
繊
維
工
業
中
心
の
産
業
構
造
、
輸
出
構
造
を
も
ち
続
け
、
大
規
模
な
重
化
学
工
業
化
は
第
一
次
大
戦
後
の
一
九

二
〇
年
代
に
ま
で
延
引
さ
れ
て
い
た
。
重
化
学
工
業
化
で
は
後
続
の
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
に
先
を
越
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

景
が
イ
ギ
リ
ス
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
第
八
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
八
○
○
年
頃
の
輸
入
依
存
度
は
も
と
よ
り
正
確
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
二
〇
％
位
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
一
八

六
〇
年
以
降
、
コ
ー
リ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
の
ま
と
め
た
国
民
所
得
を
分
母
と
す
る
輸
入
依
存
度
に
つ
な
ぐ
と
、
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
見
出

さ
れ
る
。
結
局
一
八
○
○
年
の
約
二
〇
％
か
ら
急
速
に
輸
入
依
存
度
が
上
昇
し
、
一
八
九
四
－
一
九
〇
三
年
平
均
の
三
五
・
七
％
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
九
〇
四
－
一
〇
年
平
均
の
三
四
・
四
％
に
ま
で
達
し
た
。
だ
か
ら
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
を
輸
入
依
存
度
の
上
昇
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
α
型

期
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
一
九
一
〇
年
頃
を
境
と
し
て
漸
く
重
化
学
工
業
化
期
、
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
期
に
入
っ
た
と
考
え
う
る
。
輸
入
依
存
度
は
一
九

〇
四
ー
一
〇
年
平
均
の
三
四
・
四
％
か
ら
一
九
二
六
－
二
九
年
平
均
の
二
八
・
二
％
に
ま
で
漸
落
し
て
い
る
。
こ
れ
が
β
型
期
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
は
世
界
恐
慌
、
世
界
貿
易
の
大
混
乱
と
不
自
由
化
な
ど
の
た
め
に
、
著
し
く
低
い
輸
入
依
存
度
（
一
九
三
二
ー
，
三
九
年

平
均
一
七
・
七
％
）
に
お
ち
こ
ん
だ
。
第
八
図
は
す
べ
て
時
価
輸
入
依
存
度
で
あ
る
が
、
も
し
実
質
輸
入
依
存
度
に
直
せ
ば
右
の
一
七
・
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

％
よ
り
は
か
な
り
高
い
水
準
（
例
え
ば
二
三
－
四
％
位
）
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
の
輸
入
依
存
度
は
、
朝
鮮
動
乱
時
の
極
度
に

高
い
不
規
則
変
化
（
一
九
五
一
年
三
三
・
六
％
、
五
二
年
二
七
・
五
％
）
を
除
け
ば
五
三
－
五
七
年
平
均
で
二
四
二
％
で
あ
り
、
変
動
の
幅

は
小
さ
い
（
最
低
二
三
・
三
％
、
最
高
二
五
・
四
％
）
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八

　
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
い
。

つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
は
お
そ
ら
く
一
九
三

〇
年
代
に
均
衡
成
長
コ
ー
ス
，
た
る
7
型

期
に
転
じ
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
経
済

の
混
乱
の
た
め
余
り
に
低
い
時
価
輸
入

依
存
度
の
水
準
に
落
ち
こ
ん
だ
。
む
し

ろ
戦
後
に
実
現
さ
れ
て
い
る
二
四
二

％
位
と
い
う
輸
入
依
存
度
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
7
型
期
に
お
け
る
最
適
水
準
で
あ

り
、
今
後
も
こ
の
水
準
か
ら
大
幅
に
か

け
は
な
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
三
つ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
一
八
八
O
I
一
九
一
〇
年
を

α
型
期
、
一
九
一
一
－
二
九
年
を
β
型

期
、
一
九
三
〇
年
以
降
を
7
型
期
と
一

応
区
分
け
で
き
る
。
そ
し
て
一
九
三
〇



年
代
の
著
し
く
低
い
輸
入
依
存
度
を
世
界
経
済
の
混
乱
に
基
づ
く
例
外
だ
と
み
れ
ば
（
或
は
実
質
輸
入
依
存
度
に
直
せ
ば
）
、
輸
入
依
存

度
力
i
ブ
は
き
れ
い
な
山
型
を
画
い
て
い
る
。
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
の
法
則
は
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
も
確
証
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
依
存
度
は
最
高
が
一
八
九
四
ー
一
九
〇
三
年
平
均
三
五
・
七
％
、
最
適
が
二
四
．
一
％
で
あ
っ
て
ほ
か
の
典

型
的
工
業
国
に
比
べ
て
全
体
と
し
て
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
る
（
日
本
の
は
最
高
が
一
九
一
二
ー
二
九
年
平
均
二
三
．
一
％
、
最
適
が
一

六
・
O
％
で
あ
っ
た
）
。
こ
れ
は
著
し
く
高
い
食
糧
輸
入
依
存
度
、
伝
統
的
自
由
貿
易
主
義
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
を
控
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、

資
源
基
盤
と
歴
史
的
世
界
貿
易
地
位
に
基
づ
く
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
特
色
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
第
二
に
、
β
型
期
及
ぴ
7
型
期
へ
の
移
行
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
〇
年
頃
な
ら
ぴ
に
一
九
三
〇
年
頃
で
あ
っ
て
、
独
、
米
な
ど
に
比
べ

て
割
合
に
遅
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
世
界
貿
易
上
に
お
け
る
相
対
的
衰
退
の
原
因
が
あ
る
。
つ
ま
り
一
九
世

紀
世
界
経
済
で
は
ト
ソ
プ
を
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
構
造
変
動
を
た
め
ら
っ
た
が
故
に
独
・
米
に
追
い
越
さ
れ
、
経
済
発
展

の
シ
ー
ソ
ー
。
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
お
く
れ
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ

　
第
九
図
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
を
検
討
し
よ
う
。
産
業
革
命
は
一
八
五
〇
年
代
な
い
し
六
〇
年
代
に
イ
ギ
リ

ス
か
ら
ヨ
ー
・
ッ
パ
大
陸
に
波
及
し
た
。
だ
か
ら
そ
の
頃
か
ら
ド
イ
ツ
の
特
化
コ
ー
ス
が
始
ま
り
、
輸
入
依
存
度
が
急
上
昇
し
た
は
ず
で

あ
る
。
第
九
図
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
輸
入
依
存
度
は
、
一
八
七
七
－
八
五
年
平
均
の
一
四
・
五
％
か
ら
上
昇
し
て
、
一
九
一
一
－
ニ
ニ
年

平
均
で
最
高
の
二
〇
・
八
％
に
達
し
た
。
だ
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
を
α
型
期
だ
と
み
な
し
う
る
。

　
第
一
次
大
戦
直
後
は
領
土
変
更
、
超
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
賠
償
問
題
な
ど
が
重
な
り
、
統
計
デ
ー
タ
を
欠
く
。
一
九
二
五
年
か
ら
新

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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九
〇

統
計
が
得
ら
れ
る
が
、
B
シ
リ
ー
ズ
の
ク
レ
ー
マ
ー
の
算
出
し
た
実
質
輸
入
依
存
度
と
、
C
シ
リ
ー
ズ
の
時
価
輸
入
依
存
度
と
が
大
き
く

喰
違
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
B
シ
リ
ー
ズ
の
方
が
信
頬
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
九
二
五
年
か
ら
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
政
権
出
現
ま
で
の
一
九
三
三
年
に
わ
た
る
平
均
は
一
七
二
％
で
あ
り
、
か
な
り
安
定
七
て
い
る
（
最
低
一
五
・
○
％
、
最
高
一
九
・

九
％
）
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
リ
ド
イ
ツ
は
第
一
次
大
戦
と
戦
後
合
理
化
期
（
一
九
一
三
ー

二
五
年
）
に
お
い
て
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
、
β
型
期
を
終
了
し
、
す
で
に
早
く
一
九
二
五
年
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
、
7
型
期
に

転
じ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
輸
入
依
存
度
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
と
酷
似
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
1
五
三
年
は
一
五
％
前
後
の
低
水
準
で
あ

っ
た
も
の
が
、
以
降
急
上
昇
し
て
五
七
年
に
は
一
九
・
七
％
に
達
し
て
い
る
。
五
一
ー
五
五
年
平
均
は
一
六
・
二
％
、
五
一
－
五
七
年
平
均

は
一
七
二
％
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
時
価
輸
入
依
存
度
で
あ
る
か
ら
、
実
質
に
直
す
と
も
う
少
し
安
定
的
な
最
適
水
準
が
見
出
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
五
〇
ー
五
三
年
は
日
本
に
お
け
る
と
同
様
に
戦
後
復
興
期
の
た
め
輸
入
依
存
度
が
過
少
で
あ
り
、
五
六
、

五
七
年
は
好
景
気
に
あ
ふ
ら
れ
て
過
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
五
一
－
五
七
年
平
均
の
一
七
二
％
と
い
う
の
が
案
外
最
適
水

準
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
た
ま
た
ま
戦
前
一
九
二
五
ー
三
三
年
平
均
と
同
一
水
準
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
ド
イ
ッ
に
つ
い
て
も
、
第
｝
に
、
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
山
型
変
化
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
第
二
に
、
輸
入
依
存
度
の
最

高
は
一
九
二
1
一
三
年
の
二
〇
・
八
％
、
最
適
は
一
七
二
％
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
か
な
り
全
体
と
し
て
低
い
水
準
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

日
本
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
資
源
基
盤
に
た
っ
て
お
り
、
他
方

遅
れ
て
世
界
市
揚
に
進
出
し
た
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
に
は
特
化
を
進
め
え
な
か
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
イ
ギ
リ
ス



第九図 ドイツの輸入依存度

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

〃
γ
鮒

35

30

25

20

15

10

↑
g
C
／
l
l
l
I
I
I
I
昏
1

一
一
1

1
［
l
I
l
！

l
I

A
『
1 ＼

I
l
監
1
5
i
I

し
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
　
＼
B
　
　
　
、
　
　
　
、

ロ　　　　　　　　　D

I鬼ご竃し　　　　　　　　　　　　17，1％

一
，

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一　一　r　　　

一

「
1

、
『 庵
卜

A一 D

　
電
B
』
’
1

u亀

乙
　
C

1880　90　　1900　10 20　　30 ヰ0 50 60 ワ0 80

九 A：1877－1913，r、コーリン・クラーク（邦訳）経済進歩の諸条件，p．92，折込第2欄

　　M。B・Haτms，Pθ嘘30伽πd甜撹βπαπ凧8伽απ醐観d耽ε‘畝砂αん7‘，1916，P，86珪。

B＝HansKrゑmer，Dz8耽o乃3θ必8呂蜘π98η2ω‘3伽π既7‘30加∫‘ε伽毒‘蹴蹴4温秘358π。

　　んαπ48♂量1938、L五f。ともに1923年価格の実質額

C：醜α麗謡向画θ3」αんγ肱6ん∫寓74α3ヱ乃撹3画θEθ記ん．時価

D；S‘磁乞5‘‘5戯β3」航7加6為∫脚dα3β％πd83γθp痂あ乃Dθ碗5帥θ臨π乾1958．時価，西ドイツ



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

よ
り
も
早
く
す
で
に
一
九
二
五
年
に
均
衡
成
長
コ
ー
ス
に
転
じ
た
と
推
測
で
き
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
貿
易
躍
進
の
原
因
の
一
つ
を
な
し
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ

　
第
一
〇
図
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
輸
入
依
存
度
の
時
間
的
変
化
を
検
討
し
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
一
八
○
○
年
頃
ま
で
遡
っ
て
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
古
い
と
こ
ろ
は
一
〇
年
お
き
の
一
年
だ
け
の
値
で
あ
る
の
で
判
断
が
困
難
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
信
頼
し
う
る
の
は
C
シ
リ
ー
ズ
の
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
推
計
に
な
る
G
N
P
を
分
母
と
す
る
も
の
と
、
一
九
二
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
商
務

省
に
よ
る
詳
細
な
推
計
を
基
礎
と
す
る
B
シ
リ
ー
ズ
（
対
国
民
所
得
）
と
D
シ
リ
…
ズ
（
対
G
N
P
）
で
あ
ろ
う
。
実
質
輸
入
依
存
度
が

算
出
さ
れ
て
い
る
の
は
E
シ
リ
ー
ズ
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
五
四
年
価
格
に
よ
る
実
質
化
で
あ
る
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
の
実
質

輸
入
依
存
度
が
過
大
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
も
し
戦
前
価
格
を
基
準
に
と
る
と
戦
前
・
戦
後
の
差
は
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
よ
り

少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
経
済
と
貿
易
の
重
要
な
転
期
は
一
八
七
五
年
、
一
八
九
六
年
、
一
九
三
〇
年
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
類
別
貿
易
構

成
を
検
討
す
る
と
、
第
一
に
、
一
八
七
五
年
ま
で
は
原
料
だ
け
が
出
超
、
粗
食
料
も
製
造
食
料
も
入
超
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
七
五
年
を

転
期
と
し
て
原
料
、
粗
食
料
、
製
造
食
料
の
す
べ
て
が
出
超
に
転
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
八
七
五
年
ま
で
は
原
料
輸
出
を
主
と
す
る
特
化

コ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
原
料
、
食
料
両
者
の
輸
出
特
化
コ
ー
ス
で
あ
り
、
英
・
西
欧
と
緊
密
な
補
完
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

八
九
六
年
頃
を
転
期
に
し
て
、
半
製
品
も
そ
れ
ま
で
の
入
超
か
ら
出
超
に
転
じ
た
。
つ
ま
り
一
八
九
六
年
頃
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
ヘ
の

転
換
期
、
β
型
期
に
入
っ
た
。
そ
し
て
工
業
国
と
し
て
英
・
西
欧
と
競
争
的
に
な
り
全
体
と
し
て
出
超
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ



第一〇図　米国の輸入依存度
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る
。　

輸
入
依
存
度
は
ど
う
変
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
注
意
し
た
よ
う
に
A
シ
リ
ー
ズ
は
信

頼
す
る
に
足
り
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
八
O

O
I
一
八
九
六
年
に
わ
た
っ
て
輸
入
依
存
度

は
漸
減
し
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
信
頼
で
き

る
C
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
も
、
　
一
八
六
九
－

一
八
九
八
年
に
か
け
て
減
少
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
日
・
英
・
独
に
つ
い
て
見

出
さ
れ
た
α
型
期
に
お
け
る
輸
入
依
存
度
の

急
上
昇
と
い
う
傾
向
と
は
反
対
で
あ
る
。
こ

の
逆
傾
向
は
米
国
経
済
発
展
の
特
殊
性
に
基

づ
く
で
あ
ろ
う
。
米
国
は
わ
ず
か
の
原
住
民

を
除
き
殆
ん
ど
人
口
の
な
い
全
く
未
開
の
植

民
地
と
し
て
出
発
し
、
開
発
は
す
べ
て
英
・

西
欧
か
ら
の
移
民
と
資
本
と
に
頼
っ
た
。
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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か
ら
著
し
く
高
い
輸
入
依
存
度
か
ら
出
発
し
た
と
推
測
し
う
る
．
経
済
開
発
が
進
み
、
輸
出
入
が
急
速
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
輸
入

依
存
度
と
し
て
は
、
著
し
く
高
い
水
準
か
ら
出
発
し
た
の
で
、
反
っ
て
漸
減
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
輸
入
依
存

度
は
漸
減
し
て
い
る
が
一
八
O
O
I
一
八
九
六
年
を
α
型
期
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
代
の
終
り
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
重
化
学
工
業
化
の
β
型
期
を
も
っ
た
と
見
て
よ
い
。
だ
が
そ
こ
で
は
輸
入
依
存
度

が
漸
減
す
る
の
で
は
な
く
、
信
頼
し
う
る
C
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
一
八
七
九
i
八
八
年
の
六
・
○
％
、
一
八
八
九
－
九
八
年
の
五
・
九
％

と
い
う
α
型
期
の
水
準
か
ら
、
、
一
回
限
り
的
に
低
下
し
た
だ
け
で
、
一
八
九
九
－
一
九
二
八
年
の
β
型
期
に
は
四
・
七
－
四
・
九
％
と
い
う

殆
ん
ど
不
変
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
β
型
期
で
も
期
間
中
不
変
の
輸
入
依
存
度
を
も
つ
と
い
う
の
は
大
陸
的
資
源
基
盤
を
も
つ
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

力
経
済
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
だ
が
一
八
九
〇
年
代
と
比
べ
た
構
造
変
動
的
低
下
、
な
ら
ぴ
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の

も
う
一
つ
の
構
造
変
動
的
低
下
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
か
な
り
大
巾
な
輸
入
依
存
度

の
低
下
が
起
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
β
型
期
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
　
　
’

　
一
九
三
〇
年
代
と
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
が
ア
メ
リ
カ
の
均
衡
成
長
コ
ー
ス
、
7
型
期
だ
と
解
し
た
い
。
B
シ
リ
ー
ズ
（
対
国
民
所
得
）

で
は
一
九
三
一
－
三
七
年
平
均
三
・
六
四
％
、
一
九
五
〇
ー
五
七
年
平
均
三
・
六
〇
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
・
六
％
前
後
が
、
国
民
所
得
を
分

母
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
最
適
輸
入
依
存
度
で
あ
ろ
う
。
D
シ
リ
ー
ズ
（
対
G
N
P
）
で
は
一
九
三
一
ー
三
七
年
平
均
二
・
八
三
％
、
一
九

五
〇
1
五
七
年
平
均
三
・
〇
二
％
で
あ
り
、
戦
前
、
戦
後
で
若
干
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
だ
が
実
質
化
し
た
E
シ
リ
ー
ズ
で
見
る
と
三
・
六

六
％
と
三
・
〇
二
％
と
な
り
、
す
で
に
注
意
し
た
よ
う
に
戦
前
の
方
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
る
（
な
お
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
推
計
の
G
N
p
を
分
母

と
す
る
C
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
一
九
二
九
i
三
八
年
平
均
三
・
三
％
と
な
る
）
。
だ
か
ら
綜
合
判
断
し
て
、
三
％
前
後
が
、
G
N
P
を
分
母
と



し
た
ア
メ
リ
カ
の
最
適
輸
入
依
存
度
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
依
存
度
は
こ
れ
ま
で
の
漸
減
傾
向
か
ら
一
転
し
て
今
後
は
漸
増
傾
向
を
と
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
が
一
部
で
と
ら

　
　
　
（
7
）

れ
て
い
る
。
だ
が
わ
た
く
し
は
、
均
衡
成
長
コ
ー
ス
の
性
質
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
依
存
度
は
今
後
も
水
準
と
し
て
大
き
な
変
化

を
み
せ
る
こ
と
な
く
、
殆
ん
ど
不
変
に
保
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
対
国
民
所
得
比
で
三
・
六
％
、
対
G
N
p
比
で
三
・
O
％
の
水
準
で

あ
ろ
う
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
ナ
メ
リ
カ
の
輸
入
依
存
度
は
、
未
開
沃
野
の
植
民
地
的
開
発
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、
大
陸
的
豊
富
な
資
源
基
盤
を
も
つ
こ
と
な

ど
の
特
性
か
ら
、
日
．
英
．
独
な
ど
の
典
型
的
工
業
国
と
は
や
や
異
な
っ
た
独
得
の
世
紀
的
変
化
を
経
た
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
第

一
に
、
わ
れ
わ
れ
の
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
山
型
変
化
の
法
則
は
な
お
妥
当
す
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
輸
入
依
存
度
は
一
九

三
〇
年
か
ら
1
型
期
に
入
り
、
安
定
的
最
適
水
準
を
今
後
も
保
つ
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
β
型
期
へ
の
移
行
は
一
八
九
六
年
で
あ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
よ
り
も
早
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
カ
ナ
ダ

　
国
土
の
広
さ
と
か
資
源
基
盤
か
ら
見
る
と
も
と
よ
り
カ
ナ
ダ
と
日
本
は
全
く
違
う
の
で
あ
る
が
、
若
い
工
業
国
で
あ
り
、
殆
ん
ど
同
時

代
に
急
速
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
日
本
と
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
明
治
維
新
は
一
八
六
八
年
、

カ
ナ
ダ
の
建
国
（
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
厨
ン
）
は
一
八
六
七
年
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
四
〇
年
間
の
世
界
貿

易
に
お
け
る
最
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
西
欧
中
心
の
国
際
貿
易
ク
ラ
ブ
に
米
・
加
・
日
が
工
業
輸
出
国
と
し
て
加
入
し
た
こ
と
で
あ

（
8
）

る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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第
二
図
を
見
よ
う
。
い
く
つ
か
の
シ
リ
ー
ズ
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ー
ン
の
算
出
し
た
実
質
輸
入
依
存
度
（
分
子
は

商
品
だ
け
で
な
く
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
、
分
母
は
G
N
E
）
パ
シ
リ
ー
ズ
が
長
期
ト
レ
ン
ド
の
観
測
に
は
い
ち
ば
ん
適
切
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
八
七
〇
ー
九
〇
年
の
輸
入
依
存
度
上
昇
は
緩
慢
で
あ
る
が
、
九
〇
年
を
転
期
に
し
て
一
二
．
O
％
か
ら
一

九
一
〇
年
の
一
九
・
一
％
に
ま
で
急
上
昇
し
、
第
一
次
大
戦
中
や
や
上
昇
率
が
に
ぶ
っ
た
が
、
戦
後
ふ
た
た
び
一
九
二
〇
年
の
二
〇
．
五
％

か
ら
二
九
年
の
二
九
・
五
％
、
三
〇
年
の
二
八
・
二
％
に
ま
で
急
上
昇
し
た
。
だ
か
ら
一
八
九
〇
ー
・
一
九
二
九
年
（
ま
た
は
三
〇
年
）
を
輸

入
依
存
度
が
急
上
昇
す
る
α
型
期
だ
と
判
定
で
き
る
。
こ
の
期
間
が
カ
ナ
ダ
大
平
原
の
急
速
な
農
業
開
発
、
小
麦
輸
出
特
化
の
時
代
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
三
〇
年
か
ら
は
下
降
に
転
じ
、
こ
の
パ
シ
リ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
ー
五
三
年
平
均
で
二

一
・
一
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
の
長
期
経
済
展
望
は
対
G
N
E
輸
入
依
存
度
が
一
九
八
O
年
に
は
一
七
％
に
ま
で
低
下
す
る

　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
予
測
し
て
い
る
。
だ
か
ら
カ
ナ
ダ
は
一
九
三
〇
年
以
降
、
現
在
ま
で
、
さ
ら
に
大
体
一
九
八
0
年
頃
ま
で
、
輸
入
依
存
度
の
低
下
す
る

β
型
期
に
あ
り
、
7
型
期
へ
の
移
行
は
か
な
り
遠
い
将
来
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
対
国
民
所
得
比
輸
入
依
存
度
（
時
価
）
は
、

一
九
四
七
ー
五
七
年
平
均
で
二
二
・
九
％
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
九
八
○
年
に
は
約
二
〇
％
に
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
か
く
て
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
ま
だ
7
型
期
に
到
達
し
て
い
な
い
の
で
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
山
型
変
化
は
完
結
し
て
い
な
い
。
、
だ
が

こ
れ
ま
で
に
あ
ら
わ
れ
た
α
型
期
と
β
型
期
に
関
す
る
限
り
、
山
型
変
化
の
法
則
は
き
れ
い
に
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
カ
ナ
ダ
の

輸
入
依
存
度
が
全
体
と
し
て
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
型
で
は
な
く
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
型
に
近
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
は
国
土
で
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
広
い
が
す
ぺ
て
ア
メ
リ
カ
よ
り
北
の
寒
い
地
域
に
属
し
ヴ
ァ
ラ
ィ
エ
テ
ィ
を
欠
く
こ
と
、
ア
一
れ
ゆ
一
眺
で
は

勿
論
今
後
も
、
小
麦
・
パ
ル
プ
・
鉱
産
物
等
の
輸
出
特
化
に
か
な
り
依
存
し
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
基
因
し
よ
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
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’
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℃ 其
月
劉
経
痴
済
値
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1
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G
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6
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N
E
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％
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九
八

ら
ず
重
工
業
化
が
進
行
し
て
、
例
え
ば
一
九
八
○
年
か
ら
均
衡
成
長
コ
ー
ス
に
入
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
の
最
適
輸
入
依
存
度
は
対

国
民
所
得
比
で
二
〇
％
、
対
G
N
E
比
で
一
七
％
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
べ
ら
棒
に
高
く
も
な
く
極
端
に
低
く
も
な
い
或
る
水
準
に
到
達

す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
国
民
所
得
輸
入
依
存
度
二
四
二
％
よ
り
は
低
く
、
ド
イ
ツ
の
一
七
．
一
％
、
日

本
の
一
六
・
○
％
よ
り
は
高
く
、
両
者
の
中
間
に
あ
る
、
農
林
鉱
山
物
特
化
輸
出
が
続
く
と
い
う
さ
き
の
理
由
か
ら
判
断
し
て
、
妥
当
な
水

準
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ス
エ
ー
デ
ン

　
最
後
に
も
う
一
つ
の
若
い
工
業
国
ス
エ
ー
デ
ン
の
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
を
第
二
一
図
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。
ス
エ
ー
デ
ン
は

一
八
七
〇
ー
九
〇
年
代
に
か
け
て
木
材
輸
出
特
化
を
軸
と
し
て
、
国
内
の
軽
工
業
化
を
は
か
り
、
急
速
な
経
済
発
展
を
と
げ
た
。
B
シ
リ

ー
ズ
で
見
る
と
、
輸
入
依
存
度
は
一
八
六
一
ー
六
九
年
平
均
の
一
六
・
八
％
か
ら
一
八
八
六
－
九
三
年
の
二
八
．
○
％
に
ま
で
急
上
昇
し
て

い
る
。
こ
れ
が
α
型
期
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
一
八
九
四
－
一
九
〇
三
年
平
均
の
二
五
二
％
に
低
下
し
た
後
、
一
九
二
〇
年
ま
で
は
ほ
ぽ

不
変
の
水
準
を
保
っ
た
。
一
九
二
四
－
三
〇
年
平
均
二
二
・
二
％
、
一
九
三
一
i
三
八
年
平
均
一
九
．
四
％
で
あ
り
、
階
段
的
に
低
下
し
た

も
の
が
、
戦
後
は
（
シ
リ
ー
ズ
が
違
う
が
）
一
九
五
二
－
五
六
年
平
均
で
二
四
・
二
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
だ
か
ら
一
八
九
三
年
以
後
の

傾
向
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
。
だ
が
時
価
で
な
く
実
質
輸
入
依
存
度
に
換
算
す
る
と
か
な
り
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
．
一
と
が
期

待
で
き
る
。
実
質
に
直
す
と
、
お
そ
ら
く
一
九
三
〇
年
代
の
水
準
は
も
っ
と
高
く
一
九
二
四
－
三
〇
年
と
余
り
違
い
が
な
い
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
一
九
五
〇
年
代
は
図
示
よ
り
も
低
く
な
り
、
や
は
り
一
九
二
四
－
三
〇
年
と
余
り
違
い
な
い
か
そ
れ
よ
り
も
若
干
低
く
な

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
、
実
質
輸
入
依
存
度
は
一
八
九
〇
年
代
の
頂
上
か
ら
現
在
ま
で
な
だ
ら
か
に
低
下
し
た
、
つ
ま



’

ゆ
β
型
期
で
あ
ウ
た
と
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
ひ
そ
し
て
お
そ
ら
く
カ
ナ
ダ
と
よ
く
似
た
変
化
を
た
ど
る
も
砂
と
期
待
で
琶

る
。
こ
れ
は
若
い
工
業
国
で
あ
り
、
若
干
の
天
然
産
物
（
ス
エ
ー
デ
ン
の
揚
合
は
木
材
と
鉄
鉱
石
）
輸
出
特
化
に
依
存
し
続
け
る
と
い
う
、

第一二図　スゥエーデンの輸入依存度
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I
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経
済
成
長
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入
依
存
度
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カ
ナ
ダ
と
の
共
通
性
か
ら
期

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

待
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

註
（
－
）
い
零
　
ピ
＆
9
①
｝

　
　
切
9
執
9
詳
o
O
＆
、
麟
璽
ミ
①
醤
跨

　
　
9
苺
脳
肉
q
O
昌
O
ミ
ざ
Q
『
O
ミ
“
鳶

　
　
2
0
≦
肖
○
『
犀
　
一
〇
軌
0
　
0
げ
ー

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
唱

　
　
ゆ
℃
幹
沖
一
ρ
　
が
興
味
あ

　
る
分
析
を
提
供
し
て
い
る
。

（
2
）
　
一
八
八
六
－
九
三
年

　
に
三
〇
・
八
％
へ
陥
落
し

　
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
不

　
況
に
基
づ
く
。

（
3
）
第
一
一
図
の
カ
ナ
ダ

　
に
お
い
て
、
時
価
輸
入
依

　
存
度
（
A
シ
リ
ー
ズ
）
は

　
　
九
九
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一
〇
〇

一
九
三
〇
年
代
の
方
が
戦
後
よ
り
も
低
い
の
に
、
実
質
輸
入
依
存
度
　
　
（
忍
シ
リ
ー
ズ
）
で
は
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
≦
・
ρ
国
o
唐
ヨ
9
冒
9
己
｝
閏
冒
罎
ざ
”
b
象
恥
b
衛
§
象
ぎ
ヌ
9
謬
恥
§
ぎ
リ
ミ
き
ド
筍
ヒ
ー
』
旨
ぎ
這
＄
，
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

　
ら
、
日
本
に
つ
い
て
各
期
間
別
に
輸
入
函
数
を
算
出
し
た
の
と
同
様
な
詳
細
な
分
析
を
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
行
い
、
日
本
と
比
較
す
る
こ
と
が
有
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

（％）貿易依存度
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F
O

3
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1
43

2

ン
、
イ

9
2
Q
ノ
ー
2
3

3
1
9
1

〆
O
く
》
3
3

6
1

3
1

ド

1
7

8
4
3
3

B
1
9
8
1

6
1
Q
／
0
8
Q
〆
1
　
1

6
1
0
1
9
Q
／
1
　
1

4
3
9
1

8
り
」
9
1

ー

L
1
『
『

i

7

6

1

5

0

4

3

9

ス

6
6

8
4

2
6

2
5

0
3

3
3

3
4

7
3

リ
ギ
イ

0
0
9
1

A
0
8
8
1

1
1
9
1

9
2
9
1

？
一
3
9
1

8
3
9
1

0
5
9
1

2
5
9
1

　
で
あ
ろ
う

（
5
）
　
前
掲
い
尾
、
ピ
o
江
昌
ρ
℃
マ
ま
O
ー
鵠
N
参
照

（
6
）
　
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
高
関
税
主
義
の
ご
と
き
政
策
変
化
が
ア
メ

　
リ
カ
の
輸
入
依
存
度
の
水
準
の
一
回
限
り
的
変
化
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と

　
も
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
例
え
ば
瞑
窪
q
ρ
》
仁
げ
器
ど
寒
誉
脳
じ
っ
咋
良
跨
、
ミ
噂
ミ
跨
9
譲
脳
蚕
ミ
蜀

　
目
昌
爵
｝
○
諌
a
ρ
一
3
ざ
唱
や
軍
1
一
N
は
対
G
N
P
比
輸
入
依
存
度
は
一
九
四

　
八
年
に
二
・
七
％
の
底
を
つ
き
以
降
漸
増
に
転
じ
た
。
そ
し
て
一
九
七
五
年
に
は

　
三
・
二
％
な
い
し
三
・
五
％
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
マ
ク
ド
ゥ
ガ

　
ル
は
一
九
七
五
年
の
対
G
N
P
輸
入
依
存
度
を
楽
観
的
に
は
一
干
二
％
、
悲
観
的

　
に
は
二
・
三
％
だ
と
二
通
り
に
予
測
し
て
い
る
。
U
O
コ
p
峯
冒
p
o
U
o
一
茜
蟄
一
一
’
ミ
ミ

　
一
寄
蕊
良
0
9
罫
憶
、
、
o
ミ
q
奉
”
い
o
β
山
o
戸
一
〇
鴇
｝
も
つ
N
零
ー
9

（
8
）
り
い
鴫
緯
。
P
、
ミ
＆
凝
ミ
而
ミ
ぎ
・
＆
澤
写
ミ
“
い
o
a
O
P
這
U
ゆ
■

　
小
島
清
書
評
、
世
界
経
済
評
論
、
一
九
五
九
・
一
〇
参
照
．

（
9
）
国
・
〉
、
巴
o
。
一
一
・
一
一
・
謬
β
9
9
眞
矧
、
の
国
8
・
督
一
。
牢
層
Φ
。
’
q
§
＆
♀
、
噸



　
凶
ミ
博
ミ
♪
期
ユ
菖
①
β
げ
鴇
U
聾
≦
自
≦
，
ω
騨
一
言
吐
、

（
1
0
）
ボ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
が
米
・
英
・
独
・
仏
の
貿
易
（
輸
出
＋
輸
入
）
依
存
度
の
時
間
的
変
化
を
検
討
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ

　
れ
の
デ
ー
タ
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
省
く
が
、
他
の
三
国
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
上
の
表
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
の

　
傾
向
観
察
と
若
干
異
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
巧
・
ψ
p
一
凶
国
・
ψ
≦
o
博
言
降
ど
§
ミ
ミ
q
。
詳
韓
恥
『
。
貼
§
亀
O
。
唱
恥
『
§
ミ
§
昏
防
㌧
2
Φ
詣
嶋
。
紬
ぎ

　
一
〇
U
ρ
り
ひ
N
．

　
　
　
　
　
　
　
五
　
輸
入
依
存
度
の
国
際
比
較
（
二
）

　
日
本
と
他
の
代
表
的
工
業
国
五
ヵ
国
の
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
変
化
に
お
い
て
は
わ
れ
わ
れ
が
提
出
し
た
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち

（
イ
）
α
型
期
、
β
型
期
、
7
型
期
と
い
う
世
紀
的
山
型
変
化
の
法
則
の
妥
当
性
、
な
ら
び
に
（
ロ
）
典
型
的
工
業
国
は
、
ぺ
ら
棒
に
育
同

く
も
低
く
も
な
い
一
定
の
最
適
依
存
度
に
到
達
す
る
と
い
う
二
つ
の
命
題
が
、
か
な
り
よ
く
確
証
で
き
た
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
定
時
点
に
お
け
る
世
界
諸
国
の
輸
入
依
存
度
の
横
断
面
比
較
を
試
み
て
も
、
同
じ
法
則
が
検
証
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。

果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
自
身
の
実
証
研
究
に
先
だ
っ
て
、
若
干
の
先
駆
的
見
解
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
簡
単
に
吟
味
し
て

お
き
た
い
。

若
干
の
先
駆
的
見
解

　
第
一
に
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
海
肌
が
あ
げ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
経
済
発
展
に
つ
れ
輸
出
依
存
度
は
漸
減
す
る
と
予
見
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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一
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

る
。
輸
出
と
輸
入
は
長
期
的
に
は
一
致
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
、
輸
入
依
存
度
と
言
い
か
え
て
も
も
と
よ
り
差
支
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
第
二
に
チ
ャ
ン
の
興
味
あ
る
研
究
が
あ
る
。
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
第
二
二
A
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
人
当
り

実
質
所
得
と
輸
入
依
存
度
の
相
関
図
を
画
く
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
る
。
だ
が
各
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
経
済
発
展
段
階
の
遅
れ
た

低
所
得
国
ほ
ど
輸
入
依
存
度
が
低
く
、
発
展
が
進
み
所
得
が
高
ま
る
に
つ
れ
依
存
度
が
高
く
な
る
。
だ
か
ら
「
経
済
発
展
が
進
む
ほ
ど
輸

入
依
存
度
が
漸
増
す
る
」
と
い
う
ゾ
ム
バ
ル
ト
と
は
逆
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
な
お
第
ー
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
一
〇
ヵ
国
で
輸
入
依

存
度
は
一
八
％
か
ら
四
二
％
の
間
に
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、
第
H
グ
ル
ー
プ
は
二
一
ヵ
国
で
六
ー
二
六
％
の
間
に
あ
り
、
ソ
連
と
米
国
は
独

立
の
第
皿
グ
ル
ー
プ
を
な
す
。

　
チ
ャ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
第
二
の
傾
向
は
、
第
二
二
B
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
輸
出
特
化
係
数
と
輸
入
依
存
度
と
の
間
に
は
か
な
り
高

い
正
の
相
関
々
係
が
あ
る
、
つ
ま
り
輸
入
依
存
度
の
大
小
は
輸
出
特
化
の
程
度
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
輸
出
特
化

係
数
は
、
全
輸
出
額
の
う
ち
、
金
額
の
大
き
い
方
か
ら
と
っ
寵
最
初
の
三
つ
の
項
目
ま
た
は
三
つ
の
範
疇
が
占
め
る
割
合
を
い
う
。
ゴ
ム
、

錫
の
ご
と
き
単
一
商
品
の
三
つ
を
と
る
揚
合
と
、
繊
維
類
の
ご
と
き
範
疇
を
と
る
揚
合
と
で
、
著
し
く
結
果
が
異
な
っ
て
き
、
こ
の
輸
出

特
化
係
数
が
国
際
比
較
に
耐
え
え
な
い
程
曖
昧
で
あ
る
こ
と
に
一
つ
の
難
点
が
あ
る
。

　
第
一
三
A
図
、
第
一
三
B
図
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
チ
ャ
ン
の
言
う
程
は
っ
き
り
し
た
傾
向
だ
と
は
受
取
り
難
い
。
別
の
傾
向
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

引
い
た
方
が
フ
ィ
テ
ィ
ン
グ
が
い
っ
そ
う
よ
い
と
さ
え
い
え
る
。
チ
ャ
ン
の
第
一
点
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
キ
ン
ド
ゥ
ル
バ
ー
ガ
ー

は
チ
ャ
ン
よ
り
も
多
い
七
〇
近
く
の
国
の
一
九
五
三
年
に
つ
い
て
（
チ
ャ
ン
の
は
両
大
戦
間
期
間
）
、
一
人
当
り
国
民
所
得
と
輸
入
依
存

度
と
の
相
間
図
を
画
い
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
、
国
民
生
産
物
な
い
し
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％

国
内
生
産
物
に
対
す
る
貿
易
の
割
合
は
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
し
て
一
応
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
法
則
を
承
認
す
る
が
、
相
関
図
の
検
討
に

よ
る
と
、
「
な
ん
ら
強
い
相
関
を
示
し
て
い
ず
」
そ
う
い
う
傾
向
は
は
っ
き
り
と
は
見
出
せ
な
い
と
。
チ
ャ
ン
の
い
う
ゾ
ム
バ
ル
ト
と
は

逆
の
法
則
が
確
証
で
き
な
い
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
結
局
チ
ャ
ン
の
法
則
は
余
り
に
も
少
い
デ
ー
タ
に
基
礎
を
お
く
性
急
な
結
論
だ

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

一
〇
三
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一
つ
の
新
見
解

　
ゾ
ム
バ
ル
ト
（
な
ら
び
に
キ
ン
ド
ゥ
ル
バ
ー
ガ
ー
）
と
チ
ャ
ン
と
の
互
に
相
反
す
る
見
解
も
、
わ
れ
わ
れ
の
立
揚
か
ら
見
れ
ぱ
、
そ
れ

ぞ
れ
真
理
の
一
半
を
物
語
る
も
の
で
、
両
者
は
綜
合
し
う
る
と
い
え
よ
う
。
け
だ
し
わ
れ
わ
れ
の
時
系
列
分
析
に
よ
る
発
見
は
、
経
済
発

展
に
つ
れ
輸
入
依
存
度
は
或
る
段
階
ま
で
急
上
昇
し
（
α
型
期
）
、
つ
い
で
漸
減
に
転
ず
る
（
β
型
期
）
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
第
三

の
7
型
期
へ
の
収
敏
は
わ
れ
わ
れ
の
独
創
で
あ
る
。
い
わ
ば
チ
ャ
ン
は
α
型
期
を
と
ら
え
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
β
型
期
だ
け
を
見
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
輸
入
依
存
度
の
国
際
的
横
断
面
比
較
を
す
る
に
当
っ
て
、
各
国
の
経
済
発
展
段
階
を
何
に
よ
っ
て
把
え
る
か
が
一
つ
の
問
題

で
あ
る
。
チ
ャ
ン
の
輸
出
特
化
係
数
は
一
つ
の
示
唆
で
あ
る
が
難
点
が
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
つ
ま
り
全
輸
入
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ロ

の
う
ち
食
糧
、
原
料
の
輸
入
の
占
め
る
割
合
を
も
っ
て
、
経
済
発
展
段
階
な
い
し
工
業
化
程
度
の
指
標
と
し
た
い
。
一
か
ら
第
一
次
商
品

輸
入
割
合
を
差
引
い
た
も
の
が
、
工
業
品
輸
入
割
合
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
工
業
化
が
進
行
し
、
生
産
が
多
様
化
し
、
均
衡

成
長
コ
ー
ス
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
程
、
工
業
品
輸
入
割
合
が
減
少
し
、
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
工
業
化
の
進

行
程
度
は
輸
出
構
成
の
相
違
に
よ
っ
て
も
把
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
だ
が
工
業
化
の
進
行
は
輸
出
よ
り
は
輸
入
の
面
に
、
い
っ
そ
う

早
く
か
つ
適
確
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
新
興
工
業
が
ま
だ
国
内
向
で
あ
っ
て
輸
出
に
ま
で
進
展
し
て
い
な
く
て
も
、
す
で
に
輸
入
面
に
は

原
料
の
増
大
と
し
て
表
わ
れ
て
こ
よ
う
し
、
米
・
加
・
ス
エ
ー
デ
ン
の
．
こ
と
き
国
で
は
輸
出
面
で
は
第
一
次
生
産
物
が
か
な
り
大
き
な
役

割
を
占
め
続
け
る
に
拘
ら
ず
、
輸
入
構
成
は
い
っ
そ
う
敏
感
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
わ
け
で
、
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
を
横
軸
に
、
輸
入
依
存
度
を
縦
軸
に
と
っ
て
、
一
九
五
二
1
五
五
年
平
均
の
世
界
四
八
力
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成
長
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存
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Grギリシャ　Sスイス　Auオーストリヤ　Itイタリー　Frフランス　Gドイツ
u・K・イギリス　Jap日本　Pakパキスタン　Turトルコ　Inインドネシア　Arア
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国
に
つ
い
て
相
関
図
を
画
い
た
の
が
第
一
四
図
で
あ
り
、
そ
の
デ

ー
タ
ー
は
第
八
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
八
表
を
見
る
と
わ
か
る

の
で
あ
る
が
、
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
は
国
際
商
品
分
類
（
S
I

T
C
）
に
よ
っ
て
求
め
た
が
、
若
干
の
国
（
多
く
は
後
進
国
）
に

つ
い
て
は
国
際
商
品
分
類
を
欠
く
の
で
わ
た
く
し
が
適
当
に
計
算

し
た
。
こ
の
こ
と
が
分
析
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
う
い
う

例
外
国
が
傾
向
線
か
ら
か
け
離
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
さ
れ
た
い
。

ハ
さ
て
結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
時
系
列
分
析
に
お
い
て
得
ら

れ
た
の
と
全
く
同
様
な
、
三
つ
の
山
型
力
ー
ブ
が
画
け
る
。
こ
の

う
ち
（
b
）
カ
ー
ブ
に
沿
う
諸
国
が
典
型
的
な
工
業
国
（
日
本
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
i
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、

ス
イ
ス
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
）
ま
た
は
典

型
的
な
工
業
化
コ
ー
ス
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
国
（
ギ
リ
シ
ャ
、
エ

ジ
プ
ト
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
メ

キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
な
ど
）
で
あ
っ
て
、
一
九
ヵ
国
を
算
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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タイプdタイプC
1 （1｝ 1（2刈 1（1） （2）

5

Buビルマ零22．510，7Dデンマーク32．547，5
Vペネズェデ26…　1・1B・L・ぺ葛宅ジブ、レグ　35，752．8

P　　ペ　　ル　　ー宰　27。6　13，5　Ne　ネーザーランド　48．7　52，0

S．A．南阿連邦ホ30．618．OCe　セイロン。34，055．O
NZ．ニュージーランド33．319，4MマラヤQ66，667．6

Hoホンジュラス22，317，5H香　 港。104，6502
T　　タンガニーカ0　23．9　19．5

1raイラク028．724，8
Gh　　ガ　　ー　　ナQ　33，7　29．4

Pan　　パ　　ナ　　マ0　33．7　　33．1

No　ノールウエイ　　38．6　32．8

Cy　キプロス42・232・9
1c　　アイスラント・　44，7　36．2

　J　ジャマイカ036・4　37・3
Mau　モーリシャス　41，9　45，7

1τ　　アイルランド　42，0　51．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

こ
う
い
う
タ
イ
プ
b
の
諸
国
を
通
じ
て
い
ち
ば

ん
き
れ
い
な
山
型
力
ー
ブ
が
画
け
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
が
ほ
ぼ
五

〇
％
に
達
す
る
ま
で
が
輸
入
依
存
度
の
上
昇
す

る
α
型
に
属
し
、
五
〇
ー
七
〇
％
の
区
間
が
輸

入
依
存
度
の
下
降
す
る
β
型
に
属
し
、
七
〇
％

以
上
に
な
る
と
輸
入
依
存
度
が
余
り
変
化
し

な
い
安
定
的
な
7
型
に
入
る
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
つ
ま
り
横
断
面
比
較
に
お
い
て
も
、
α
・

β
・
7
型
の
山
型
変
化
の
法
則
が
妥
当
す
る
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
二
、
三
の
点
が
注
意
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。
第
一
に
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ー
の
四
ヵ
国
が
最
も
典
型
的
な
工
業
国

と
し
て
、
傾
向
線
の
上
に
き
れ
い
に
な
ら
ぴ
、

ほ
ぼ
同
じ
水
準
の
輸
入
依
存
度
に
到
達
し
て
い



o

　第八表輸入。依存度

タイプb　　lタイプa
1
2
〕

（
1
：

1
2
）

〔
1
1

Co コ　ロ　ン　ビア 169 19．9

Me メ　キ　シ　コ 12．9 23．4

Ha ハ　　イ　　チ栂 13．5 25．5
Gu ガ　テ　マ　ラ＊ 18．0 26．6

A オース　トラリヤ 19．8 27．2

Is イ　スラエル＊ 15．7 296

Ca カ　　ナ　　ダ 22．2 35．1

Fi フィンランド 23．8 428

Sw 　　　一●　エ　ー　7’　ン 23．8 43．1

Por ポルトガル 23．7 45．0

Eg エ　ジ　プ　トQ 24．5 45．4

Gr ギ　リ　シ　ャ 18．9 49．6

S ス　　イ　　ス 25．2 46．4

Au オーストリヤ 23．9 57．2

It イ　タ　リ　ー 16．2 70．7

Fr フ　ラ　ン　ス 13．3 75．2

G ド　　イ　　ツ 16．2 74．6

u，K． イ　ギ　リ　ス 25．2 79．0

Jap 日　　　　本 1ヰ．5 87．9

15．2

216

2ヰ，8

309

33．0

36．0

41．0

51．6

67，4

隠
8
6
％
7
．
5

13．1
6
．
4

10．6

108
3
，
6

バキスタン零

ト　ル　コ

インドネシアo

アルゼンチン

フィリビン
イ　ン　ド＊

フフンノレ
ユーゴスヲピヤ

アメリカ合衆国

Pak

Tur
In
鉱
・
翫
Y
u
s

（1）欄　1952－55年平均輸入依存度（％）

（2）欄　1952－55年平均第1次商晶輸入割合

　　　　（％）すなわち・第1次商品輸入＾全

　　　　輸入・但し第1次商品輸入はSITC
　　　　の5，6，7，8（エ業品）以外のもので

　　　　ある。

　　＊　国際商品分類によらないものo

　　O　若干ずれているか・1・2年のデータ

　　　　によったものo

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

る
こ
と
で
あ
る
。
均
衡
成
長
コ
ー
ス
、
7
型
期

に
達
す
ち
と
或
る
限
ら
れ
た
値
の
最
適
輸
入
依

存
度
に
収
敏
し
、
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
い

う
わ
れ
わ
れ
の
推
論
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
も

う
一
つ
の
最
も
典
型
的
な
工
業
国
イ
ギ
リ
ス
だ

け
が
か
け
離
れ
て
高
い
輸
入
依
存
度
で
あ
る
こ

と
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
既
に
述

べ
た
如
き
イ
ギ
リ
ス
の
資
源
基
盤
と
歴
史
的
世

界
貿
易
地
位
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

カ
ナ
ダ
と
ス
エ
ー
デ
ン
は
、
時
系
列
分
析
で
は

β
型
期
に
あ
る
と
判
定
し
た
の
に
、
こ
こ
で
は

α
型
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
、
矛
盾
と
感
ぜ
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
両
国
が
豊
富
な
資
源
基

盤
を
も
つ
た
め
に
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
が
小

さ
く
な
る
の
だ
と
了
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ

（
6
）
う
。
第
三
に
、
コ
・
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
4
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一
〇
八

ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
諸
国
が
、
日
本
や
ド
イ
ッ
と
同
じ
よ
う
な
発
展
コ
ー
ス
を
と
り
、
輸
入
依
存
度
の
山
型
変
化

を
と
げ
る
で
あ
ろ
う
と
、
予
測
で
き
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
が
ら
だ
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
（
a
）
　
カ
ー
ブ
に
沿
う
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
四
力
国
で
最
も
よ
く
代
表
さ
れ
る
大
陸
的
資
源

基
盤
を
も
つ
国
々
の
輸
入
依
存
度
の
傾
向
線
だ
と
解
し
え
よ
う
。
ほ
か
に
パ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
と

ソ
連
圏
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ヤ
が
同
じ
タ
イ
プ
a
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
国
際
収
支
困
難
や
ソ
連
圏
に
属
す
る
こ
と
か
ら
輸
入
制
限

が
強
く
、
た
め
に
低
い
輸
入
依
存
度
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
む
し
ろ
タ
イ
プ
b
に
属
す
る
国
々
で
あ
ろ
う
。

　
（
c
）
　
カ
ー
ブ
に
沿
う
一
六
力
国
は
、
植
民
地
で
あ
る
か
、
永
く
植
民
地
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
著
し
く
小
さ
い
国
か
で
あ
っ
て
、

モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
的
特
化
国
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
輸
入
依
存
度
が
著
し
く
高
い
。
だ
が
そ
れ
ら
が
す
べ
て
第
一
次
商
品
輸
入
割

合
五
〇
％
以
下
に
あ
り
、
α
型
の
特
色
を
な
す
上
昇
傾
向
線
に
沿
っ
て
ち
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、
興
味
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の

諸
国
が
工
業
化
を
始
め
そ
れ
を
進
行
さ
せ
る
な
ら
ば
、
点
線
で
示
し
た
よ
う
な
β
型
期
に
や
が
て
転
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
以
上
の
一
一
ぢ
の
傾
向
線
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
若
干
の
国
が
見
出
せ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ネ
ー
ザ
ー

ラ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
と
」
図
示
し
て
い
な
い
マ
ラ
ヤ
、
香
港
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
タ
イ
プ
d
の
諸
国
は
中
継
港
的
性
格
が
強
く
、
た
め

に
本
来
（
b
）
カ
ー
ブ
に
沿
う
べ
き
．
で
あ
ろ
う
の
に
、
そ
れ
よ
り
は
著
し
く
高
い
輸
入
依
存
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
香
港
の
ご
と

き
は
。
一
〇
〇
％
以
上
の
輸
入
依
存
度
に
な
る
の
で
あ
る
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
要
す
る
に
、
資
源
基
盤
や
歴
史
的
世
界
貿
易
地
位
の
相
違
に
基
づ
き
、
三
つ
な
い
し
四
つ
の
タ
准
プ
に
分
か
れ
、
輸
入
依
存
度
の
全
体

の
水
準
の
間
に
か
な
り
の
ち
が
い
が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
各
タ
イ
プ
の
内
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
輸
入
依
存
度



山
型
変
化
の
法
則
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
α
、
β
、
7
各
型
に
属
す
る
国
々
に
つ
い
て
、
同
一
類
型
に
属
す
る
国

の
相
互
間
で
は
同
質
的
競
争
関
係
に
陥
り
、
異
る
類
型
の
間
で
は
異
質
的
補
完
関
係
が
生
れ
る
と
か
、
諸
国
経
済
発
展
の
シ
ー
ソ
i
・
ゲ

ー
ム
に
つ
れ
て
そ
う
い
う
関
係
が
い
か
に
変
っ
て
い
く
か
と
い
う
ご
と
き
、
世
界
経
済
の
異
質
化
と
同
質
化
に
関
す
る
興
味
あ
る
分
析
が

可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
国
が
7
型
期
に
到
達
し
た
と
き
に
国
際
分
業
は
い
か
な
る
姿
を
と
る
で
あ
ろ
う
か
。
世
界
貿
易
の
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

来
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

英
・
独
・
日
の
比
較

　
英
・
独
・
日
は
い
ず
れ
も
す
で
に
均
衡
成
長
コ
ー
ス
、
7
期
に
入
っ
た
典
型
的
工
業
国
で
あ
り
、
多
く
の
類
似
す
る
性
格
を
も
っ
て
い

る
。
従
っ
て
そ
の
相
互
比
較
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
た
て
た
日
本
の
最
適
輸
入
依
存
度
一
六
・
○
％
と
い
う
超
長
期
予
測
の
妥
当
性
が
、

国
際
比
較
か
ら
も
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
判
定
に
よ
る
と
最
適
輸
入
依
存
度
は
一
応
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
四
二
％
、
ド
イ
ツ
は
一
七
二
％
、
日
本
は
一
六
・
○
％
で

あ
っ
た
。
こ
の
相
違
の
原
因
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
第
一
に
、
三
国
間
の
経
済
発
展
段
階
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

産
業
構
造
の
相
違
か
ら
生
ず
る
で
あ
ろ
う
輸
入
依
存
度
の
ち
が
い
は
、
そ
う
大
き
く
は
な
い
、
い
な
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
判

断
す
る
。
た
し
か
に
日
本
の
方
が
現
在
で
は
重
化
学
工
業
化
が
や
や
立
遅
れ
て
い
る
。
だ
が
日
本
が
一
九
七
〇
ー
八
○
年
に
到
達
す
る
状

態
と
英
・
独
の
現
状
と
は
そ
う
違
い
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
三
国
と
も
こ
れ
程
ま
で
に
生
産
が
多
様
化
し
て
い
る
以
上
、
－
重
化
学
工
業
比

重
の
若
干
の
相
違
が
大
き
な
影
響
を
も
つ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
三
国
間
の
輸
入
依
存
度
開
差
の
最
大
原
因
は
食

　
　
　
　
　
経
箔
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



（％）第九表　食糧輸入依存度の国際比較

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究

日 本 ド イ ツ イ ギ　リ ス

年

M／y Fμ F／y 盟／r Fμf F／y ハ1／r Fμ F／r

1951 17．0 21．5 37 15．6 33．6

1952 147 319
4
．
7

16．1 30．3 4．9 27．5 32．5
8
．
9

ユ953 157 27．8
4
．
3

14．8 28．5 4．6 24．7 36．3
9
．
0

1954 14．4 29．7 4．3 16．4 29．4 4．8 23．3 36．4
8
．
5

1955 136 29．0
3
．
9

18．1 24．6 4．5 25．4 34．2
8
．
7

1956 15．9 20．1
3
．
2

18．8 26．4
5
．
0 236 34．4

8
．
1

1957 203 151 31 197 255 50 234 338 79

36，724．3
2
．
5

12．8　1　1971958

5｝「一国民所得．M一全輸入額．F一食糧輸入額，F／7一食糧輸入依存度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

糧
輸
入
依
存
度
の
ち
が
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
重
要
性
は
は
る
か
に
小
さ
く
な

る
が
、
工
業
原
材
料
の
資
源
基
盤
の
ち
が
い
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
他
に
、

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
歴
史
的
世
界
貿
易
地
位
の
優
位
性
を
考
慮
に
い
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
三
国
の
食
糧
輸
入
依
存
度
を
し
ら
べ
る
と
第
九
表
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九

五
二
－
五
七
年
平
均
を
と
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
八
・
五
％
、
ド
イ
ツ
は
四
．
八
％
、
日

本
は
三
・
九
％
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
独
・
日
と
の
間
に
格
段
の
開
き
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
（
一
）
ド
イ
ツ
の
最
適
輸
入
依
存
度
一
七
・
一
％
か
ら
独
．

日
間
の
食
糧
輸
入
依
存
度
開
差
O
・
九
％
を
差
引
く
と
一
六
・
二
％
に
な
り
、
わ
れ
わ

れ
の
予
測
一
六
％
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
（
二
）
イ
ギ
リ
ス
の
最
適
輸
入
依
存
度
二
四
．

一
％
か
ら
英
・
独
間
の
食
糧
輸
入
依
存
度
開
差
三
・
七
％
を
差
引
く
と
二
〇
．
四
％
に

な
る
。
こ
れ
は
日
本
の
最
適
輸
入
依
存
度
一
六
・
O
％
ま
た
日
・
独
食
糧
輸
入
依
存

度
開
差
で
修
正
し
た
ド
イ
ツ
の
依
存
度
一
六
・
二
％
に
比
べ
四
・
四
％
な
い
し
四
．
二

％
つ
ま
り
約
⊥
4
が
た
高
い
。
日
・
独
に
比
ぺ
⊥
4
だ
け
割
高
な
依
存
度
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
も
つ
有
利
な
世
界
貿
易
地
位
に
基
づ
く
分
だ
と
考
え
う
る
。

　
結
局
、
食
糧
輸
入
依
存
度
の
ち
が
い
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
も
つ
有
利
な
世
界
貿
易
地



位
と
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、

の
で
あ
る
。

一
六
％
と
い
う
日
本
の
最
適
輸
入
依
存
度
の
予
測
値
は
国
際
比
較
か
ら
見
て
も
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
る

註
（
－
）
名
①
旨
①
殊
ω
。
善
舞
隔
曽
c
も
b
§
題
ぎ
ミ
禽
§
馨
鼻
§
鯉
き
寒
§
§
§
§
～
罫
菩
§
画
ミ
る
①
ユ
一
p
一
8
い
る
富
マ
ド

（
2
）
、
一
、
。
。
。
9
箋
○
げ
き
α
『
も
覧
魯
＆
歳
ミ
§
。
ミ
匂
き
§
切
匙
§
艶
蔓
、
趣
§
ミ
漁
9
ヨ
窪
凝
ρ
一
獣
ど
署
・
N
轟
－
穽

（
3
）
9
鴛
一
①
ω
り
」
｛
一
一
色
＄
。
茜
。
き
肉
8
蓉
謎
q
U
馬
竃
N
§
§
§
1
2
9
く
＜
o
貸
一
3
。
。
も
や
一
N
一
－
旨
曾

　
（
4
）
　
わ
た
く
し
の
知
る
限
り
、
ア
｝
の
ほ
か
に
≦
甲
¢
勢
一
一
自
国
’
ψ
ダ
、
o
旨
一
島
吋
ど
蚕
ミ
ミ
9
ミ
ミ
箋
寵
9
き
亀
q
S
巽
§
ミ
蕊
漁
2
Φ
≦
属
9
ぎ
這
蜜
｝

　
　
b
唱
ひ
U
ー
ひ
o
o
に
お
け
る
一
人
当
り
国
民
所
得
と
貿
易
（
輸
出
十
輸
入
）
依
存
度
の
相
関
関
係
の
研
究
が
あ
る
。
六
一
ヵ
国
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る

　
　
が
、
調
査
年
が
経
済
復
興
の
す
ま
な
い
一
九
四
九
年
で
あ
る
こ
と
に
一
つ
の
欠
点
が
あ
る
。
だ
が
そ
こ
噂
、
は
っ
き
り
し
た
直
線
一
次
の
相
関
関
係

　
　
は
見
出
せ
な
い
が
、
一
つ
の
山
型
カ
ー
プ
（
ボ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
は
騨
げ
o
一
一
－
静
S
巴
2
暑
①
一
ぎ
Φ
と
い
う
）
に
よ
っ
て
代
表
で
き
そ
う
だ
と
指
摘

　，

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
以
下
の
わ
た
く
し
の
研
究
の
方
が
は
る
か
に
よ
い
結
果
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
・

　
（
5
）
　
ホ
フ
マ
ン
が
算
出
し
て
い
る
「
消
費
財
工
業
対
生
産
財
工
業
の
比
率
」
の
ご
と
き
も
の
を
経
済
発
展
段
階
の
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
興
味

　
　
あ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
≦
●
9
田
○
塾
一
β
旨
P
瞬
．
ぎ
Q
き
さ
罫
県
穿
§
無
註
＆
肉
。
§
o
蕃
ざ
漁
冒
き
o
富
馨
①
び
一
凛
α
，
参
照
。

　
（
6
）
　
．
一
れ
に
く
ら
べ
て
、
日
本
の
第
一
次
商
品
輸
入
割
合
が
最
大
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
資
源
基
盤
の
貧
弱
さ
に
基
づ
く
で

　
　
あ
ろ
う
が
、
製
品
輸
入
の
厳
重
な
制
限
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
　
本
稿
脱
稿
後
、
ω
一
ヨ
8
囚
β
N
屋
9
が
近
著
じ
o
音
卜
器
盲
還
偽
§
肉
馬
§
。
ミ
母
Q
き
§
訓
臼
富
悶
器
①
b
お
誘
9
2
窪
o
O
ρ
崔
首
O
置
G
＄
鳩

　
b
9
9
お
く
に
お
い
て
、
貿
易
依
存
度
の
国
際
比
較
を
試
み
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
貿
易
依
存
度
（
8
器
蒔
昌
＃
器
o
旨
訂
o
）

　
と
い
う
の
は
、
（
輸
入
＋
輸
出
）
／
（
国
民
所
得
十
輸
入
）
つ
ま
り
物
資
の
総
入
手
量
に
対
す
る
貿
易
の
割
合
で
あ
り
、
か
つ
す
ぺ
て
時
価
で
算
出
さ

　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



表（イ）　クロス・セクションの比較

一
橋
大
学
研
究
年
報

1938－39 1950－54
A　国のグループ
（人口規模の順）

人口（百万人） 貿易依存度 人口（百万人） 貿易依存度

1 135．4・ 0．17 103．9 0．21

H 16．2 0．24 22．0 0．24

皿

7
．
3

O．31 10．4 0．41

w
3
．
7

0．38

5
．
3

O．41

V
1
．
5 0．38

2
．
7

0．41

w 0．8 0．41 経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

　
　
　
　
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
計
算
と
は
若
干
異
な
る
。
重
要
な
二
表
だ
け
を
抜
き
書
き
し
て
お
ア
）
う
。
わ

　
　
　
　
れ
わ
れ
の
よ
う
に
輸
入
依
存
度
の
世
紀
的
山
型
変
化
の
法
則
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ

　
　
　
　
は
む
し
ろ
国
の
大
き
さ
の
相
違
が
生
む
貿
易
依
存
度
の
ち
が
い
を
強
調
し
て
い
る
。
だ
が
表
（
イ
）
の

　
　
　
　
B
に
よ
る
と
、
中
間
国
（
一
九
三
八
ー
三
九
年
の
グ
ル
ー
プ
皿
、
一
九
五
〇
1
五
四
年
の
グ
ル
ー
プ
W
）

　
　
　
　
が
例
外
を
な
す
が
そ
れ
を
除
く
と
、
下
か
ら
上
に
、
所
得
水
準
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
貿
易
依
存
度
が

　
　
　
　
漸
増
し
グ
ル
ー
プ
ー
に
お
い
て
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
中
間
国
は
例
外
で
は

　
　
　
　
な
く
二
つ
の
山
で
あ
っ
て
、
二
つ
に
大
分
類
で
き
る
国
々
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
山
型
変
化
が
発
生
し
て

　
　
　
　
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
表
（
ロ
）
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー

　
　
　
　
ク
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
な
ど
の
輸
入
依
存
度
は
山
型
変
化
を

　
　
　
　
明
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

六
　
最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論

　
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る
日
本
の
輸
入
函
数
、
英
・
独
・
米
・
カ
ナ
ダ
・
ス
エ
ー
デ
ン
の
世
紀

的
輸
入
依
存
度
変
化
、
約
四
〇
ヵ
国
の
戦
後
輸
入
依
存
度
の
横
断
面
比
較
、
こ
れ
ら
一
連
の
実

証
研
究
か
ら
わ
た
く
し
は
一
つ
の
結
論
を
得
た
。
そ
れ
は
、
第
七
図
に
示
し
た
ご
と
き
国
民
所

得
と
輸
入
と
の
相
関
か
ら
得
ら
れ
る
輸
入
曲
線
は
世
紀
的
S
型
カ
ー
ブ
を
画
き
、
そ
れ
を
輸
入

依
存
度
の
変
化
に
画
き
直
す
と
、
第
四
図
の
よ
う
に
山
型
力
i
ブ
（
但
し
右
の
裾
野
の
方
が
高



経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

B　一人当り所
　　　得の順

I
H
m
W
V
W

1938－39

一人当り所
得（＄）

429

214

106

66

44

貿易依存度

0，29

0．32

0．29

0．36

0．24

1950－54

一人当り所
得（＄）

1，021

　514

　291

　200

　115
　　67

貿易依存度

0，35

0，41

0，40

0．24

0．38

0．26

表（ロ）時系列比較

i輸　入輸　出貿　易依存度依存度依存度
輸　入輸　出貿　易’
依存度依存度依存度

イギリス

1　1831，36ヲ41

2　1841，46，51

31851，60
4　1860，67，70

5
6
7
8
Q
／
0
1

　
　
　
　
　
1
1

1870－79

1880－89

1890－99

1900－09

1920－29

1930－39

1945－52

フフンス

12　1841－50

13　1S51－60

14　1861－70

15　1871－80

16　1881－90

17　1891－1900

18　1901－10

19　1920－28

20　1929－38

21　1946－51

O．12

0。14

0、16

0．23

0．26

0．29

0．24

0．24

0，23

0．17

0．18

0。08

0．12

0．15

0．16

0．18

0．15

0．17

0．28

0，14

0．15

0．09

0．11

0．13

0．16

0．20

0．26

0．16

0．17

0．17

0．10

0．14

0．08

0．13

0．16

0。15

0，15

0．15

0．16

0．21

0、10

0．10

0．21

0．25

0．29

0．39

0．46

0．55

0．40

0．41

0，40

0．27

0．32

0．16

0．25

0．31

0．31

033

0．30

0，33

0．49

0．24

0．25

オフ

ラ
ヨ
3
4
一
」
〆
D
7

ワ
臼
ワ
臼
2
2
ワ
解
2

一ンダ

1900－08

1909－18

1919－28

1929－38

1944－53

1950－54

デンマーク

8
9
0
1
2
3
4
5
6

2
2
3
3
3
3
3
3
3

1870－78

1879－88

1889－98

1899－1908

1909－18

1919－28

1929－38

1944－53

1950－54

ノルウェー

37　1900－08

38　1909－18

39　1919－28

40　1929－38

0．56

0．47

0．31

0．24

0，34

0，35

0，24

0．26

028

0，31

0．25

0．26

0，22

0．20

0，25

0。21

0．24

0．23

0，16

0、46

0，38

0．20

0．17

0．25

0．28

0．19

0．19

0，21

0，25

0，22

0，21

0．18

0，17

0．20

0，14

0．15

0．12

0、12

1．01

085

Q，51

041

0．59

0．62

043

0，44

0，49

057

0．47

0，47

0，40

0，37

0，45

0，35

039

0，35

0．28



騰轟存麟存盆r 輸入輸　出贋　易
依存度依存度依存度

41　1946－53

42　1950－54

0．22　　　0，13　　　0．34　　64　1879－88

0．22　　0，14　　0。36　　65　1889－98

0．06　　　007　　　013

0，05　　　0．07　　　0．13

　　　　　　　〆
スエー7’ン

43　1861－68

44　1869－78

45　1879－88

46　1889－98

47　1899－1908

48　1909－18

49　1919－28

50　1929－38

51　1939－48

52　1944－53

53　1950－54

0．12

0，17

0．19

0．19

0．19

0．15

0．16

0．14

0．12

0，15

0，17

0，11

0．14

0．15

0．16

0．14

0．17

0．14

0．13

0，09

0，13

0．13

0．22

0．31

0．35

0．35

0。33

0．32

0．30

0，27

0，21

0．28

0．30

661899－1908 0．05 0．07 012

671909－18 0．05 009 0．14

681919－28 0．05 007 0．12

691929－38 0．04 004． 008

701944－53 0．04 O．06 011

711950－53 0．04 0．06 0．10

カナダ

　
4
5
6

イ
5
5
5

タリー

1864－73

1874－83

1884－93

0．11

0．12

012

0．09

0．11

008

O．20

0．22

020

2
3
4
5
6
7
8
9
0

7
7
7
7
7
7
7
7
8

1870－79

1880－89

1890－99

1900－09

1910－19

1920－29

1930－39

1945－54

1950－54

0．20

0．15

0．12

0．19

0．21

0．15

0．12

0，15

0，15

0．15

0．14

0．13

0．17

0．23

017

014

0．16

0，15

0．34

0．29

025

0，36

044

0．32

026

0．31

030

1
　
　
8
　
　
一
〇
　
Q
／
　
8
　
　
7
　
　
0
1
　
　
ー
　
　
ワ
】
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
？
一
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇

6
　
　
Q
〆
　
－
　
　
『
∂
　
　
3
　
　
3
　
　
8
0
　
　
0
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

く
》
　
9
　
　
3
　
　
3
　
　
β
0
　
　
4
　
　
2
0
　
　
0
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

U
　
　
2
　
　
6
　
　
5
　
　
弓
！
　
　
7
　
　
1
∠
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
U
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

4
1
0

δ
　
　
0
　
　
1
　
　
∩
ソ
　
　
7
　
　
1
　
　
Q
／
U
　
　
1
　
　
1
　
　
0
　
　
0
　
　
1
　
　
0
り
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

7
0
0

Z
　
　
2
　
　
5
　
　
5
　
　
0
　
　
6
　
　
3
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
1
　
　
1
U
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

7
0
0

　
7
8
力
弘
　
6
リ
　
8
　
ー
メ
ァ
6
3
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四



く
水
平
で
あ
る
）
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
α

　
第
七
図
の
S
型
力
ー
ブ
ヘ
の
接
線
は
限
界
輸
入
性
向
を
あ
ら
わ
す
。
原
点
0
か
ら
S
型
力
ー
ブ
の
各
点
べ
引
い
た
直
線
の
ス
・
ー
プ
が

平
均
輸
入
性
向
な
い
し
輸
入
依
存
度
を
あ
ら
わ
し
、
そ
れ
が
第
四
図
に
画
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
も
う
少
し
詳
し
く
い
う
と
、

限
界
に
し
ろ
平
均
に
し
ろ
輸
入
性
向
と
い
う
も
の
は
、
低
い
水
準
か
ら
急
速
に
上
昇
す
る
α
型
期
、
輸
入
性
向
が
最
高
に
達
し
て
か
ら
逓

減
に
転
ず
る
β
型
期
、
こ
の
両
者
を
経
た
後
不
変
の
一
定
値
の
輸
入
性
向
を
も
つ
よ
う
に
な
る
7
型
期
に
入
る
と
い
う
、
三
段
階
の
世
紀

的
変
化
を
経
過
す
る
と
判
断
し
た
い
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
最
後
の
7
型
期
に
お
い
て
一
定
値
に
収
倣
し
た
輸
入
性
向
（
そ
こ
で
は
平
均

と
限
界
が
一
致
す
る
）
を
世
紀
的
最
適
輸
入
依
存
度
と
見
た
い
の
で
あ
る
。

　
本
節
は
、
実
証
研
究
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
に
伴
う
輸
入
性
向
の
世
紀
的
変
化
を
、
理
論
的
に
裏
づ
け
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
理
論
的
分
析
の
基
本
的
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
第
七
図
に
示
さ
れ
る
ご
と
き
曲
線
を
、
総
輸
入
費
用
曲
線
（
↓
9
筥

H
日
宕
旨
O
o
馨
○
偉
辱
Φ
）
、
つ
ま
り
国
民
所
得
（
r
）
と
い
う
産
出
物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
コ
ス
ト
な
い
し
投
入
物
と
し
て
の
輸
入
（
κ
）

の
変
化
を
あ
ら
わ
す
曲
線
と
み
な
し
、
こ
れ
を
企
業
の
総
費
用
曲
線
（
↓
9
毘
O
o
馨
○
馬
お
）
と
類
比
さ
せ
て
、
理
論
化
す
る
の
で
あ

駕　
も
と
よ
り
輸
入
依
存
度
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
原
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
輸
入
を
国
民
所
得
で
割
っ
た
商
で
あ
り
、
単
な
る

結
果
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
わ
た
く
し
の
知
る
限
り
、
最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論
と
い
う
ご
と
き
も
の
は
、
殆
ん
ど
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
の
欠
陥
を
補
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
国
民
経
済
を
一
つ
の
企
業
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
外
界
か
ら
購
入
す
る
投
入
物
、

つ
ま
り
輸
入
と
い
う
コ
ス
ト
を
最
小
に
し
て
一
定
の
国
民
所
得
を
産
出
す
る
と
か
、
逆
に
言
え
ば
一
定
の
輸
入
に
よ
っ
て
極
大
の
国
民
所

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
一
五



　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
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経
済
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

得
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
な
ん
ら
か
の
合
理
的
行
動
が
と
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
い
う
合
理
的
行
動
原
理
の
発
見
こ
そ
最
適
輸
入
依
存

度
の
理
論
の
ね
ら
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註
（
1
）
　
こ
う
い
う
着
想
は
次
に
見
出
さ
れ
る
。
ロ
ユ
o
げ
の
o
げ
昌
o
箆
雪
㌦
．
q
び
震
Φ
言
蒔
①
O
旨
け
象
冨
の
Φ
ロ
①
ぎ
曾
い
①
げ
お
く
o
β
≦
一
旨
8
げ
鑑
房
ξ
Φ
鎧
．
、

　
　
一
隷
N
§
母
身
簿
§
§
。
ぎ
勉
臥
ま
ミ
“
お
国
繕
国
Φ
津
一
”
一
8
G
。
”
℃
や
訟
R
そ
の
簡
単
な
紹
介
は
次
に
あ
る
。

　
　
　
岡
倉
伯
士
『
国
際
貿
易
理
論
』
一
九
五
九
、
九
〇
1
九
五
頁
。

　
　
　
な
お
冒
8
げ
く
旨
Φ
き
の
婁
§
亀
き
“
ぎ
臼
富
o
遷
＆
』
§
零
§
＆
＆
蓉
N
↓
養
詩
”
一
〇
鴇
｝
○
冨
℃
」
〆
図
ゆ
は
、
国
際
貿
易
政
策
の
諸
問
題
は
結

　
　
局
、
所
与
の
所
得
を
獲
得
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
極
小
に
す
る
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
所
与
の
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
極
大
の
所
得
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ

　
　
る
こ
と
を
、
．
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
企
業
の
揚
合
、
利
極
率
極
大
化
が
目
標
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
、
「
貿
易
か
ら
の
利
益
率
」
を
極
大
化
す
る
こ
と
が
目
標
と
な

　
　
る
の
で
あ
る
Q

　
（
2
）
　
拙
著
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
一
九
五
八
、
四
五
頁
以
下
に
お
い
て
最
適
輸
入
依
存
度
と
い
う
言
葉
を
用
い
若
干
の
展
開
を
試
み
た
。
こ
れ

　
　
に
対
し
て
麻
田
四
郎
教
授
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
恵
ま
れ
た
（
同
教
授
の
拙
著
書
評
、
小
樽
商
大
「
商
学
討
究
」
一
九
五
九
年
三
月
、
八
五
－
六
頁
）
。

　
　
こ
の
コ
メ
ン
ト
が
、
最
適
輸
入
依
存
度
の
理
論
を
展
開
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
、
わ
た
く
し
へ
の
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
感
謝

　
　
し
た
い
。

基
本
輸
入
費
用
曲
線

　
日
本
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
か
ら
、
長
期
輸
入
函
数
、
一
ろ
位
の
長
期
函
数
を
貫
く
超
長
期
輸
入
函
数
、
い
く
つ
か
の
超
長
期
函
数
の

全
体
に
わ
た
る
も
の
と
し
て
の
世
紀
的
輸
入
函
数
の
三
種
類
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
最
初
の
長
期
輸
入
函
数
が
基
本
と
な
る
の
で
、



そ
れ
を
基
本
輸
入
費
用
曲
線
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
他
の
超
長
期
な
ら
ひ
に
世
紀
的
輸
入
函
数
は
、
構
造
変
動
に
よ
る
基
本
（
長
期
）
函

数
の
シ
フ
ト
を
媒
介
と
し
て
、
連
結
し
複
合
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
国
民
経
済
全
体
の
技
術
体
系
な
い
し
生
産
函
数
と
い
う
も
の
が
措
定
し
う
る
（
そ
れ
は
極
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
）
と
す
れ
ば
、

特
定
の
国
民
経
済
的
生
産
函
数
の
下
に
お
け
る
輸
入
行
動
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
、
基
本
（
長
期
）
輸
入
函
数
で
あ
る
。
最
初
の
基
本
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

函
数
と
次
の
そ
れ
と
の
ち
が
い
は
、
構
造
変
動
に
よ
っ
て
違
っ
た
国
民
的
生
産
函
数
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
の
生

　
　
（
1
）

産
費
分
析
に
お
け
る
短
期
と
長
期
の
区
分
が
、
耐
久
的
資
本
設
備
一
定
な
る
期
間
を
短
期
と
し
そ
れ
が
可
変
な
る
期
間
を
長
期
と
み
る
こ

と
と
対
応
す
る
の
で
あ
る
が
、
区
分
の
原
因
と
か
基
準
は
若
干
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
企
業
に
お
い
て
は
、
採
用
す
る
固
定
資
本

設
備
の
大
き
さ
と
か
性
質
に
よ
っ
て
企
業
的
基
本
生
産
函
数
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
揚
合
に
は
、
国
民
経
済
が

ど
の
よ
う
な
産
業
を
い
か
な
る
割
合
で
も
と
う
と
す
る
か
（
産
業
構
造
）
、
ま
た
各
産
業
で
い
か
な
る
生
産
技
術
を
採
用
す
る
か
と
い
う
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

民
経
済
全
体
の
技
術
体
系
に
よ
っ
て
、
国
民
的
生
産
函
数
が
、
そ
し
て
ま
た
基
本
輸
入
函
数
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
企
業
の
費
用
分
析
に
お
け
る
生
産
費
の
分
類
と
、
国
民
経
済
の
輸
入
費
用
分
析
に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
応
関
係
を
検
討
し
て
お

こ
う
。
ま
ず
企
業
の
費
用
分
析
に
お
い
て
は
、
通
常
、
不
変
費
、
比
例
的
可
変
費
、
不
比
例
的
可
変
費
に
分
類
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
不
変
費
は
生
産
量
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
し
て
い
る
費
用
を
い
い
、
資
本
設
備
の
減
価
償
却
費
、
電
灯
料
、
地
代
、
建
物
の

保
険
料
な
ど
が
通
常
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
比
例
的
可
変
費
は
、
生
産
量
と
正
比
例
的
に
変
化
す
る
費
用
で
、
原
料
代
が
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
不
比
例
的
可
変
費
は
、
生
産
量
に
応
じ
て
変
化
す
る
が
必
ず
し
も
正
比
例
的
で
な
い
費
用
で
、
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
が
最

も
代
表
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ヒ
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一
一
八

　
国
民
所
得
（
y
）
と
い
う
産
出
物
を
生
産
す
る
に
つ
い
て
の
輸
入
費
用
（
κ
）
の
区
分
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
日
本
σ
揚
合

　
　
　
　
（
3
）

を
念
頭
に
お
き
、
企
業
に
お
け
る
三
区
分
に
対
応
す
る
も
の
を
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
食
糧
輸
入
は

不
変
費
に
近
い
性
格
を
も
つ
最
も
大
き
な
項
目
で
あ
ろ
う
。
食
糧
輸
入
は
国
内
生
産
の
豊
凶
に
よ
る
不
規
則
な
変
動
を
来
し
易
い
が
、
基

本
輸
入
函
数
が
カ
バ
ー
す
る
一
期
間
内
で
は
割
合
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
額
に
保
た
れ
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
食
糧
の
外
に
不
変
輸
入
費

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
パ
テ
ン
ト
代
、
外
資
に
対
す
る
償
却
と
利
払
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ら
は
日
本
で
は
少
額
に
止
ま
る
。

第
二
に
、
比
例
的
可
変
費
と
考
え
う
る
も
の
の
代
表
は
、
半
製
品
を
含
め
た
原
材
料
輸
入
で
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
比
例
的
に
変
化
す

る
け
れ
ど
も
、
そ
う
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
不
比
例
的
に
な
る
理
由
の
一
つ
は
在
庫
投
資
の
不
規
則
な
変
化
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
基
本
輸
入
函
数
の
妥
当
す
る
一
期
間
内
で
も
、
期
首
に
は
原
材
料
輸
入
が
比
例
以
上
に
増
加
す
る
が
、
や
が
て
国
内
で

の
原
材
料
生
産
が
適
応
し
て
増
加
す
る
と
か
、
原
材
料
使
用
の
節
約
が
可
能
に
な
る
と
か
に
よ
っ
て
、
比
例
以
下
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う

し
、
そ
れ
と
は
逆
に
期
首
に
は
比
例
以
下
の
原
材
料
輸
入
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
が
、
や
が
て
国
内
資
源
の
収
穫
逓
減
に
直
面
し
て
、
比
例

以
上
に
増
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
比
例
的
輸
入
費
と
し
て
考
え
ら
れ
う
る
も
の
に
、
最
終
製
造
消
費
財
が
あ
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
よ
う
。
こ
れ
は
国
民
所
得
の
変
化
と
比
例
的
に
変
化
す
る
強
い
傾
向
を
も
つ
。
消
費
財
輸
入
を
国
民
所
得
と
い
う
産
出
物
生
産
の
た
め

の
費
用
と
み
る
こ
と
に
は
異
論
が
提
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
労
働
力
の
再
生
産
を
も
含
む
国
民
所
得
の
生
産
過
程
を
措
定
す
れ
ば
、

消
費
財
輸
入
も
一
つ
の
費
用
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
理
論
的
に
は
企
業
に
お
け
る
と
全
く
同
様
に
次
の
よ
う
な
輸
入
費
用
分
析
が
可
能
と
な
る
。
い
ま
健
“
圖
卑
思
お
（
鰍
任
画
）
、

苺
睦
誘
堺
＞
躍
｝
さ
”
引
澱
欝
＞
器
｝
§
目
詐
室
墨
■
澱
蔀
＞
躍
｝
ぎ
1
1
引
詐
さ
、
O
国
澱
欝
＞
躍
｝
融
』
H
u
マ
ヌ
隣
Y
7
　
と
す
る
と
、



ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
”
1
十
淘
十

る
こ
と
を
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
ー
旺
渇
十

　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
＆

　
　
　
魚
避
罫
＞
躍
（
自
，
§
9
）

　
　
　
　
　
馨
－
或
健
）
　
款

　
　
　
　
　
健
　
　
　
　
璽
　
　
　
　
噂

が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
（
2
）
式
か
ら
、

謬
聲
》
爆
（
肺
．
奉
o
。
）
囲
贈

　
　
蓉
旺
§
（
喫
）
口
融
＋
鳶
十
薄
ω
（
噌
）

飼
軸
堺
＞
躍
（
奏
碁
o
，
）

　
　
匙
§
　
　
　
“
聾
（
璽
）
：
：
：

－
（
一
）

－
（
N
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
限
界
輸
入
費
が
い
か
に
変
動
す
る
か
は
不
比
例
的
可
変
輸
入
費
§
の
限
界
的
変
化
に
依
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
も
と
よ
り
各
種
の
輸
入
費
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
る
か
、
つ
ま
り
函
数
形
の
確
定
は
実
証
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の

日
本
貿
易
に
関
す
る
実
証
分
析
か
ら
は
第
一
五
・
A
図
、
第
一
五
・
B
図
に
示
す
．
こ
と
き
A
型
と
、
第
一
六
・
A
図
、
第
一
六
・
B
図
に

示
す
ご
と
き
B
型
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
二
種
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
不
比
例
的
可
変
輸
入
費
§
の
変
化

の
仕
方
の
ち
が
い
に
基
づ
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
§
曲
線
の
ち
が
い
が
生
ず
る
か
は
、
構
造
変
動
と
の
関
連
に
お
い
て
、

後
に
究
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
総
輸
入
費
曲
線
は
、
最
初
の
急
変
部
分
（
こ
れ
が
構
造
変
動
を
あ
ら
わ
す
）
を
除
く
と
、
直
線
が

あ
て
は
め
ら
れ
、

　
　
　
韓
“
9
十
？
嘘
…
…
…
・
－
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
；
…
ー
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
－
（
轟
）
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一
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
（
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壽
（
噂
）
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一
二
〇

第一五A図一A型

七mc．

〃
ε
，

唖
　
鱗
　
仙

／7　　　　　／　　　！！
　　ノ，

θ

！ー
レ
。
　
I
l
蜜

　
ノ　
！　
ノ

　
　
／

皿

ン
　
　
α
　
c

第一五B図

0
　
　
の

0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ

A図の総輸入費（‘，糀．o，）曲線への接線の勾配の変化を

あらわしたものがB図の限界輸入費（πL肱o．）曲線であ

るDまたむ・鴉・o・曲線へ原点0から引いた直線の勾配の

変化をあらわしたものか平均輸入費（α．鵬．0．）曲線である。

第一六A図一B型

縮ゑ

　’η2

ノ，」＿43
ノ
！

，
O

o
l
ー
ノ
　
　
ー
－
ー
l
I

『
o
『
ノ
伽
1
1
掴

　
ノ

　
　
’

　
　
’

　
　
ノ

　
　
’

　
　
　
’

　　　　　’　　　　’　　　’　　－
！

規

　　　ノ

機c
　　m．mc

一　　　ン

臣
ー
汐
－
－
1

図B六｝第
0
況

o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
§

な
る
総
輸
入
費
函
数
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
α
は
常
数
で
切
辺
を
あ
ら
わ
し
、
δ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
長
期
限
界
輸
入
費
　
　
　
、
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

ま
り
限
界
輸
入
性
向
を
あ
ら
わ
す
。
二
種
の
タ
イ
プ
の
相
違
は
、
切
辺
α
が
A
型
で
は
正
、
B
型
で
は
負
に
な
る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
る
の



で
あ
る
。

註
（
1
）
　
わ
か
り
易
い
解
明
は
、
久
武
雅
夫
・
巽
博
一
著
『
価
格
理
論
』
一
九
五
五
、
八
三
頁
以
下
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
つ
き
こ
ん
だ
独
自
の

　
　
研
究
が
、
藻
利
重
隆
「
営
利
原
則
と
費
用
原
則
」
、
『
一
橋
大
学
創
立
八
○
周
年
記
念
論
集
下
巻
』
一
九
五
五
、
に
よ
っ
て
果
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
わ
れ
わ
れ
の
国
民
経
済
的
生
産
函
数
を
強
い
て
大
ざ
っ
ぱ
に
表
現
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
憎
1
1
吋
（
蛍
ミ
”
、
、
♂
禽
）

　
　
た
だ
し
下
圖
湘
謙
貯
隠
§
1
1
画
湘
斗
論
鴫
ー
図
冴
昨
煕
畑
斑
（
漆
鐘
）
3
賠
ン
陣
寒
尽
｝
囲
匿
臨
畑
聴
（
扇
鼓
）
e
爆
＞
陣
脾
蔀
ン
、
隠

　
　
冴
》
餅
烈
畑
麗
s
益
違
自
叢
一
£
H
傘
煕
灘
o
賠
ヨ
叫
ゆ
懲
載
讐
禽
匪
孚
臨
懸
e
駈
3
が
㌣
H
唖
1
（
煕
矯
藻
隣
）
。

　
　
本
稿
で
は
相
対
価
絡
P
の
問
題
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
価
格
に
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
示
的
に
は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。
転
の
変
化
に
基
づ
く
も
の
が

　
　
能
率
化
的
構
造
変
動
で
あ
り
、
趣
の
変
化
に
基
づ
く
も
の
が
多
様
化
的
構
造
変
動
で
あ
る
　
　
後
述
参
照
。

　
（
3
）
　
小
島
清
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
五
五
頁
以
下
に
お
け
る
実
証
分
析
を
基
礎
に
し
て
、
考
え
ら
れ
る
。

　
（
4
）
　
例
え
ば
次
を
参
照
せ
よ
。
林
・
佐
藤
・
小
谷
「
全
製
品
輸
入
の
役
割
」
、
日
本
貿
易
研
究
会
編
『
日
本
貿
易
の
計
量
的
研
究
』
一
九
五
八
。
経

　
　
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ
第
三
号
『
消
費
と
そ
の
輸
入
依
存
度
』
一
九
五
九
。

　
（
5
）
　
限
界
費
用
曲
線
が
図
示
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
ハ
・
ッ
ド
が
ゆ
身
口
8
一
器
鉱
δ
鉱
o
旨
弩
磯
ぎ
三
〇
8
け
o
霞
お
と
言
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
閃
●
コ
謡
臼
畦
o
ρ
肉
8
謹
ミ
ざ
肉
跨
遷
鉾
む
旨
一
や
a
ρ

最
適
輸
入
依
存
度

　
最
適
輸
入
依
存
度
と
は
最
適
国
民
所
得
（
8
寓
葺
ロ
目
壁
試
o
参
＝
9
0
ヨ
。
）
を
保
証
す
る
輸
入
依
存
度
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
が
許

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
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一
二
二

さ
れ
よ
う
。
け
だ
し
国
民
所
得
と
い
う
産
出
物
を
得
る
た
め
の
平
均
輸
入
費
が
極
小
に
な
る
点
に
お
け
る
国
民
所
得
が
最
適
国
民
所
得
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
定
の
国
民
所
得
を
産
出
す
る
た
め
に
輸
入
費
が
極
小
に
な
る
よ
う
な
、
い
い
か
え
れ
ば
一
定
の
輸
入
費
で

極
大
の
国
民
所
得
を
生
む
よ
う
な
輸
入
依
存
度
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
適
国
民
所
得
は
平
均
輸
入
費
と
限
界
輸
入
費
と
が
一
致
す
る
点
の
国
民
所
得
で
も
あ
る
。
け
だ
し
平
均
輸
入
費
を
あ
ら
わ
す
（
3
）

式
を
Ψ
に
つ
い
て
微
分
す
る
と

　　

魯（

）⊥

索
導
…
－
…
ー
－
…
－
－
…
－
・
・
…
－
…
－
－
・
…
－
…
－
－
－
9
－
人
凱
）

が
得
ら
れ
る
が
、
こ
の
値
が
負
で
あ
れ
ば
平
均
輸
入
費
が
逓
減
し
、
零
に
な
る
と
平
均
輸
入
費
は
不
変
で
極
小
に
達
し
、
正
に
転
ず
る
と

そ
れ
が
逓
増
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
（
5
）
式
の
値
が
零
に
な
る
点
が
平
均
輸
入
費
極
小
の
最
適
国
民
所
得
で
あ
る
が
、
そ
れ

　
脳
蓑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

は
t
l
（
限
界
輸
入
費
）
と
ー
（
平
均
輸
入
費
な
い
し
い
わ
ゆ
る
輸
入
依
存
度
）
と
が
等
し
く
な
る
点
に
外
な
ら
な
い
　
限
界
輸
入
費

　
＆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

に
等
し
い
輸
入
依
存
度
が
最
適
輸
入
依
存
度
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
実
証
さ
れ
た
総
輸
入
費
用
函
数
（
4
）
式
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
じ
こ
と
が
次
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
。
（
4
）
式
か
ら

　　

轡（

舗
）
“
藁
－
…
ペ
ー
－
－
・
－
－
－
－
…
－
・
…
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
－
．
．
－
－
．
．
－
－
－
・
．
・
－
（
α
）

　　

且
＼
雫
総
＼
雫
一
“
＼
雫
一
ふ
・
・
…
－
－
…
－
・
…
…
－
－
－
・
－
－
－
－
－
・
－
（
刈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
馨
　
　
馨

が
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
6
は
輸
入
の
国
民
所
得
弾
力
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
6
）
式
か
ら
、
切
辺
α
が
零
に
な
れ
ぱ
ー
腔
ー
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
　
　
壁



う
最
適
輸
入
依
存
度
に
到
達
す
る
。
従
っ
て
そ
の
時
に
は
、
（
7
）
式
で
わ
か
る
よ
う
に
、
輸
入
の
国
民
所
得
弾
力
性
ξ
が
ー
に
な
る
の
で

あ
る
。
む
と
よ
り
一
期
間
に
つ
き
直
線
を
あ
て
は
め
る
の
だ
か
ら
切
辺
α
が
零
に
な
る
と
い
う
結
果
は
実
証
的
に
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た

直
線
あ
て
は
め
か
ら
得
ら
れ
る
ゐ
と
摩
と
は
期
間
全
般
に
わ
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
限
界
輸
入
性
向
な
ら
び
に
期
間
平
均
の
輸
入
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
き

度
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
の
揚
合
に
は
と
く
に
d
と
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

ら
は
直
線
あ
て
は
め
と
い
う
実
証
上
の
単
純
化
に
基
づ
く
。
だ
が
ス
ム
ー
ズ
な
総
輸
入
費
曲
線
を
考
え
る
限
り
、
一
期
間
内
の
ど
の
年
か

で
そ
う
い
う
状
態
に
到
達
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
適
輸
入
依
存
度
を
実
現
し
た
年
で
あ
る
。

　
次
の
よ
う
に
考
え
て
も
よ
い
。
切
辺
α
は
一
期
間
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
。
期
間
内
に
経
済
成
長
が
生
ず
れ
ぱ
国
民
所
得
創
も
輸
入
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
増
大
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
（
7
）
式
に
お
い
て
、
ー
ま
た
は
ー
は
経
済
成
長
に
つ
れ
逓
減
し
、
た
め
に
輸
入
の
所
得
弾
力
性
〔
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
　
　
　
醤

一
に
漸
近
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
α
が
正
の
揚
合
に
は
、
年
々
の
輸
入
依
存
度
は
期
首
の
高
い
値
か
ら
漸
減
し
て
限
界
輸
入
性
向
に
漸

近
す
る
し
、
輸
入
の
所
得
弾
力
性
は
期
首
の
一
よ
り
小
さ
い
値
か
ら
逓
増
し
て
一
に
漸
近
す
る
（
α
が
負
の
揚
合
に
は
逆
に
な
り
、
輸
入

の
所
得
弾
力
性
は
一
を
上
回
る
値
か
ら
出
発
し
て
逓
減
し
、
一
に
漸
近
す
る
）
。
そ
れ
故
に
実
証
分
析
で
は
、
年
輸
入
依
存
度
が
長
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

界
輸
入
性
向
に
い
ち
ば
ん
接
近
し
た
年
に
お
け
る
輸
入
依
存
度
を
も
っ
て
最
適
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
き
最
適
輸
入
依
存
度
の
定
義
は
、
第
一
五
・
A
図
、
第
一
五
・
B
図
に
示
し
た
A
型
に
つ
い
て
は
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
。

そ
こ
で
は
総
輸
入
費
（
懸
曇
9
）
曲
線
に
原
点
か
ら
引
い
た
直
線
が
外
接
す
る
E
点
で
最
適
状
態
が
達
成
さ
れ
る
。
平
均
輸
入
費
（
鼻
詳

ε
　
は
高
い
値
か
ら
逓
減
し
、
8
点
で
極
小
に
達
し
、
続
い
て
逓
増
に
転
ず
る
が
、
こ
の
θ
点
で
平
均
輸
入
費
は
限
界
輸
入
費
（
碁
葬

ε
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

　
し
か
し
な
が
ら
第
一
六
・
A
図
、
第
一
六
・
B
図
に
示
し
た
B
型
に
つ
い
て
は
若
干
解
釈
を
補
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

け
だ
し
曲
線
の
最
初
の
構
造
変
動
部
分
を
除
い
て
考
え
る
と
、
平
均
輸
入
費
は
，
9
点
の
低
い
値
か
ら
始
ま
っ
て
漸
増
し
θ
点
で
最
高
に
達

す
る
。
つ
ま
り
θ
点
に
お
け
る
最
適
輸
入
依
存
度
は
極
小
輸
入
費
で
は
な
く
極
大
輸
入
費
を
意
味
し
、
こ
れ
は
既
述
の
定
義
と
相
反
す
る

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
理
論
的
に
は
（
5
）
、
（
6
）
、
（
7
）
式
に
関
連
し
て
吟
味
で
き
る
極
大
条
件
は
こ
の
B
型
で
も
完
全
に
満
し
て
お
り
、

い
さ
さ
か
も
不
合
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
最
適
輸
入
依
存
度
が
極
小
で
な
く
極
大
で
あ
る
と
い
う
直
観
的
不
合
理
は
、
次
の
よ
う
に
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

釈
す
れ
ば
了
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
民
所
得
は
輸
入
費
用
だ
け
で
な
く
国
内
費
用
を
も
使
っ
て
産
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
輸
入

費
用
が
第
一
六
・
A
図
、
第
一
六
・
B
図
の
よ
う
に
B
型
に
変
化
し
た
こ
と
は
、
そ
の
反
面
で
国
内
費
用
が
第
一
五
・
A
図
、
第
一
五
・

B
図
の
よ
う
に
A
型
に
変
化
し
た
（
そ
れ
と
逆
の
揚
合
は
逆
）
こ
と
を
意
味
し
、
両
者
あ
わ
せ
て
国
内
資
源
の
最
適
配
分
と
外
国
資
源
の

最
適
利
用
と
を
達
成
し
た
状
態
に
お
け
る
最
適
輸
入
が
第
一
六
・
A
図
の
E
点
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
念
の
た
め
に
以
上
の
こ
と
を
図
示
す
れ
ば
第
一
七
図
の
よ
う
に
な
る
。
貸
碁
9
曲
線
が
B
型
の
総
輸
入
費
曲
線
で
あ
る
。
国
内
費
用

を
ん
で
あ
ら
わ
す
。
継
ぴ
も
■
曲
線
が
A
型
の
総
国
内
費
曲
線
で
あ
る
。
両
者
の
合
計
と
し
て
、
の
壁
且
ぢ
鼠
一
8
警
o
霞
お
が
画
け
る

が
、
こ
れ
は
常
に
A
型
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
讐
憩
α
8
鼠
一
。
8
け
窪
旨
Φ
の
最
適
点
掴
（
こ
こ
で
極
小
の
平
均
生
産
費
が
限

界
生
産
費
と
等
し
い
）
に
対
応
す
る
Ψ
を
も
た
ら
す
点
に
お
い
て
、
卸
、
肉
鳶
点
で
示
し
た
よ
う
に
、
総
国
内
費
曲
線
も
総
輸
入
費
曲
線

も
最
適
状
態
を
同
時
に
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
総
国
内
費
曲
線
が
B
型
で
総
輸
入
費
曲
線
が
A
型
の
揚
合
1
こ

の
揚
合
で
も
の
冨
鼠
8
寅
一
8
諄
窪
暑
Φ
は
も
ち
ろ
ん
A
型
1
も
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
輸
入
依
存
度
変
化
の
A

型
と
B
型
の
ち
が
い
は
、
一
期
間
の
始
め
に
、
外
国
資
源
を
過
大
に
、
国
内
資
源
を
過
小
に
利
用
す
る
状
態
か
ら
出
発
し
た
か
、
そ
れ
と



第一七図

飾㎝d城a｛

夢〆

　　t．h．c

ジ
厩5“～

命
　
醸

θ
，
刀

ん
＋
皿

ノ0

も
そ
の
逆
の
状
態
か
ら
出
発
し
た
か
ー
そ
の
い
ず
れ
に
な
る
か
は
構
造
変
動
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
ー
に
基
づ
く
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
適
状
態
に
到
達
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
に
お
い
て
い
さ
さ
か
も
相
異
は
な
い
。
だ
か
ら
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
は
、
最

適
輸
入
依
存
度
と
は
内
外
資
源
の
最
適
利
用
を
達
成
し
た
状
態
に
お
け
る
輸
入
依

存
度
で
あ
る
と
、
定
義
し
直
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

的
に
α
期
か
ら
β
期
へ
、
さ
ら
に
7
期
へ
と
進
む
に
つ
れ
、

は
殆
ん
ど
無
視
し
う
る
程
に
な
り
、
理
想
的
に
は
零
に
な
る
。

く
な
る
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
小
島
清
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
四
五
ー
五
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
国
内
資
源
と
外
国
資
源
の
両
者
を
あ
わ
せ
た
巧
妙
な
分
析
の
一
つ
が
先
に
引
用

　
し
た
国
ロ
o
げ
誓
げ
昌
①
箆
段
の
論
文
で
あ
る
。

（
3
）
　
実
証
分
析
で
輸
入
函
数
に
直
線
を
あ
て
は
め
た
と
き
に
見
出
さ
れ
る
切
辺
α
は
、

　
国
民
所
得
が
零
の
状
態
に
お
い
て
も
生
ず
る
正
ま
た
は
負
の
基
礎
輸
入
で
あ
る
と
解

　
す
る
よ
り
は
、
対
象
期
間
全
体
と
し
て
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
（
目
邑
暫
9
臣
“

　
旨
o
旨
）
　
の
程
度
を
示
す
も
の
と
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
経
済
成
長
が
世
紀

国
民
所
得
に
比
ぺ
た
α
の
大
き
さ
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
7
期
に
お
い
て
は
9
ミ

　
つ
ま
り
経
済
が
成
長
す
る
に
つ
れ
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
程
度
は
次
第
に
小
さ

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

一
二
五
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六

超
長
期
輸
入
函
数

　
実
証
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
超
長
期
輸
入
函
数
も
次
の
ご
と
き
直
線
方
程
式
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
ア
｝
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
基
本
（
長
期
）

輸
入
函
数
を
小
文
字
で
あ
ら
わ
し
た
か
ら
、
超
長
期
輸
入
函
数
に
つ
い
て
は
大
文
字
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
ミ
u
臥
十
切
・
憎
：
；
・
：
・
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
ゆ
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
：
：
（
o
o
）

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
函
数
が
発
見
で
き
る
以
上
、
そ
れ
は
基
本
輸
入
函
数
と
全
く
同
形
で
あ
る
の
で
、
基
本
輸
入
函
数
に
関
す
る
分
析

が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
繰
返
さ
な
い
。
こ
こ
で
は
二
つ
以
上
の
基
本
（
畏
期
）
輸
入
函
数
を
複
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
貫
く
超
長
期
函
数
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
、
ま
た
両
者
の
関
連
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
を
、
吟
味
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
式
の
切
辺
且
の
性
格
に
よ
っ
て
超
長
期
函
数
に
三
つ

第一八図

〃

　　　　　　　　’

／
α型

7’　ノ

ノ0
〃 β　型

”　　＿一

汐 ，，一ンー’
一　一

O γ

〃 r型

ダ

’ 　’’’’
’

0 r

の
タ
イ
プ
が
生
れ
る
。
且
が
負
で
あ
る
揚
合
が
α
型
、
五
が
正

で
あ
る
揚
合
が
β
型
、
（
理
論
的
に
）
且
が
零
で
あ
る
揚
合
が

7
型
で
あ
り
、
第
一
八
図
に
示
し
て
あ
る
。
い
ま
第
一
の
基
本

輸
入
函
数
を
§
”
9
＋
？
磐
第
二
の
そ
れ
を
蓉
、
1
1
麟
、
＋
ぴ
、
．
璽
、

（
図
示
の
実
線
）
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
構
造
変
動
（
図
示
の

細
い
点
線
部
分
）
を
媒
介
に
し
て
結
び
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
超
長
期
輸
入
函
数
ミ
見
』
＋
b
d
屯
（
図
示
の
破
線
）
が



得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
一
の
基
本
輸
入
函
数
に
比
べ
た
第
二
の
そ
れ
の
ち
が
い
は
、
二
つ
あ
る
。
α
型
に
つ
い
て
い
う
と
、
函
数
の

位
置
、
つ
ま
り
輸
入
依
存
度
の
水
準
が
上
昇
（
シ
フ
ト
・
ア
ッ
プ
）
し
て
い
る
こ
－
と
と
、
総
輸
入
費
曲
線
の
傾
斜
が
急
に
な
り
、
限
界
輸

入
性
向
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
と
で
あ
る
。
こ
の
二
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
構
造
変
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
次
の
二
つ
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
こ
と
に
す
る
。

　　

　　

申
“
）
＼
雫
（
唖
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雨
）
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・
－
－
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－
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守
、
i
創
　
　
α
、

　
　
　
　
　
℃
雁
　
　
　
“
I
I
一
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
響
…
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…
…
…
：
：
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響
…
：
：
：
…
：
…
…
・
…
：
…
：
…
：
（
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
　
ぴ

と
し
よ
う
。
こ
こ
で
μ
を
総
輸
入
費
曲
線
の
シ
フ
ト
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
が
そ
れ
は
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
帖
の
増
減
率
で
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
き

で
き
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
4
は
各
期
の
直
線
輸
入
函
数
の
重
心
ゆ
島
、
に
お
け
る
輸
入
依
存
度
で
測
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

ま
た
ン
は
限
界
輸
入
性
向
δ
の
変
化
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
各
期
の
直
線
輸
入
函
数
の
傾
斜
が
前
期
に
比
べ
急
に
な
る
か
緩
や
か
に
な

る
か
を
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
直
線
の
超
長
期
輸
入
函
数
は
そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
基
本
輸
入
函
数
自
体
を
構
成
す
る
r
と
M
の
座
標
の
分
散
に
つ
き
最
小
二
乗
法
に
ょ

っ
て
求
め
た
最
も
フ
イ
ソ
ト
の
よ
い
回
帰
線
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
近
次
的
に
は
、
基
本
函
数
自
体
が
最
小
二
乗
法
に
よ
る
回
帰
線
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
る
か
ら
、
基
本
函
数
直
線
の
重
心
、
崎
込
、
を
貫
ね
た
直
線
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
μ
と
レ
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
超
長
期
輸
入
函
数
に
多
数
（
理
論
的
に
は
九
種
）
の
型
が
発
生
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

実
証
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
α
型
、
β
型
、
7
型
は
次
の
よ
う
な
典
型
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
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一
二
八

　
　
　
負
腿
　
　
装
V
ρ
　
》
〉
O

　
　
　
届
睡
　
　
製
く
ρ
　
マ
〈
O

　
　
　
『
瞳
　
　
襲
n
ρ
　
》
〈
O

で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
吟
味
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
α
型
に
お
い
て
は
、
μ
も
y
も
と
も
に
正
で
あ
り
、
第
一
の
基
本
函
数
に
比
べ
第
二
の
基
本
函
数
は
シ
フ
ト
・
ア
プ
す
る
と
と

も
に
傾
斜
（
限
界
輸
入
性
向
）
が
急
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
に
、
第
一
八
図
の
α
型
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
こ
と
だ
が
、

各
基
本
函
数
の
限
界
輸
入
性
向
わ
お
よ
ぴ
び
の
い
ず
れ
よ
り
も
超
長
期
函
数
の
限
界
輸
入
性
向
B
の
方
が
大
き
く
な
る
と
い
う
特
徴
を
も

つ
。
も
う
一
つ
、
α
型
超
長
期
函
数
に
属
す
る
基
本
函
数
は
A
型
で
あ
り
、
切
辺
8
9
、
は
正
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
貫
ね
る
超
長
期
函

数
の
切
辺
且
は
負
に
な
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
実
証
結
果
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
は
理
論
的
妥
当
性
を

も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
た
い
。

　
最
大
の
理
論
的
根
拠
は
、
、
A
型
基
本
函
数
に
お
い
て
は
、
最
適
輸
入
依
存
度
な
い
し
内
外
資
源
最
適
利
用
状
態
に
達
し
た
後
に
接
続
し

て
行
わ
れ
る
構
造
変
動
は
、
必
ず
や
基
本
函
数
の
シ
フ
ト
・
ア
プ
を
も
た
ら
し
、
μ
が
正
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
先
ず
最
適
輸
入
依
存
度
な
い
し
内
外
資
源
最
適
利
用
状
態
に
達
す
る
と
構
造
変
動
が
ひ
き
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
」
き
わ
め
て
明

ら
か
で
あ
る
。
け
だ
し
そ
の
最
適
状
態
は
所
与
の
一
定
の
国
民
経
済
的
生
産
函
数
の
下
で
極
大
国
民
所
得
を
生
み
出
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

以
上
の
経
済
成
長
を
保
証
し
な
い
。
い
っ
そ
う
の
国
民
所
得
の
拡
大
、
発
展
を
は
か
る
た
め
に
は
産
業
構
造
を
い
っ
そ
う
多
様
化
す
る
か
、

各
産
業
の
生
産
方
法
を
い
っ
そ
う
能
率
化
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
国
民
経
済
的
生
産
函
数
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



構
造
変
動
は
飛
躍
の
た
め
の
創
造
的
破
壊
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
ぐ
、

　
と
こ
ろ
が
、
切
辺
α
が
正
で
あ
る
A
型
基
本
輸
入
函
数
に
お
い
て
は
、
輸
入
依
存
度
（
平
均
輸
入
費
）
は
期
首
の
高
い
値
か
ら
漸
減
し

て
、
最
適
状
態
に
お
い
て
最
低
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
漸
減
し
て
最
低
に
達
し
、
も
は
や
そ
れ
以
上
に
低
下
し
え
な
い
の
だ
か
ら
、
構

造
変
動
は
輸
入
依
存
度
を
シ
フ
ト
・
ア
プ
す
る
方
向
に
ひ
き
起
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
α
型
超
長
期
函
数
で
は
μ
が
正

に
な
る
理
由
で
あ
る
。

　
レ
が
正
に
な
る
、
つ
ま
り
限
界
輸
入
性
向
も
増
大
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
は
、
μ
の
揚
合
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。

だ
が
こ
こ
で
経
済
成
長
と
と
も
に
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
程
度
は
次
第
に
減
少
し
、
輸
入
の
所
得
弾
力
性
∈
は
一
に
漸
近
す
る
は
ず

で
あ
る
と
い
－
、
理
論
的
仮
設
葵
し
よ
灘
ま
輸
入
所
鐸
力
性
垂
葉
函
数
の
は
、
・
貞
噂
第
二
菱
函
数
の
は

へ
h
魁
＼
叔
　
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
α
型
に
含
ま
れ
る
基
本
函
数
に
お
い
て
は
・
切
辺
が
い
ず
れ
も
正
で
あ
る
か

　
　
＼
璽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ぴ

ら
、
（
も
，
∈
も
と
も
に
一
よ
り
小
で
あ
る
が
、
し
か
も
理
論
的
仮
設
に
よ
り
価
〈
〔
、
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
蓑
〉
o
で
あ
る
か
ら
q
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喫

サ
ヤ膿
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
必
ず
や
ぴ
く
α
、
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
レ
は
正
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
期
間

噌平
均
輸
入
依
存
度
の
増
加
率
μ
よ
り
も
限
界
輸
入
性
向
の
増
加
率
レ
の
方
が
大
き
く
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
い
え
ば
μ
は
正
で
あ
る
が
レ
は
負
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
実
際
に
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
州
V
所
、
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
輸
入
所
得
弾
力
性
は
一
か
ら
益
々
は
な
れ
て
い
き
、
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
度
合
が
強
ま
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

合
理
的
で
な
い
超
長
期
経
済
成
長
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
基
本
函
数
の
切
辺
3
9
、
が
正
で
あ
る
の
に
超
長
期
函
数
の
切
辺
且
が
負
に
な
る
こ
と
の
証
明
は
、
次
の
よ
う
に
行
い
う
る
。
図

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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一
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ト
　
　
　
ミ
び

示
し
て
な
い
が
、
8
”
2
、
直
線
の
傾
斜
が
第
一
、
第
二
基
本
函
数
の
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
q
と
d
コ
で
あ
る
。
9
と
，
9
を
貫
く
直
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
　
　
　
ぐ

・
が
超
長
期
函
数
で
あ
る
が
そ
れ
は
、
帖
く
撃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
0
9
9
、
二
直
線
の
い
ず
れ
よ
り
も
必
ず
や
傾
斜
が
急
に
な
り
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
璽

て
切
辺
五
は
負
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
超
長
期
函
数
の
切
辺
が
そ
れ
を
構
成
す
る
基
本
函
数
の
切
辺
と
異
符
号
を
も
つ
こ
と
は
、
’
第
一
の
超
長
期
函
数
と
第
二
の
そ
れ
と
を
媒

介
す
る
超
長
期
的
構
造
変
動
の
必
然
性
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
理
論
的
に
は
、
超
長
期
函
数
を
構
成
す
る
基

本
函
数
は
二
つ
と
限
ら
ず
無
数
に
あ
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
い
べ
っ
か
の
基
本
函
数
を
貫
ね
た
超
長
期
函
数
の
切
辺
が
、
基
本
函

数
の
切
辺
と
同
符
号
を
も
つ
限
り
、
超
長
期
的
構
造
変
動
は
ひ
き
起
さ
れ
な
い
。
異
な
る
符
号
を
も
つ
に
至
っ
た
と
き
超
長
期
的
構
造
変

動
が
ひ
き
起
さ
れ
、
そ
の
構
造
変
動
の
方
向
が
超
長
期
函
数
の
切
辺
の
も
つ
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
く
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
は
超
長
期
函
数
を
構
成
す
る
最
終
の
長
期
函
数
の
切
辺
の
正
負
が
超
長
期
的
構
造
変
動
を
支
配
す
る
の
で
は
な
い
。

　
次
に
β
型
超
長
期
函
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
基
本
函
数
が
切
辺
が
負
で
あ
る
B
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
α
型
超
長
期
函
数

に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
と
逆
の
こ
と
が
す
べ
て
妥
当
す
る
。
論
理
は
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
繰
返
さ
な
い
。
β
型
超
長
期
函
数
の
特
徴
だ

け
を
要
約
し
て
お
け
ば
、
第
一
に
、
μ
も
レ
も
と
も
に
負
で
あ
り
、
第
一
の
基
本
函
数
に
比
べ
、
第
二
の
基
本
函
数
は
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン

す
る
と
と
も
に
傾
斜
（
限
界
輸
入
性
向
）
が
緩
や
か
に
な
る
。
従
っ
て
各
基
本
函
数
の
限
界
輸
入
性
向
わ
お
よ
ぴ
び
の
い
ず
れ
よ
り
も
超

長
期
函
数
の
限
界
輸
入
性
向
B
の
方
が
小
さ
く
な
る
。
第
二
に
、
基
本
函
数
の
切
辺
8
麟
、
は
負
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
貫
ね
る
超
長
期
函

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

数
の
切
辺
五
は
正
に
な
る
。

　
第
三
に
7
型
超
長
期
函
数
は
β
型
の
一
亜
種
で
あ
る
。
け
だ
し
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
基
本
函
数
が
と
も
に
B
型
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



た
だ
7
型
超
長
期
函
数
は
、
も
と
よ
り
い
ま
だ
予
測
さ
れ
る
だ
け
で
実
証
さ
れ
て
も
い
な
い
が
、
β
型
の
ゆ
き
っ
く
す
理
想
的
状
態
と
し

て
、
μ
が
零
に
な
る
（
レ
は
β
型
と
同
じ
く
負
）
と
見
る
の
で
あ
る
。
基
本
函
数
を
媒
介
す
る
構
造
変
動
は
生
ず
る
が
、
そ
れ
は
基
本
函

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
訓

数
の
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
q
の
水
準
を
変
え
な
い
も
の
で
あ
る
（
紮
1
1
0
で
あ
る
）
、
と
い
う
特
殊
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
う
で
あ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

β
型
と
同
様
に
呼
ふ
、
V
切
に
な
る
。
し
か
し
μ
が
零
で
あ
る
た
め
に
超
長
期
函
数
の
切
辺
且
は
零
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
八
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
ド
ヤ
　
　
　
　
　
　
し
　
ヤ

7
型
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
8
”
ε
、
｝
8
、
、
闇
－
－
・
各
線
の
傾
斜
で
示
さ
れ
る
各
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
帰
】
撃
｝
雫
｝
…
－
が
仮
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
　
貸
　
　
　
噂

、
”
o
に
よ
っ
て
変
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
各
線
は
原
点
を
通
る
同
一
の
直
線
で
あ
る
。
超
長
期
函
数
は
崎
込
、
』
、
、
㌦
：
ゐ
各
点

を
貫
ね
た
も
の
で
あ
る
か
ら
右
の
直
線
と
一
致
し
必
ず
や
原
点
を
通
り
、
従
っ
て
切
辺
丑
は
零
に
な
る
。
ま
た
輸
入
所
得
弾
力
性
は
一
に

な
る
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
つ
い
で
に
、
実
証
研
究
に
お
い
て
、
輸
入
函
数
の
妥
当
性
テ
ス
ト
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
反
省
を
付
記
し
て
お
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
ド
ヤ

い
。
基
本
函
数
が
A
型
の
揚
合
を
考
え
よ
う
。
第
一
の
基
本
函
数
か
ら
第
二
の
基
本
函
数
へ
移
っ
た
と
き
、
弊
は
磐
に
上
昇
、
δ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
　
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

び
へ
上
昇
し
た
と
す
る
。
A
型
の
性
質
か
ら
、
び
は
」
司
の
下
限
を
画
す
る
。
こ
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　　

　　

・（

＼
噛
）
－
…
－
－
…
曾
…
－
－
…
・
…
・
・
－
－
－
…
…
－
ー
…
・
－
・
－
・
－
…
・
－
－
－
（
一
一
）

　
斗
、

が
寸
の
上
限
を
画
す
る
。
従
っ
て
第
二
基
本
函
数
に
含
ま
れ
る
年
々
の
輸
入
依
存
度
の
動
き
が
、
び
と
ゲ
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
る
な
ら

　
璽
ば
、
こ
の
第
二
基
本
函
数
は
正
し
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
A
型
な
ら
A
型
の
基
本
的
性
格
を
み
た
す
よ
う
に
年
々
の
輸
入
依
存

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
二
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

度
が
動
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
先
の
テ
ス
ト
は
第
一
九
図
に
若
干
の
ケ
ー
ス
を
例
示
し
た
よ
う
に
、
第
一
の
基
本
函
数
に
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
水
準
の
シ
フ
ト
（
μ
）

だ
け
が
生
じ
て
、
限
界
輸
入
性
向
の
変
化
（
レ
）
は
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
仮
想
的
第
二
基
本
函
数
（
図
示
の
破
線
）
は
ど
う

な
る
か
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
図
示
の
各
i
点
に
お
け
る
輸
入
依
存
度
（
○
一
線
の
勾
配
）
が
、
基
本
函
数
が
A
型
な
ら
ぱ
最
低
を
、

B
型
な
ら
ば
最
高
を
画
す
る
。
ま
た
図
示
の
各
h
点
の
輸
入
依
存
度
は
、
A
型
な
ら
ば
現
実
の
輸
入
依
存
度
の
最
山
口
同
を
、
B
型
な
ら
ぱ
そ

の
最
低
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
各
j
点
の
輸
入
依
存
度
は
、
A
型
な
ら
ば
仮
想
さ
れ
た
輸
入
依
存
度
の
最
高
を
、
B
型
な
ら
ば
そ
の
最
低

を
画
す
る
。
だ
か
ら
A
型
な
ら
ば
j
点
は
h
点
の
上
方
に
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
B
型
な
ら
ば
そ
の
逆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
（
－
）
、
（
2
）
図
の
．
こ
と
き
典
型
的
α
型
、
β
型
の
揚
合
、
つ
ま
り
二
つ
の
基
本
函
数
の
切
辺
の
正
負
が
同
性
質
で
か
つ
μ
と
レ
が
同

符
合
で
あ
る
揚
合
に
は
必
ず
妥
当
す
る
。
し
か
し
A
型
か
ら
B
型
へ
、
或
は
そ
の
逆
に
B
型
か
ら
A
型
へ
移
る
と
い
う
揚
合
に
は
、
（
3
）
、

（
4
）
図
に
例
示
し
た
よ
う
に
一
義
的
で
は
な
い
。
（
3
）
図
の
揚
合
は
テ
ス
ト
が
妥
当
す
る
が
、
こ
れ
は
μ
が
負
の
と
き
レ
も
負
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
（
4
）
図
の
揚
合
は
テ
ス
ト
が
妥
当
し
な
い
が
こ
れ
は
μ
が
負
の
と
き
レ
が
逆
に
正
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
A
型
↓

A
型
の
場
合
で
も
、
B
型
↓
B
型
の
揚
合
で
も
そ
う
な
る
。
だ
か
ら
一
般
的
に
は
、
A
型
、
B
型
の
い
か
ん
に
拘
ら
ず
μ
と
レ
の
正
負
が

等
し
い
限
り
テ
ス
ト
は
正
し
い
結
果
を
生
む
が
、
μ
と
レ
の
正
負
が
相
反
す
る
揚
合
に
は
こ
の
テ
ス
ト
を
用
い
え
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ

る
。
（
な
お
μ
が
零
の
と
き
に
は
次
々
の
基
本
函
数
の
型
ー
A
型
か
B
型
か
ー
が
変
ら
な
い
限
り
テ
ス
ト
は
妥
当
す
る
。
）
幸
に
し
て
日
本

の
実
証
研
究
に
お
い
て
は
す
べ
て
テ
ス
ト
を
正
し
く
適
用
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
テ
ス
ト
は
、
す
で
に
理
論
的
に
究
明
し
た
よ

う
に
、
構
造
変
動
を
も
含
め
た
経
済
成
長
の
合
理
性
つ
ま
り
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
を
減
少
さ
す
よ
う
な
合
理
的
行
動
が
一
貰
し
て
採



。
‘
　
’

　
’
　
’
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燐
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ん
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ら
れ
た
か
ど
う
か
を
、
検
証
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
基
本
輸
入
函
数
か

ら
い
か
に
し
て
超
長
期
輸
入
函
数

が
導
か
れ
る
か
、
さ
ら
に
超
長
期

輸
入
函
数
か
ら
い
か
に
し
て
世
紀

的
輸
入
函
数
が
導
か
れ
る
か
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
要
約
的
に
い
う

な
ら
ば
、
媒
体
は
構
造
変
動
で
あ

る
が
、
基
本
輸
入
函
数
が
最
適
輸

入
依
存
度
の
状
態
に
達
す
る
と
基
本
輸
入
函
数
を
変
え
る
長
期
的
構
造
変
動
が
ひ
き
起
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
一
定
の
法
則
が
あ
る
。

到
達
し
た
最
適
輸
人
依
存
度
が
最
低
な
ら
ば
基
本
輸
入
函
数
を
シ
フ
ト
・
ア
プ
す
る
（
μ
も
レ
も
正
に
な
る
）
方
向
に
、
そ
れ
が
最
山
。
同
な

ら
ば
シ
フ
ト
・
ゲ
ウ
ン
す
る
（
μ
も
レ
も
負
に
な
る
）
方
向
に
、
構
造
変
動
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。
α
型
と
β
型
超
長
期
輸
入
函
数
が
そ

れ
ら
で
あ
る
。
7
型
は
β
型
の
一
つ
の
亜
種
で
あ
る
。
次
に
、
い
く
つ
か
の
基
本
函
数
と
そ
れ
を
貫
く
超
長
期
函
数
と
が
同
性
質
（
切
辺

が
同
符
号
）
で
あ
る
限
り
一
つ
の
超
長
期
函
数
が
継
続
す
る
が
、
両
者
が
異
な
る
性
質
を
も
つ
に
至
る
と
、
超
長
期
的
構
造
変
動
が
ひ
き

起
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
超
長
期
輸
入
函
数
の
性
格
つ
ま
り
到
達
し
た
超
長
期
的
最
適
輸
入
依
存
度
が
最
高
で
あ
る
か
最
低
で
あ
る
か
に
よ

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
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二
一
一
四

っ
て
支
配
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
超
長
期
函
数
の
α
型
か
ら
β
型
へ
の
転
換
が
生
ず
る
。
β
型
か
ら
7
型
へ
の
移
行
は
、
β
型
超
長
期
函
数

の
内
部
で
の
基
本
函
数
の
シ
フ
ト
と
い
う
長
期
的
構
造
変
動
の
程
度
が
減
少
し
、
特
定
の
値
（
、
一
。
）
を
も
つ
に
至
る
こ
と
に
基
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

だ
か
ら
α
型
か
ら
β
型
へ
の
転
換
は
質
的
変
化
で
あ
る
の
に
比
べ
、
β
型
か
ら
7
型
へ
の
移
行
は
量
的
変
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
て
世
紀
的
輸
入
函
数
が
S
型
力
ー
ヴ
と
し
て
画
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
7
型
で
の
一
定
値
の
超
長
期
輸
入
依
存
度
こ
そ
世
紀
的
輸
入
函
数
に
お
け
る
最
適
輸
入
依
存
度
、
つ
ま
り
真
の
最
適
輸
入
依

存
度
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
七
図
（
八
二
頁
）
の
世
紀
的
輸
入
函
数
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
o
点
、
つ

ま
り
α
期
の
最
後
に
お
い
て
も
最
適
輸
入
依
存
度
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
輸
入
依
存
度
が
最
高
で
あ
る
不
安
定
均
衡
点
で

あ
る
。
輸
入
依
存
度
が
最
低
で
あ
る
安
定
的
均
衡
は
d
点
以
後
の
7
期
に
お
い
て
の
み
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
各
長
期
な
ら
ぴ

に
超
長
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
状
態
は
見
出
さ
れ
る
が
、
真
の
最
適
状
態
は
、
多
様
化
と
能
率
化
を
繰
返
し
た
一
世
紀
ぐ
ち
い

に
わ
た
る
悪
調
整
の
是
正
を
経
て
初
め
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
統
計
学
的
に
厳
密
に
い
う
と
問
題
は
残
る
。
だ
が
最
小
二
乗
法
で
求
め
た
超
長
期
函
数
が
基
本
函
数
の
重
心
を
若
干
は
ず
れ
る
と
し
て
も
、
以

　
　
下
の
論
述
は
修
正
を
必
要
と
し
な
い
。
従
っ
て
説
明
の
簡
単
化
の
た
め
、
重
心
を
つ
ら
ね
た
直
線
で
近
似
的
に
代
表
で
き
る
も
の
と
し
て
お
く
。

　
（
2
）
　
実
証
研
究
で
は
最
適
輸
入
依
存
度
に
達
し
て
か
ら
若
干
年
経
て
か
ら
、
つ
ま
り
最
適
状
態
を
少
し
行
き
す
ぎ
て
か
ら
、
構
造
変
動
が
ひ
き
起
さ

　
　
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
に
お
い
て
最
適
産
出
量
を
上
回
っ
て
最
有
利
産
出
量
．
つ
ま
り
価
絡
と
限
界
生
産
費
が
一
致
す
る
点
ま
で
、
生
産
が
拡
大

　
　
さ
れ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
最
有
利
産
出
量
で
は
利
潤
が
極
大
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
企
業
に
お
け
る
利
潤
は
国
民
経
済
に
お
け
る
貿
易
利
益
に
対

　
　
応
し
よ
う
。



（
3
）
　
日
本
に
つ
い
て
β
型
超
長
期
輸
入
函
数
が
実
際
に
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
構
成
す
る
第
一
の
基
本
函
数
た
る
一
九
三
一
i
三
六

　
年
函
数
だ
け
が
わ
か
っ
て
お
り
、
後
は
戦
争
と
戦
後
復
興
の
た
め
実
証
困
難
で
あ
る
。
予
想
で
き
る
国
民
所
得
と
輸
入
の
相
関
が
第
六
図
に
画
か
れ

　
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
五
〇
ー
五
三
頁
。

（
5
）
　
α
型
超
長
期
函
数
に
入
る
以
前
に
、
基
本
函
数
は
A
型
で
あ
る
が
装
”
ρ
（
V
O
な
る
性
格
を
も
つ
プ
リ
α
型
超
長
期
函
数
の
存
在
を
措
定
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
プ
リ
α
型
か
ら
α
型
へ
の
移
行
は
、
β
型
か
ら
r
型
へ
の
移
行
と
同
様
に
量
的
変
化
で
あ
る
。

（
6
）
　
実
証
研
究
で
は
α
型
期
は
、
角
期
（
一
八
八
八
－
一
九
〇
一
年
）
と
碗
期
（
一
九
〇
六
－
二
九
年
）
の
二
つ
の
超
長
期
に
分
れ
る
と
し
た
。
そ

　
う
す
る
と
超
長
期
的
構
造
変
動
の
方
向
は
、
理
論
的
に
は
次
の
よ
う
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
（
一
）
プ
リ
α
型
期
か
ら
偽
期
へ
の
転
換
で
は
シ
フ

　
ト
・
ア
プ
、
（
二
）
醐
期
か
ら
偽
期
へ
の
転
換
で
は
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
、
（
三
）
α
型
期
か
ら
β
型
期
へ
の
転
換
で
は
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
、
（
四
）
β

　
型
期
か
ら
7
型
期
へ
の
転
換
で
は
シ
フ
ト
・
ア
プ
。
（
一
）
と
（
三
）
は
実
証
結
果
と
一
致
す
る
。
（
二
）
は
実
際
に
は
シ
フ
ト
・
ア
プ
が
生
じ
て
い

　
る
。
こ
れ
は
偽
期
の
デ
ー
タ
が
や
や
信
頼
で
き
な
い
。
（
相
関
係
数
も
や
や
低
い
）
こ
と
に
基
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
理
論
的
法
則

　
と
は
逆
に
碗
期
に
急
激
な
繊
維
工
業
特
化
コ
ー
ス
に
突
入
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
偽
期
だ
け
を
α
型
と
し
、
偽
期
は
プ
リ
α
型
の
一
部
を
な

　
す
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
近
代
的
工
業
化
が
急
速
に
進
行
し
た
、
そ
し
て
デ
ー
タ
の
整
っ
て
い
る
殉
期
か
ら

　
が
わ
れ
わ
れ
の
分
析
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
ま
た
（
四
）
は
ま
だ
実
証
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
一
九
五
一
－
五
八
年
平
均
の
輸
入
依
存
度
一
三
・
二
％
よ
り
は
高
い
一
六
・
○
％
を
r
型
期

　
の
長
期
的
な
ら
び
に
超
長
期
的
輸
入
依
存
度
で
あ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
予
測
す
る
一
つ
の
理
由
で
も
あ
る
。

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

一
三
五
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六

輸
入
函
数
の
構
造
変
動

　
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
構
造
変
動
に
は
二
種
が
あ
る
。
第
一
は
、
同
一
超
長
期
輸
入
函
数
の
内
部
に
お
け
る
基
本

函
数
の
シ
フ
ト
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
、
α
型
か
ら
β
型
へ
と
い
う
よ
う
に
超
長
期
輸
入
函
数
の
転
換
を
ひ
き
お
こ
す
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
長
期
的
構
造
変
動
と
超
長
期
的
構
造
変
動
で
あ
る
が
、
あ
え
て
能
率
化
的
構
造
変
動
と
多
様
化
的
構
造
変
動
と
呼

　
　
（
1
）

び
た
い
。
そ
の
理
由
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
。

　
も
と
も
と
構
造
変
動
と
い
う
の
は
基
本
輸
入
函
数
を
規
定
す
る
国
民
経
済
的
生
産
函
数
の
変
化
の
こ
と
で
あ
る
。
国
民
経
済
的
生
産
函

数
は
も
と
よ
り
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
が
、
労
働
、
資
本
、
土
地
及
ぴ
輸
入
財
と
い
う
生
産
要
素
の
投
入
に
よ
っ
て
国
民
所
得
と
い
う
産

出
物
を
生
み
出
す
関
係
を
あ
ら
わ
す
函
数
で
あ
る
。
そ
の
函
数
の
性
質
は
基
本
的
に
二
つ
の
も
の
に
支
配
さ
れ
る
。
第
一
は
各
産
業
の
採

用
す
る
産
業
別
生
産
函
数
で
あ
る
。
第
二
は
、
常
識
的
に
言
え
ば
産
業
構
造
つ
ま
り
各
産
業
へ
の
資
源
配
分
割
合
で
あ
る
。
も
っ
と
正
確

に
い
え
ば
、
各
産
業
へ
の
資
源
配
分
割
合
は
一
定
で
は
な
く
各
生
産
要
素
の
変
化
に
応
じ
て
一
定
の
仕
方
で
変
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
各

産
業
へ
の
資
源
配
分
函
数
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
国
民
経
済
的
生
産
函
数
は
次
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
資
源
配
分
函
数
は
不
変
で
あ
る
が
産

業
別
生
産
函
数
が
変
る
揚
合
（
す
べ
て
の
産
業
で
変
る
錫
合
だ
け
で
な
く
特
定
の
産
業
だ
け
で
変
る
揚
合
も
含
む
）
。
（
・
）
産
業
別
生
産

函
数
は
不
変
で
あ
る
が
資
源
配
分
函
数
が
変
る
揚
合
。
こ
れ
ま
で
の
資
源
配
分
函
数
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
産
業
が
登

揚
す
る
揚
合
に
は
典
型
的
に
資
源
配
分
函
数
の
変
動
を
ひ
き
起
す
で
あ
ろ
う
。
（
ハ
）
産
業
別
生
産
函
数
と
資
源
配
分
函
数
が
と
も
に
変

る
揚
合
。
わ
れ
わ
れ
は
（
イ
）
の
揚
合
を
能
率
化
的
構
造
変
動
、
（
・
）
の
揚
合
を
多
様
化
的
構
造
変
動
と
名
づ
廿
た
い
の
で
あ
る
。
廿



だ
し
、
経
済
成
長
の
合
理
的
行
動
を
仮
定
す
る
限
り
、
産
業
別
生
産
函
数
は
よ
り
能
率
の
高
い
（
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
労
働
生
産
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

高
く
な
る
）
も
の
に
移
る
筈
で
あ
り
、
資
源
配
分
函
数
は
よ
り
多
く
の
産
業
を
含
み
入
れ
る
も
の
に
変
る
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
超
長
期
輸
入
函
数
と
い
う
の
は
、
特
定
の
資
源
配
分
函
数
、
常
識
的
に
言
え
ば
特
定
の
産
業
構
造
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ

る
輸
入
函
数
で
あ
り
、
そ
の
内
部
で
は
各
産
業
の
生
産
函
数
の
変
動
と
い
う
能
率
化
的
構
造
変
動
が
ひ
き
起
さ
れ
る
。
一
の
超
長
期
函
数

と
次
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
資
源
配
分
函
数
自
体
を
変
え
る
多
様
化
的
構
造
変
動
が
ひ
き
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
基
本
輸
入
函
数

と
い
う
の
は
、
資
源
配
分
函
数
も
産
業
別
生
産
函
数
も
と
も
に
特
定
で
あ
り
、
従
っ
て
国
民
経
済
的
生
産
函
数
が
特
定
で
あ
る
状
態
に
お

い
て
成
立
す
る
輸
入
函
数
に
外
な
ら
な
い
。

　
さ
て
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
構
造
変
動
の
法
則
を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
か
ら
、
残
さ
れ
て
い
る
課
題
は
、
法
則
の
内
容
を
な
す
次
の
こ
と

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
事
実
に
照
ら
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
1
）
プ
リ
α
型
か
ら
α
型
へ
の
多
様
化
的
構
造
変
動

は
超
長
期
輸
入
函
数
の
シ
フ
ト
・
ア
プ
を
ひ
き
起
す
。
（
2
）
α
型
か
ら
β
型
へ
の
多
様
化
的
構
造
変
動
は
超
長
期
輸
入
函
数
の
シ
フ
ト
・

　
　
　
　
　
　
（
3
）

ダ
ウ
ン
を
ひ
き
起
す
。
（
3
）
α
型
超
長
期
函
数
の
内
部
で
の
能
率
化
的
構
造
変
動
は
基
本
輸
入
函
数
の
シ
フ
ト
・
ア
プ
を
ひ
き
起
す
。

（
4
）
β
型
超
長
期
函
数
の
内
部
で
の
能
率
化
的
構
造
変
動
は
基
本
函
数
の
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
を
ひ
き
起
す
。
こ
こ
で
同
じ
く
多
様
化
的

構
造
変
動
で
あ
っ
て
も
α
型
と
β
型
で
異
な
り
、
ま
た
伺
じ
く
能
率
化
的
構
造
変
動
で
あ
っ
て
も
α
型
内
部
か
β
型
（
お
よ
び
7
型
）
内

部
か
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
理
論
的
に
フ
ォ
ー
マ
ル
に
言
え
ば
、
超
長
期
函
数
に
し
ろ
基
本
函
数
に

し
ろ
、
A
型
で
あ
る
か
B
型
で
あ
る
か
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
事
実
に
照
ら
し
て
見
る
と
き
、
経
済
成
長
の
主
要
内
容
の
一

つ
た
る
生
産
の
多
様
化
が
、
な
ぜ
あ
る
時
期
に
は
輸
入
函
数
（
超
長
期
、
長
期
い
ず
れ
も
）
の
シ
フ
ト
・
ア
プ
を
必
要
と
す
る
か
、
ま
た

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
一
七
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二
一
一
八

別
の
時
期
に
は
そ
の
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
を
も
た
ら
す
か
を
、
究
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
局
そ
れ
は
、
同
じ
く
生
産
多
様
化
と
い
っ
て
も

農
業
に
加
う
る
に
、
加
工
貿
易
的
な
消
費
財
た
る
繊
維
工
業
を
設
立
し
、
そ
の
発
展
を
主
導
力
と
し
て
経
済
成
長
を
は
か
る
特
化
コ
ー
ス

と
、
農
業
、
繊
維
工
業
に
加
う
る
に
投
資
財
の
性
格
の
強
い
重
工
業
を
追
加
し
」
そ
の
発
展
を
主
導
力
と
し
て
経
済
発
展
を
は
か
る
均
衡

成
長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
と
い
う
相
違
に
基
因
す
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
新
産
業
の
設
立
と
拡
大
が
全
輸
入
依
存
度
に
及
ぼ
す
効
果
は
、
次
の
諸
要
因
に
分
割
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
従
来
の
輸
入
に
と
っ
て
代

る
と
い
う
輸
入
置
換
効
果
（
一
日
b
o
濤
お
巳
8
ぎ
o
q
島
8
幹
－
閑
効
果
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。
第
二
に
、
輸
入
創
出
効
果
（
一
ヨ
陰
旨
R
o
暮
言
α
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

島
。
9
6
効
果
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
位
に
細
分
で
き
る
。
ま
ず
原
材
料
の
輸
入
が
増
加
す
る
と
い
う
比
例
的
輸
入
創
出
（
ρ
）

効
果
と
、
そ
の
産
業
の
新
設
・
拡
大
の
た
め
に
必
要
な
投
資
財
（
機
械
、
設
備
、
パ
テ
ン
ト
等
）
の
輸
入
が
増
す
と
い
う
不
比
例
的
輸
入

創
出
（
ρ
）
効
果
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
直
接
的
輸
入
創
出
効
果
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
外
部
経
済
と
か
関
連
産
業
が
整
備
・
拡

充
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
か
ら
誘
発
さ
れ
る
投
資
財
の
追
加
輸
入
と
か
、
こ
の
産
業
が
拡
大
す
る
た
め
に
農
業
が
縮
少
す
る
こ
と
か
ら
誘

発
さ
れ
る
食
糧
輸
入
増
大
と
か
、
こ
の
産
業
の
発
展
を
基
軸
と
す
る
所
得
水
準
向
上
か
ら
誘
発
さ
れ
る
消
費
財
輸
入
増
加
と
か
の
、
間
接

的
輸
入
創
出
（
9
）
勧
果
が
あ
る
。
こ
の
9
が
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
（
把
握
し
に
く
い
か
ら
）
が
、
重
要
で
あ
る
。
以
上

の
輸
入
置
換
効
果
と
輸
入
創
出
効
果
の
ほ
か
に
、
全
輸
入
依
存
度
は
も
う
一
つ
第
三
に
、
そ
の
産
業
の
新
設
、
拡
大
に
と
も
な
う
国
民
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y

済
活
動
に
占
め
る
比
重
の
増
大
、
逆
に
言
え
ば
他
の
既
存
産
業
の
比
重
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
産
業
構
成
比
重
変
化
効
果
（
冒
－

含
碑
ユ
巴
旨
跨
。
亀
9
↑
ω
効
果
）
と
呼
ぽ
う
。

　
さ
て
最
初
に
、
農
業
中
心
の
経
済
か
ら
、
加
工
貿
易
的
な
消
費
財
た
る
繊
維
工
業
が
新
設
・
拡
大
さ
れ
た
、
繊
維
工
業
化
構
造
変
動
を



考
え
よ
う
。
輸
入
置
換
効
果
は
た
し
か
に
若
干
あ
る
が
、
輸
入
創
出
効
果
が
圧
倒
的
に
大
き
く
、
農
業
に
比
べ
繊
維
工
業
の
輸
入
依
存
度

が
は
る
か
に
大
き
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
棉
花
輸
入
と
い
う
大
き
な
比
例
的
輸
入
創
出
効
果
が
あ
っ
た
ほ
か
に
、
投
資
財
生
産
の
基

礎
を
も
た
な
い
た
め
に
、
繊
維
工
業
の
た
め
の
直
接
的
投
資
財
の
輸
入
だ
け
で
な
く
、
諸
種
の
間
接
的
輸
入
も
す
べ
て
増
加
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
農
業
・
繊
維
工
業
に
加
う
る
に
投
資
財
生
産
を
追
加
す
る
重
工
業
化
構
造
変
動
で
は
、
従
来
の
投
資
財
輸
入
に
と

っ
て
代
る
輸
入
置
換
効
果
が
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
う
え
繊
維
工
業
に
比
べ
れ
ぱ
重
工
業
は
比
例
的
輸
入
創

出
効
果
も
小
さ
い
し
、
す
で
に
投
資
財
生
産
の
基
礎
を
築
い
た
の
だ
か
ら
、
不
比
例
的
輸
入
と
間
接
的
輸
入
と
の
創
出
効
果
も
、
小
さ
く

　
　
　
　
（
6
）

な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
プ
リ
α
型
か
ら
α
型
へ
の
多
様
化
的
構
造
変
動
は
超
長
期
輸
入
函
数
を
シ
フ
ト
・
ア
プ
さ
せ
る
の
に
、
α
型
か
ら
β
型
（
さ

ら
に
γ
型
）
へ
の
そ
れ
は
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
の
原
因
の
一
半
、
い
な
そ
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
α
型

の
内
部
で
は
な
ぜ
能
率
化
的
構
造
変
動
が
基
本
輸
入
函
数
を
シ
フ
ト
・
ア
プ
さ
せ
る
の
に
、
β
型
（
な
い
し
7
型
）
の
内
部
で
は
シ
フ

ト
・
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
か
の
説
明
に
も
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
。
中
心
は
消
費
財
と
投
資
財
の
ち
が
い
か
ら
発
生
す
る
、
輸
入
置
換
（
R
）

効
果
、
不
比
例
的
輸
入
創
出
（
q
）
効
果
、
お
よ
び
間
接
的
輸
入
創
出
（
q
）
効
果
の
ち
が
い
に
あ
る
。
こ
れ
ら
三
者
が
総
輸
入
費
曲
線

の
シ
フ
ト
・
パ
ラ
メ
ー
タ
i
μ
の
正
負
と
大
小
を
決
定
す
る
最
大
要
因
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
比
例
的
輸
入
創
出
（
q
）
効
果
の
大
小
は
、

す
ぐ
後
に
述
ぺ
る
産
業
構
成
比
重
変
化
（
S
）
効
果
と
合
わ
さ
っ
て
、
限
界
輸
入
性
向
の
変
化
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
レ
の
正
負
と
大
小
を
決
定

す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
μ
を
決
定
す
る
三
者
は
質
的
変
動
で
あ
る
の
に
比
ぺ
、
レ
を
決
定
す
る
二
者
は
量
的
変
動
の
性
格
を
も
つ
と
い

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
俵
存
度
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
九
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一
四
〇

え
よ
う
。
そ
れ
故
に
前
者
が
量
的
に
把
え
に
く
い
こ
と
に
困
難
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
量
的
把
握
の
可
能
な
後
者
だ
け
に
立
脚
し
て
議

論
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
誤
っ
た
観
測
に
陥
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
議
論
と
同
様
に
、
わ
れ
わ
れ
も
今
度
は
、
比
例
的
輸
入
創
出
（
q
）
効
果
と
産
業
構
成
比
重
変
化
（
S
）

効
果
の
関
係
の
問
題
、
つ
ま
リ
ン
の
決
定
因
の
問
題
に
限
ろ
う
。
い
ま
二
産
業
だ
け
を
考
え
、
第
一
期
の
基
本
輸
入
函
数
に
お
け
る
限
界

性
向
を

　
　
　
　
　
9
§
　
　
叙
醤
一
　
　
亀
讐
　
　
良
ミ
ト
p
　
　
良
書

　
　
　
　
　
ー
”
ー
・
　
　
十
　
　
　
・
　
　
　
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
ひ
…
…
…
…
…
…
：
甲
…
…
（
旨
）

　
　
　
　
　
“
璽
　
　
良
讐
　
　
　
“
健
　
　
脳
讐
　
　
　
良
嘆

で
あ
ら
わ
し
、
第
二
期
の
そ
れ
を

　
　
　
　
　
良
蓉
、
　
良
醤
一
、
　
亀
讐
、
　
儀
ミ
ト
。
、
　
叙
書
、

　
　
　
　
　
4
”
　
　
、
・
　
、
十
　
　
、
・
　
、
　
：
…
…
：
…
：
：
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
：
r
…
…
…
…
…
…
（
一
ω
）

　
　
　
　
　
亀
璽
　
　
“
讐
　
　
　
＆
健
　
　
良
智
　
　
　
亀
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
一
　
　
＆
悼
　
　
　
　
　
　
　
．
、

で
あ
ら
わ
す
。
第
一
期
で
は
第
－
産
業
だ
け
存
在
し
た
と
す
れ
ば
　
　
”
一
｝
　
　
”
o
で
あ
っ
た
も
の
が
　
第
二
期
で
は
第
2
産
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
　
　
　
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
讐
、
　
　
9
審
、
　
　
　
　
〉
　
犠
讐
、
　
瓢
審
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

新
設
・
拡
大
さ
れ
た
た
め
に
、
　
・
〈
ど
　
　
・
〈
ど
し
カ
し
　
・
〈
　
・
に
な
っ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
＆
一
、
＋
＆
・
・
、
…
＆
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
璽
　
　
　
　
“
壁
　
　
　
　
　
　
　
良
噌
　
　
』
嘘

　
　
　
　
　
R
讐
、
　
脳
書
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

あ
る
か
ら
、
」
↓
＋
　
、
…
一
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
　
さ
ら
に
各
産
業
の
限
界
輸
入
性
向
は
両
期
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る

　
　
　
　
　
＆
　
　
＆

　
　
　
　
。
　
　
　
　
亀
茎
　
　
良
壽
一
、
　
良
馨
腫
　
良
§
卜
。
、
　
　
　
　
。

と
し
よ
う
　
つ
ま
り
ー
一
」
］
｝
　
　
　
”
　
　
、
と
し
よ
う
　
こ
の
よ
う
な
仮
定
に
よ
る
と
次
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
讐
　
　
創
響
　
　
　
R
害
　
　
無
害



　
　
　
　
　
　
軋
誉
　
　
包
茎
、
　
良
謹
　
　
翫
§
㌔
　
　
　
駄
§
　
　
匙
醤
．

　
　
　
食
）
　
　
　
…
　
、
〈
　
　
…
」
鎌
虻
既
　
　
く
ー
ヨ

　
　
　
　
　
　
R
讐
　
　
息
讐
　
　
　
良
壁
卜
。
　
　
良
讐
　
　
　
　
　
亀
噂
　
　
R
健

　
　
　
　
　
　
駄
§
一
　
亀
醤
一
、
　
亀
醤
凹
　
良
醤
b
。
、
　
　
　
＆
慧
　
　
包
薄
、

　
　
　
（
ロ
）
　
1
…
　
　
、
V
l
…
　
　
、
鎌
ひ
姦
　
　
　
V
　
　
、

　
　
　
　
　
　
画
璽
h
　
　
暑
一
　
　
R
審
　
　
良
害
　
　
　
　
　
亀
璽
　
　
R
噂

　
（
イ
）
が
限
界
輸
入
性
向
の
変
化
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
ン
が
正
に
な
る
α
型
期
，
（
・
）
が
ン
が
負
に
な
る
β
型
期
の
変
化
で
あ
る
。

　
か
く
て
繊
維
工
業
化
が
（
イ
）
の
傾
向
を
も
た
ら
し
、
重
工
業
化
が
（
・
）
の
傾
向
を
も
た
ら
す
こ
と
は
了
解
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
始
ま
ろ
う
と
す
る
7
型
期
に
お
い
て
も
微
弱
な
（
・
）
の
傾
向
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
け
だ
し
天
然
繊
維
に
代
る
合
成

繊
維
の
出
現
な
ど
輸
入
依
存
度
の
低
い
産
業
の
相
対
的
拡
大
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
が
全
体
の
限
界
輸
入
性
向
を

こ
れ
ま
で
よ
り
も
い
く
ら
か
低
め
る
傾
向
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
わ
た
く
し
も
認
め
る
。
だ
が
こ
う
い
う
限
界
輸
入
性
向
の
若
干

の
低
下
と
い
う
こ
と
と
、
輸
入
依
存
度
の
水
準
（
期
間
平
均
輸
入
依
存
度
）
が
変
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
、
な
お
両
立
し
う
る
こ
と
に

注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
輸
入
依
存
度
の
水
準
の
変
化
μ
を
支
配
す
る
も
の
は
、
こ
の
問
題
と
は
ち
が
う
R
、
q
、
q
の
三
効

果
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
程
度
に
ま
で
、
ま
た
は
現
在
よ
り
も
い
っ
そ
う
産
業
が
多
様
化
さ
れ
て
了
う
と
、
そ
れ
に
新
に
一
産
業

が
追
加
さ
れ
て
も
、
そ
の
全
体
に
占
め
る
比
重
は
徴
小
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
伴
う
R
、
銑
、
q
三
効
果
は
お
互
い
に
相
殺
さ
れ
て
、
全

体
の
輸
入
依
存
度
水
準
を
殆
ん
ど
変
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
自
動
車
と
か
合
成
繊
維
と
か
の
新
産
業
が
設
立
・
拡
大
さ
れ
、
そ
の
比

例
的
輸
入
創
出
（
q
）
効
果
は
既
存
産
業
よ
り
も
小
さ
い
と
し
て
も
、
従
っ
て
限
界
輸
入
性
向
を
若
干
低
下
さ
せ
る
と
し
て
も
、
輸
入
置

換
（
R
）
効
果
は
い
く
ら
か
生
じ
よ
う
が
、
新
産
業
の
た
め
の
投
資
財
輸
入
（
q
効
果
）
や
関
連
産
業
、
外
部
経
済
拡
充
の
た
め
の
輸
入

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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一
四
二

（
と
く
に
燃
料
輸
入
の
ご
と
き
）
を
誘
発
す
る
（
q
効
果
）
か
ら
、
結
局
全
輸
入
依
存
度
の
水
準
を
殆
ん
ど
変
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
産
業

が
著
し
く
多
様
化
さ
れ
た
均
衡
成
畏
コ
ー
ス
で
は
μ
が
零
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
別
の
観
点
か
ら
次
節
で
も
う
一
度
検
討
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
各
産
業
の
限
界
輸
入
性
向
は
期
を
へ
だ
て
て
も
変
ら
な
い
と
仮
定
し
た
が
そ
れ
が
変
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の

複
雑
性
を
加
え
る
。
能
率
化
的
構
造
変
動
は
産
業
別
生
産
函
数
の
変
化
で
あ
る
と
規
定
し
た
が
、
そ
れ
は
各
産
業
の
限
界
輸
入
性
向
を
変

え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
経
済
の
合
理
的
成
長
が
各
産
業
の
生
産
函
数
を
し
て
海
外
原
料
使
用
節
約
的
な
方
向
に
変
え
さ
せ
て
い
く
な

ら
ば
、
各
産
業
の
限
界
輸
入
性
向
は
小
さ
く
な
ろ
う
。
だ
が
他
方
、
各
産
業
に
適
す
る
国
内
資
源
が
経
済
成
長
と
と
も
に
次
第
に
個
渇
し
、

逓
増
費
用
法
則
に
強
く
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
、
相
殺
要
因
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
も
い
っ
そ
う

の
実
証
的
・
理
論
的
究
明
が
必
要
と
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
き
た
の
は
輸
入
函
数
の
構
造
変
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
経
済
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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体
の
構
造
変
動
（
こ
れ
を
産
業
構
造
変
動
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
い
た
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
別
稿
で
「
輸
入
先
行
的

構
造
変
動
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
新
産
業
の
設
立
・
拡
大
と
か
そ
の
能
率
化
と
い
う
全
経
済
の
構
造
変
動
が
、
投
資
財
輸

汰
急
増
を
主
因
と
す
る
輸
入
函
数
の
構
造
変
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、
い
な
む
し
ろ
後
者
が
前
者
に
先
行
し
て
起
っ
た
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
一
九
三
〇
年
ま
で
の
、
プ
リ
α
型
か
ら
α
型
へ
の
、
ま
た
α
型
内
部
で
の
構
造
変
動
に
つ
い
て
、
ぴ
っ
た

り
当
て
は
ま
る
。
輸
入
先
行
的
構
造
変
動
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
投
資
財
産
業
基
盤
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ぞ
れ
を
果

し
え
た
の
は
輸
入
先
行
に
伴
う
国
際
収
支
困
難
を
切
抜
け
る
資
金
が
外
資
流
入
や
第
一
次
大
戦
中
に
稼
い
だ
蓄
積
外
貨
に
ょ
っ
て
与
え
ら



　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
三
〇
年
代
と
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
っ
ま
り
β
型
期
に
お
い
て
は
様
相
が
違
っ
て
き
た
と
見
る
べ
き
で

　
　
ハ
ヨ
ロ

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
一
九
二
九
↓
一
三
年
、
一
九
五
七
↓
五
八
年
の
よ
う
に
、
な
ん
ら
か
の
原
因
か
ら
国
際
収
支
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

に
よ
っ
て
引
締
め
政
策
が
と
ら
れ
て
基
本
輸
入
函
数
の
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
的
構
造
変
動
が
強
行
さ
れ
る
。
新
産
業
の
新
設
・
拡
充
と
か
能

率
化
と
い
う
全
経
済
の
構
造
変
動
は
、
一
九
三
〇
年
以
前
と
は
ち
が
っ
て
、
安
定
的
輸
入
函
数
の
後
半
な
い
し
末
尾
（
一
九
三
五
－
七
無
、

一
九
五
六
、
五
七
年
の
よ
う
に
）
に
お
い
て
ひ
き
起
さ
れ
、
輸
入
が
急
増
す
る
ー
従
っ
て
国
際
収
支
困
難
に
陥
り
引
締
め
政
策
が
と
ら

れ
る
ー
と
い
う
過
程
を
経
る
よ
う
に
変
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
適
切
な
言
葉
が
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
、
「
輸
入
後
行
的
構
造
変

動
」
と
呼
ん
で
お
く
が
、
い
わ
ば
輸
入
が
全
経
済
構
造
変
動
の
仕
上
げ
を
す
る
と
い
う
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
繰

返
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。
輸
入
後
行
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
一
九
三
〇
年
以
前
と
は
逆
に
、
投
資
財
産
業
基
盤

を
す
で
に
も
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
全
経
済
の
構
造
変
動
が
国
際
収
支
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
た
め
に
大
規
模
に
行
い
え
な
い

か
、
あ
る
い
は
中
断
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
す
で
に
産
業
が
著
し
く
多
様
化
さ
れ
た
経
済
に
お
い
て
は
も
は

や
大
規
模
な
全
経
済
の
構
造
変
動
は
必
要
と
さ
れ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
起
る
に
し
て
も
部
分
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
・
な
し

く
ず
し
的
に
徐
々
に
ひ
き
起
さ
れ
る
と
み
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
既
述
の
と
お
り
、
今
後
の
輸
入
函
数
の
構
造
変
動
は
期

間
平
均
輸
入
依
存
度
を
変
え
る
程
の
も
の
で
は
な
い
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
比
較
的
小
規
模
の
全
経
済
構
造
変
動

で
あ
っ
て
も
、
外
界
の
不
況
と
重
な
る
と
き
に
は
、
国
際
収
支
困
難
を
招
き
、
基
本
輸
入
函
数
の
構
造
変
動
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
十

分
に
警
戒
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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四
四

註
（
1
）
　
小
島
清
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
第
一
〇
章
、
三
二
〇
頁
．
構
造
変
動
期
に
生
ず
る
困
難
の
理
論
的
解
明
が
第
八
章
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
前
掲
書
、
第
七
章
、
第
八
章
に
お
け
る
モ
デ
ル
は
、
単
純
化
の
た
め
、
産
業
別
生
産
函
数
も
資
源
配
分
函
数
も
変
ら
な
い
も
の
と
し
、
資
本
．

　
　
労
働
賦
存
比
率
と
資
本
・
労
働
相
対
価
格
だ
け
が
変
る
も
の
と
し
て
、
構
造
変
動
を
も
解
明
し
た
。
こ
の
単
純
化
仮
定
を
取
除
い
て
モ
デ
ル
を
リ
フ

　
　
ァ
イ
ン
す
る
課
題
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
点
は
、
入
江
猪
太
郎
教
授
の
拙
著
書
評
（
国
民
経
済
雑
誌
、
一
九
五
九
．
四
、
九
二
頁
）

　
　
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
こ
の
外
に
β
型
か
ら
γ
型
へ
の
多
様
化
的
構
造
変
動
が
超
長
期
輪
入
函
数
の
若
干
の
シ
フ
ト
・
ア
プ
を
も
た
ら
す
ア
》
と
が
理
論
的
に
指
摘
さ
れ

　
　
た
。
こ
れ
は
本
来
β
型
と
7
型
と
は
単
に
量
的
相
違
で
あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
多
様
化
的
構
造
変
動
を
媒
介
せ
ず
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
ぺ
き
も

　
　
の
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ず
に
実
証
式
を
あ
て
は
め
る
と
き
シ
フ
ト
・
ア
プ
が
生
ず
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
来
る
の
は
β
型
内
部
に
お
け
る
基
本

　
　
函
数
の
シ
フ
ト
・
ダ
ウ
ン
が
行
き
す
ぎ
た
か
ら
、
そ
れ
を
修
正
す
る
た
め
に
ひ
き
起
さ
れ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
4
）
　
輸
入
置
換
効
果
対
輸
入
創
出
効
果
は
次
の
諸
概
念
と
関
係
が
あ
る
。
第
一
に
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
偏
輸
入
生
産
改
善
（
一
コ
一
℃
。
目
け
，
げ
5
の
。
匙
．
一
昌
℃
．
。
，

　
　
お
目
o
暮
）
、
偏
輸
出
生
産
改
善
（
藷
宕
苓
玄
霧
＆
冒
∈
δ
お
ヨ
o
旨
）
を
用
い
た
。
第
二
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ヒ
ッ
ク
ス
よ
り
も
広
い
意
味
で
℃
目
。
，

　
　
け
冨
伽
ρ
碧
旨
み
寅
留
と
い
う
概
念
を
も
ち
出
し
た
、
わ
た
く
し
の
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
概
念
と
ほ
ぽ
等
し
く
、
輸
入
置
換
効
果
は
騨
暮
ゆ
，
叶
↓
即
島
。
に
な

　
　
り
、
輸
入
創
出
効
果
は
R
o
－
訂
＆
①
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ヒ
ッ
ク
ス
の
用
語
が
わ
た
く
し
の
立
場
か
ら
も
ぴ
っ
た
り
し
な
い
理
由

　
　
は
、
一
つ
の
新
産
業
の
創
設
は
偏
輸
入
生
産
改
善
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
輸
出
産
業
に
ま
で
発
展
す
る
と
偏
輸
出
生
産
改
善
を
意
味
す
る

　
　
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
・
な
お
第
三
に
、
関
税
同
盟
の
貿
易
効
果
に
つ
い
て
、
最
初
に
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
後
に
ミ
ー
ド
等
に
ょ
っ
て
、

　
　
貸
鉾
山
？
良
お
詳
ぎ
凶
Φ
瀬
9
】
菖
鑑
甲
9
＄
荘
彪
Φ
中
①
9
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
Q

　
　
｝
隆
ヵ
，
目
。
賀
騨
旨
竃
討
一
【
N
ミ
ミ
嘗
§
§
§
し
3
P
o
富
や
タ
露
o
」
。
巨
の
。
p
』
ミ
塁
蓉
§
蓉
N
写
鼠
“
§
＆
肉
。
。
9
一
。
｝
｝
↑
帆
。
q
憶
。
§
鳶

　
　
一
〇
鴇
、
○
『
禽
y
騨
冒
8
げ
く
ぎ
R
，
R
、
ぎ
q
毯
ε
ミ
の
q
蓉
§
』
跨
竃
レ
3
9
旨
国
レ
富
琶
ρ
↓
、
ミ
ミ
ミ
o
遷
＆
q
§
象
薯
嵩
q
蔚
。
り
↑
頓
・
一
℃
象
・
参
照
Q



（
5
）
　
普
通
、
重
化
学
工
業
と
一
ま
と
め
に
呼
ば
れ
る
が
両
者
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
重
工
業
は
投
資
財
生
産
の
性
楕
が
強
い
の
に
、
化
学
工

　
業
は
消
費
財
生
産
の
性
格
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

（
6
）
　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
用
語
を
借
り
れ
ば
、
消
費
財
産
業
は
後
向
き
連
環
効
果
（
げ
8
犀
名
ρ
a
一
ぎ
惹
蓉
o
験
9
）
が
大
き
い
が
、
投
資
財
産
業
を

　
も
た
な
い
と
そ
れ
を
輸
入
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
に
、
投
資
財
産
業
が
設
立
・
拡
充
さ
れ
れ
ば
外
国
に
与
え
て
い
た
後
向
き
連
環
効
果
を
自
国

　
の
手
中
に
収
め
る
よ
う
に
8
巳
蟄
8
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
》
一
げ
①
詳
ρ
国
ぼ
胃
げ
ヨ
即
P
『
書
の
讐
§
S
健
＆
肉
8
ぎ
ミ
・
・
q
b
ミ
9
§
－

　
ミ
§
“
し
3
0
。
－
○
げ
鈴
や
9
小
島
清
書
評
、
一
橋
論
叢
、
一
九
五
九
・
六
参
照
。

（
7
）
　
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
三
〇
九
頁
以
下
。

（
8
）
　
前
掲
書
、
三
一
八
ー
三
二
〇
頁
に
詳
し
い
Q

（
9
）
　
．
】
の
点
で
従
来
発
表
し
て
き
た
見
解
（
前
掲
書
、
第
一
〇
章
な
ら
ぴ
に
「
景
気
変
動
と
貿
易
政
策
」
高
橋
長
太
郎
編
『
景
気
変
動
』
一
九
五
九
）

　
を
修
正
し
た
い
。七

　
経
済
成
長
と
外
国
貿
易

　
経
済
成
長
に
つ
れ
、
α
型
、
β
型
を
経
て
や
が
て
7
型
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
超
長
期
輸
入
函
数
自
体
が
限

界
輸
入
性
向
と
輸
入
依
存
度
の
ほ
ぼ
等
し
い
、
従
っ
て
輸
入
所
得
弾
力
性
が
ほ
ぼ
一
で
あ
る
、
い
わ
ば
内
外
資
源
利
用
の
最
適
状
態
に
収

敏
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
折
に
ふ
れ
述
べ
た
。
そ
う
な
る
理
由
を
も
う
一
度
、
経
済
全
体
の
資
源
最
適
利
用
度
の
変
化
と
か
、
変
動
に

対
す
る
経
済
の
適
応
力
（
＆
甘
の
鼠
げ
ま
な
）
の
変
化
と
か
の
観
点
か
ら
再
吟
味
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
も
あ
り
有
意
義
で
も
あ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
輸
入
函
数
の
世
紀
的
変
化
に
お
い
て
、
所
得
弾
力
性
が
初
期
に
一
よ
り
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
状
態
か
ら
次
第
に
一
に
収

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
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一
四
六

敏
す
る
論
理
は
、
各
基
本
（
長
期
）
函
数
の
内
部
に
お
い
て
、
ま
た
各
超
長
期
函
数
の
内
部
に
お
い
て
行
わ
れ
る
調
整
と
、
形
式
的
に
は

全
く
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
い
く
つ
か
の
超
長
期
函
数
の
切
辺
且
が
次
第
に
大
き
く
な
る
国
民
所
得
と
比
べ
て
相
対
的
に
逓
減
（
旦
r
が

逓
減
）
し
輸
入
所
得
弾
力
性
∈
が
一
に
漸
近
し
、
究
極
に
お
い
て
理
想
的
に
は
且
が
零
に
な
り
、
∈
が
一
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
孟
ア
が
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
程
度
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
経
済
成
長
が
進
行
し
成
熟
す
る
に
つ
れ
内
外
資
源
利
用

の
悪
調
整
が
次
第
に
是
正
さ
れ
、
そ
の
最
適
利
用
の
状
態
に
接
近
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
内
外
資
源
利
用
上
の
悪
調
整
の
漸
次
的
是
正
と
い
う
こ
と
が
、
生
産
の
多
様
化
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
内
外
資
源
の
悪
利
用
と
か
最
適
利
用
と
か
い
う
こ
と
は
、
世
紀
的
な
経
済
成
長
を
視
野
に
入
れ
る
限
り
、
内
外
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4

方
に
お
け
る
人
口
増
加
、
資
本
蓄
積
、
技
術
進
歩
、
テ
イ
ス
ト
変
化
な
ど
の
変
数
と
相
対
的
に
考
え
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
き
わ
め

て
複
雑
で
あ
る
。
だ
が
一
つ
の
大
き
な
カ
と
し
て
、
一
国
が
少
数
の
生
産
に
特
化
し
て
い
る
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
状
態
よ
り
は
、
生
産
が
多

様
化
す
れ
ぱ
す
る
程
、
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
は
改
善
さ
れ
る
と
い
え
る
。
経
済
成
長
と
か
経
済
発
展
の
一
つ
の
中
心
問
題
は
、
多
様

化
で
き
る
条
件
を
創
出
し
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
で
は
、
限
ら
れ
た
特
定
資
源
だ
け
を
過
大
に
利
用
し
、
他
の
多
く
の
資
源
を
全
く
利
用
し
な
い
か
過
小
に
し
か
利
用

で
き
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
生
産
多
様
化
は
二
つ
の
基
本
的
効
果
を
も
た
ら
す
。
一
つ
は
新
産
業
が
次
々
に
創
設
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
未
利
用
か
過
小
利
用
か
に
放
郷
さ
れ
て
い
た
無
数
の
豊
富
な
潜
在
的
資
源
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
一

　
　
　
（
2
）

れ
を
ミ
ン
ト
は
お
旨
噺
自
弩
愚
一
臣
な
い
し
雲
G
一
臣
旨
＆
琴
甑
く
。
臼
冨
且
蔓
の
理
論
と
名
づ
け
た
。
も
う
一
つ
は
、
生
産
が
多
様

化
す
る
程
、
一
産
業
か
ら
他
産
業
へ
資
源
を
転
用
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
（
資
源
転
用
弾
力
性
の
増
加
）
、
変
動
に
対
す
る
適
応
力
が



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

増
し
、
資
源
利
用
が
よ
り
最
適
に
な
る
。
こ
れ
が
キ
ン
ド
ゥ
ル
バ
ー
ガ
ー
の
資
源
転
用
弾
力
性
の
理
論
で
あ
る
。
か
く
て
生
産
多
様
化
は

潜
在
的
資
源
の
活
用
と
既
存
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
二
面
か
ら
、
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
改
善
に
有
力
に
貢
献
す
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
第
三
に
、
生
産
多
様
化
と
貿
易
と
の
関
連
が
問
題
に
な
る
。
貿
易
の
効
果
も
、
ミ
ン
ト
説
を
承
認
す
れ
ぱ
、
や
は
り
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
国
内
市
揚
向
け
だ
け
の
生
産
で
は
、
需
要
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
特
定
の
豊
富
な
資
源
が
未
利
用
な
い
し
過
小
利
用
に

任
か
さ
れ
る
が
、
輸
出
拡
大
が
そ
う
い
う
潜
在
的
資
源
の
活
用
を
可
能
に
す
る
。
ミ
ン
ト
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
貿
易
な
か
り
せ

ぱ
利
用
不
可
能
で
あ
っ
た
外
国
資
源
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
外
国
資
源
と
結
合
さ
れ
て
初
め
て
国
内
の
資
源
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
、
或
は
よ
り
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
輸
入
も
ま
た
著
し
く
重
要
な
役
割
を
も
つ
。
も

う
一
つ
、
「
分
業
は
市
揚
の
範
囲
に
依
存
す
る
」
と
い
う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
意
味
に
お
い
て
、
輸
出
拡
大
が
国
内
の
分
業
を
促
進
し
、
そ

の
産
業
の
生
産
能
率
を
高
め
る
。
つ
ま
り
「
規
模
の
利
益
」
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ミ
ン
ト
は
冥
＆
琴
江
三
受
昌
8
q
と
呼
ん
で
い

（
5
）
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
だ
か
ら
貿
易
拡
大
も
、
生
産
多
様
化
と
同
様
に
、
潜
在
資
源
の
活
用
と
既
存
の
内
外
資
源
の
よ
り
有
効
な
利
用
と
い
う
二
面
か
ら
、
内

外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
改
善
に
有
力
に
貢
献
す
る
と
い
え
る
。
だ
が
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
貿
易
拡
大
の
二
効
果
は

特
定
産
業
の
拡
大
つ
ま
り
国
際
的
特
化
を
基
軸
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
産
多
様
化
に
よ
る
二
効
果
と
原
因
を
異
に
し
、
相
互
に

矛
盾
す
る
可
能
性
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
貿
易
拡
大
は
そ
れ
な
り
に
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
を
改
善
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
っ
の

改
善
策
た
る
生
産
多
様
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
古
く
か
ら
の
「
自
由
貿
易
対
保
護
貿
易
」
の
対
立
の
根
本
原
因

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
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が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
だ
が
・
貿
易
拡
大
な
い
レ
国
際
的
特
化
と
生
産
多
様
化
と
を
、
相
互
に
完
全
に
矛
盾
し
対
立
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
過

渡
的
に
は
両
者
が
矛
盾
す
る
短
期
間
を
も
つ
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
経
済
成
長
が
合
理
的
に
行
わ
れ
る
限
り
、
両
者
の
効
果
を
と
も
に
最
大

限
に
発
撞
さ
せ
る
よ
う
に
、
経
済
成
長
は
進
行
し
成
熟
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
例
を
借
り
れ
ば
、
賃
金
に
比
べ
能
率
の
高
い
、
豊
ゆ
ロ
田

な
労
働
力
の
存
在
が
、
繊
維
工
業
化
と
い
う
生
産
多
様
化
を
敢
行
さ
せ
、
繊
維
輸
出
の
拡
大
が
豊
塵
口
田
な
労
働
力
の
い
っ
そ
う
大
き
な
か
つ

有
効
な
活
用
を
可
能
に
し
た
。
こ
こ
で
は
生
産
多
様
化
と
貿
易
拡
大
と
は
協
力
し
て
内
外
資
源
利
用
の
悪
調
整
の
改
善
に
貢
献
し
た
。
そ

し
て
輸
入
（
目
輸
出
）
依
存
度
は
急
速
に
増
大
し
た
。
だ
が
繊
維
工
業
の
集
中
的
拡
大
は
や
が
て
特
定
資
源
の
過
大
利
用
に
陥
り
（
そ
れ

が
超
長
期
的
最
適
状
態
を
や
や
行
き
す
ぎ
た
状
態
）
、
い
っ
そ
う
の
生
産
多
様
化
、
つ
ま
り
重
工
業
化
を
必
然
な
ら
し
め
る
。
重
工
業
を
も

兼
備
し
た
状
態
の
も
と
で
再
ぴ
極
大
の
貿
易
利
益
の
獲
得
が
目
ざ
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
多
様
化
は
資
源
最
適
利
用
の
範
囲
を
拡
大
し
（
且
留
巳
農
）
、
貿
易
拡
大
は
資
源
最
適
利
用
の
程
度
を
深
化
（
留
－

8
①
巳
昌
α
Q
）
し
、
両
者
相
ま
っ
て
、
最
適
利
用
状
態
に
漸
近
す
る
の
で
あ
る
。
究
極
状
態
に
は
永
久
に
到
達
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
近
い
状
態
に
は
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
い
う
7
型
期
で
あ
る
。
生
産
多
様
化
と
貿
易
拡
大
と
が
平
行
す
る
以
上
、
、

輸
入
（
ロ
輸
出
）
依
存
度
が
増
加
す
る
か
減
少
す
る
か
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
き
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

生
産
多
様
化
が
も
つ
輸
入
創
出
効
果
と
輸
入
置
換
効
果
と
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
著
し
く
生
産
が
多
様
化
さ
れ
了
っ
た
状
態
は
、

内
外
資
源
最
適
利
用
に
殆
ん
ど
接
近
し
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
輸
入
（
旺
輸
出
）
依
存
度
も
ま
た
最
適
状
態
に
到
達
し
て
い
る
筈

で
あ
り
、
従
っ
て
輸
入
（
随
輸
出
）
依
存
度
は
殆
ん
ど
不
変
に
保
た
れ
る
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。



　
以
上
の
ご
と
き
生
産
多
様
化
と
貿
易
拡
大
と
の
平
行
的
進
行
に
伴
う
輸
入
（
旺
輸
出
）
依
存
度
の
変
化
（
逓
増
、
逓
減
、
収
敷
）
は
、

次
の
よ
う
に
も
説
明
で
き
胤
。
特
定
産
業
（
例
え
ば
繊
維
工
業
）
を
新
設
、
拡
大
す
る
と
い
う
生
産
多
様
化
に
よ
っ
て
、
世
界
と
の
比
較

生
産
費
差
は
拡
大
さ
れ
る
。
そ
の
産
業
で
規
模
の
経
済
が
得
ら
れ
生
産
性
が
高
ま
リ
コ
ス
ト
が
逓
減
す
る
限
り
、
比
較
生
産
費
差
の
拡
大

は
続
く
。
貿
易
利
益
は
増
大
し
、
輸
入
（
”
輸
出
）
依
存
度
は
逓
増
し
続
け
る
。
だ
が
や
が
て
コ
ス
ト
は
極
小
に
達
し
、
そ
こ
を
過
ぎ
る

と
逓
増
に
転
ず
る
し
、
他
方
、
外
界
に
お
け
る
同
種
産
業
の
新
設
・
拡
大
に
遭
遇
し
て
、
価
格
は
低
下
し
始
め
る
。
つ
ま
り
内
外
双
方
か

ら
比
較
生
産
費
差
は
縮
少
す
る
。
だ
か
ら
次
の
新
産
業
（
重
工
業
）
を
設
立
・
拡
大
し
、
い
っ
そ
う
生
産
を
多
様
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
で
は
重
工
業
の
輸
入
置
換
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
輸
入
（
日
輸
出
）
依
存
度
は
水
準
と
し
て
低
下
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
同
じ
プ
ロ
セ
ス
が
繰
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
長
い
経
済
成
長
の
過
程
で
は
、
一
国
の
生
産
が
次
々
と
い
ち
じ
る
し
く
多
様
化
さ
れ
て
く
る
と
、
一
国
と
世
界
と
の
比
較
生
産
費
差
は

次
第
に
縮
少
し
、
究
極
的
に
は
微
少
な
部
分
的
変
化
は
あ
る
に
し
て
も
、
比
較
生
産
費
差
が
も
は
や
大
き
な
意
味
で
変
ら
な
い
と
い
う
状

態
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
輸
入
（
”
輸
出
）
依
存
度
は
不
変
に
保
た
れ
る
l
1
7
型
期
ー
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
の
方
が
比
較
生
産
費
差
が
大
き
い
か
ら
、
輸
出
と
輸
入
を
交
換
す
る
単
位
当
り
の
貿
易
利
益
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
変
動
に
対
す
る
適
応
力
を
欠
く
た
め
に
、
交
易
条
件
は
大
巾
に
動
揺
す
る
だ
け
で
な
く
、
無
貿
易
利
益
の
状
態
に
追
い
こ
め
ら
れ
易

い
。
こ
れ
に
比
べ
、
生
産
と
貿
易
が
多
様
化
す
る
程
、
単
位
当
り
の
貿
易
利
益
は
小
さ
く
な
る
が
、
貿
易
品
の
種
類
と
量
が
増
大
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
、
貿
易
利
益
総
額
は
大
き
く
な
ろ
う
。
そ
の
う
え
変
動
に
対
す
る
適
応
力
が
大
き
い
の
で
、
交
易
条
件
は
殆
ん
ど
不
変
に
保
た
れ
、
貿

易
利
益
は
国
民
所
得
の
成
長
と
比
例
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度
　
　
　
　
　
i
。
ー
　
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
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第
四
に
、
以
上
の
こ
と
が
ら
は
経
済
（
国
民
所
得
で
代
表
）
の
成
長
率
が
逓
増
、
逓
減
、
収
敏
と
い
う
世
紀
的
変
化
を
と
げ
る
こ
と
と

関
連
が
あ
る
。
経
済
成
長
は
、
生
産
多
様
化
（
≦
一
留
巳
夷
）
と
貿
易
拡
大
（
α
8
究
巳
轟
）
の
余
地
が
大
き
い
限
り
急
速
で
あ
り
、
そ
う

い
う
余
地
が
次
第
に
小
さ
く
な
る
と
と
も
に
漸
減
し
、
余
地
が
一
定
に
近
づ
く
と
と
も
に
成
長
率
も
ま
た
一
定
値
に
収
敏
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
生
産
多
様
化
と
貿
易
拡
大
の
余
地
は
、
人
口
・
資
本
・
技
術
・
テ
イ
ス
ト
な
ど
の
変
化
と
相
対
的
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
成
長
率
が
一
定
値
に
収
敏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
変
化
も
ま
た
一
定
値
に
収
敏
す
る
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

成
長
率
は
純
化
し
や
が
て
一
定
値
に
収
敏
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
の
安
定
性
は
次
第
に
高
ま
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

，
以
上
の
こ
と
は
第
二
〇
図
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
は
周
知
の
短
期
供
給
曲
線
と
そ
れ
ら
の
包
絡
線
と
し
て
の
長
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

供
給
曲
線
と
を
画
い
た
も
の
で
あ
る
。
供
給
曲
線
と
は
平
均
生
産
費
曲
線
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
図
を
次
の
よ
う
に
解
し
た
い
。
各
S
及

び
α
曲
線
は
一
定
の
国
民
的
生
産
函
数
の
下
で
成
立
す
る
基
本
供
給
曲
線
で
あ
る
。
た
だ
し
S
曲
線
は
国
内
資
源
（
生
産
諸
要
素
）
ー
1

源
泉
は
外
国
で
あ
っ
て
も
過
去
に
輸
入
さ
れ
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
資
源
も
含
む
ー
だ
け
を
用
い
た
と
仮
想
し
た
揚
合
に
得
ら
れ
る
仮

想
供
給
曲
線
で
あ
り
、
α
曲
線
は
輸
入
資
源
を
も
使
用
し
た
揚
合
に
得
ら
れ
る
実
現
供
給
曲
線
で
あ
る
。
両
者
の
差
額
が
わ
れ
わ
れ
の
い

う
基
本
輸
入
函
数
を
生
み
出
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
既
掲
第
一
七
図
参
照
）
。
な
お
生
産
費
は
労
働
で
測
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
さ
て
、
第
一
に
、
8
1
、
燭
－
…
な
ど
仮
想
供
給
曲
線
の
右
へ
の
シ
フ
ト
は
、
生
産
多
様
化
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
る
。
な
お
、
能
率
化

的
構
造
変
化
に
よ
っ
て
も
同
様
な
シ
フ
ト
が
生
ず
る
が
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。
第
二
に
、
各
S
曲
線
と
相
違
す
る
動
き
を

各
3
曲
線
が
採
る
の
は
、
貿
易
拡
大
に
基
づ
く
。
だ
か
ら
生
産
多
様
化
と
貿
易
拡
大
が
繰
返
し
平
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
了
解
で
き
ょ

う
。
第
三
に
、
各
S
曲
線
と
α
曲
線
の
ギ
ャ
ソ
プ
が
貿
易
利
益
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
同
一
量
の
r
を
生
産
す
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＋
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労
仇
で
測
っ
た
平
均
生
産
費
）

〆0

り
輸
入
（
”
輸
出
）
依
存
度
は
逓
増
し
、
そ
の
逆
に
な
れ
ば
逓
減
し
、

輸
入
（
”
輸
出
）
依
存
度
は
一
定
値
に
安
定
す
る
。

　
　
　
　
　
経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

る
の
に
要
す
る
平
均
生
産
費
の
差
で
測
り
う
る
で
あ
ろ
う
・
貿
易
利
益
の
大

小
に
輸
入
（
肝
輸
出
）
依
存
度
は
比
例
す
る
か
ら
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
相
対

的
大
き
さ
は
輸
入
（
”
輸
出
）
依
存
度
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
図
示
で
は
、
経
済
成
長
の
第
一
期
（
農
業
国
時
代
）
で
は
＆
と
副

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
小
さ
く
、
輸
入
依
存
度
が
小
さ
か
っ
た
の
が
、
第
二
期
（
繊

維
工
業
特
化
コ
ー
ス
）
に
入
る
と
急
増
し
、
第
三
期
（
重
工
業
化
－
均
衡
成

長
コ
ー
ス
ヘ
の
転
換
期
）
に
入
る
と
第
二
期
よ
り
も
減
少
し
、
第
四
期
（
均

衡
成
長
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
は
不
変
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。　

第
四
に
、
包
絡
線
＆
と
＆
曲
線
は
国
民
経
済
的
平
均
生
産
費
の
世
紀
的
変

化
を
示
す
。
生
産
費
の
逓
減
率
の
大
き
い
段
階
で
は
経
済
成
長
率
が
高
く
、

逓
減
率
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
経
済
成
長
率
は
小
さ
く
な
り
、
も
は
や
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

費
が
変
ら
な
く
な
る
と
き
、
経
済
成
長
率
は
一
定
値
に
収
敷
す
る
。
世
紀
的

仮
想
供
給
曲
線
亀
に
比
ぺ
世
紀
的
実
現
供
給
曲
線
乱
の
逓
減
率
が
大
き
い
限

　
　
　
　
両
者
が
平
行
に
同
率
で
逓
減
す
る
か
不
変
に
止
ま
る
に
至
れ
ば
、

一
五
一
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第
五
に
、
D
、
が
曲
線
（
各
期
に
つ
い
て
画
か
れ
る
が
一
組
だ
け
が
図
示
し
て
あ
る
）
は
、
基
本
需
要
曲
線
で
あ
る
。
た
だ
し
P
曲
線

は
国
内
需
要
曲
線
、
が
曲
線
は
外
国
需
要
（
輸
出
）
を
も
含
め
た
総
需
要
曲
線
で
あ
り
、
両
者
の
差
額
が
輸
出
を
示
す
。
外
国
と
競
争
で

き
る
一
定
価
格
に
ま
で
低
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
輸
出
が
可
能
に
な
る
の
で
、
総
需
要
曲
線
は
図
示
の
よ
う
に
キ
ン
ク
す
る
の
で

あ
る
。
σ
曲
線
の
最
低
点
を
や
や
行
き
す
ぎ
た
点
に
お
い
て
が
曲
線
が
交
わ
る
。
こ
れ
が
最
適
資
源
利
用
状
態
を
や
や
行
き
す
ぎ
た
最
有

利
生
産
量
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
点
（
正
確
に
は
限
界
生
産
費
曲
線
と
総
需
要
曲
線
の
交
点
）
で
あ
り
、
こ
の
状
態
に
至
る
と
構
造
変
動
（
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

様
化
的
ま
た
は
能
率
化
的
）
が
敢
行
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
人
ロ
、
資
本
、
技
術
、
テ
イ
ス
ト
な
ど
も
長
い
経
済
成
長
に
つ
れ
内
在
的
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
一
れ
ら
を
与
件
と
み
る
．
｝
と

　
　
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
甲
昼
具
、
．
↓
富
Ω
舅
一
。
巴
爵
8
晶
。
＝
幕
腫
β
蝕
。
壁
一
自
邑
9
巳
豪
q
民
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旨
。
く
。
喜
8
0
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毒
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①
ω
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穿
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ざ
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§
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壕
謡
＆
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日
弧
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一
〇
頓
O
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（
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○
げ
⇔
二
8
り
囚
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全
Φ
げ
Φ
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箋
ミ
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勲
↓
蓉
籍
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朝
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ざ
℃
昏
詳
q
g
器
G
o
ミ
脳
撃
一
8
ρ
○
げ
跨
℃
一
ピ
小
島
清
書
評
、
世
界
経
済
評

　
　
論
、
一
九
五
六
・
七
、
及
ぴ
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
二
九
六
－
八
頁
、
参
照
。

　
（
4
）
　
閏
■
鼠
k
冒
“
＆
＆
ー

　
（
5
）
こ
の
点
で
は
ア
リ
ン
・
ヤ
ン
グ
の
貢
献
が
省
み
ら
ゑ
き
で
あ
る
．
》
》
＜
。
q
づ
㌍
．
．
H
昌
。
鴨
。
蟄
ω
一
昌
α
q
因
。
一
以
↓
ロ
ω
帥
昌
葛
8
け
。
巨
。
b
棉
。
α
R
，

　
　
味
Φ
の
ω
ヤ
、
、
肉
s
β
O
慧
辱
。
籍
』
o
寂
『
§
＆
－
U
o
ρ
一
電
Q
Q
、

　
（
6
）
　
こ
の
点
で
は
、
ミ
ル
の
小
国
対
大
国
貿
易
の
命
題
な
ら
ぴ
に
グ
レ
ー
ア
ム
の
小
数
財
対
多
数
財
貿
易
の
命
題
が
あ
て
は
ま
る
。
次
を
参
照
。
い

　
　
ψ
目
一
F
等
§
g
黒
題
皇
、
9
§
8
へ
肉
8
ぎ
詳
撃
＞
鴇
一
遇
、
の
Φ
“
這
O
P
煽
　
ひ
黛
小
島
清
『
交
易
条
件
』
二
四
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六
頁
。
閏
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ゴ
帥
コ
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げ
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O
ρ
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、
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§
究
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窪
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3
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毫
肉
S
詳
o
欝
嬉
身
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0
8
■
小
島
清
『
自
由
貿
易
理
論
の

　
研
究
』
七
七
ー
八
七
頁
。
北
川
一
雄
『
国
際
貿
易
理
論
の
研
究
』
一
九
四
八
、
二
五
六
－
二
六
三
頁
。
小
島
清
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
第
九
章
。
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8
げ
≦
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一
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弓
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韓
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一
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8
帥
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鴇
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R
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ミ
き
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富
旨
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寒
ー

　
ミ
§
・
邑
穿
ω
＆
9
G
認
》
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q
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硫
ω
l
G
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7
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Ω
囚
o
日
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．
↓
ぎ
国
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9
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2
9
0
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ヨ
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け
一
目
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導
≧
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〇
〇
舞
自
9
犀
o
。
。
o
葺
8
聾

H
穿
腔
弩
巴
国
8
8
巨
Φ
ω
。
＝
）
邑
餐
凶
。
p
、
、
o
§
ミ
四
§
慧
§
良
亀
穿
§
誉
。
吻
§
“
、
§
§
葛
言
§
黄
評
げ
」
霧
■
》
毒
①
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と
。
巨
跨
p
．
δ
○
総
き
山
○
自
ε
暮
ω
－
、
、
鴎
ぎ
旺
ミ
ミ
帆
§
ミ
肉
8
き
§
。
肉
§
弩
8
や
雰
器
器
ぎ
国
g
8
0
出
ゆ
Φ
旨
帥
益
寄
き
。
δ
瞑
里
聲

　
の
梓
”
昌
h
O
吋
α
　
一
〇
軌
O
■

　
　
　
　
　
｝

（
8
）
　
ヒ
ッ
ク
ス
が
↓
げ
8
曙
9
．
、
浮
Φ
匠
昌
犀
a
留
ヨ
p
β
自
2
貰
Φ
、
、
が
国
際
貿
易
に
も
っ
と
重
く
用
い
ら
る
ぺ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
は

注
目
さ
れ
る
。
匂
・
刃
墾
。
冨
．
、
≧
H
塁
夷
量
二
。
豊
β
、
、
o
皇
ミ
肉
§
§
駕
、
§
塞
弘
臣
ま
ω
も
」
い
ぎ
9
①
■
雷
迭
馨
鴇
き

　
§
ミ
ミ
肉
8
醤
o
ミ
魯
曾
一
〇
＄
｝
○
げ
p
℃
■
命

（
9
）
　
基
本
供
給
曲
線
の
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
交
易
条
件
の
一
期
間
内
に
お
け
る
「
へ
」
の
字
型
変
化
を
規
制
す
る
基
本
的
な
力
と
な
る
・
1
『
日

　
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
三
二
二
－
四
頁
参
照
。
構
造
変
動
を
へ
だ
て
た
超
長
期
な
い
し
世
紀
的
な
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
に
産
業
構
造
と
輸
出

　
入
構
造
の
大
き
な
変
化
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
も
は
や
商
品
交
易
条
件
は
役
に
た
た
な
い
。
そ
う
い
う
長
い
期
間
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
単
純
生
産
要

　
素
交
易
条
件
の
方
が
有
効
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
の
篠
原
理
論
批
判
の
一
論
拠
で
あ
る
。

経
済
成
長
と
最
適
輸
入
依
存
度

一
五
三




